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大 阪 市 の 「 シ ヒ . ッ ク ・ セ ン タ ー 」 計 董 理 想 案 懸 賞 募 集

趣 旨

大阪市は我岡商工業の中心として最近その按展特に著しきものあり諸般の施設亦，M1

〈大都市の面目を備へつ〉ありと雌も都市構築の上より見れば遺』戚の貼砂なからすe

殊に都市の中心をなすべき趨常なる「シピック・センター」な〈且天恵の何岸の利用

せらる〉こと亦甚七少きは世人周知の事賓なり o 税近首局に於ても大阪牒改築に伴

ひ大阪鰐附近--ltfl の整理主? 質施せられつ〉あるも近代的大都市各般の要求に l医ぜん

が鴻には更に進んでより庚汎に亘る大計章を樹立する必要あり。

本協舎は此趣旨に基き左の直域を指定し大阪市の「シピック ・セ ンタ ー J の理想的計

垂案を募集し以て市民の注意を喚起せんとす O

大阪市ノ「シビック・センター」計霊理想案懸賞募集規程
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都 市 計 董 よ り 土 地 計 董 ま で

石 原 憲、
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本邦都市の特殊性に就て特に執筆する様にとの御依頼を受けにのであっ ?こが、此の主題

lこ就て、充分なる費料と観察とを纏め得なかっ? こので、表記の題目を選んで、是れに関連

して、本邦の都市の問題 に設さ及びTこいと思ふ。 と日ふ諜は本邦都市の特殊性を論じる矯

めには、充分にその官詩的調益が行はれて居ることが絶封に必要であるにも拘ら子 、 米 Ｎ， ｾ

斯様な調夜が行はれ叉は護表されて居ないからである。最近地域的調奈が駄米で盛んに行

はれて、その強表も年年新? こに迫力11 されて居るが、我園に未7ご斯様なサ ーベーが行はれて

居ない事は遺憾と回はねばならぬ。

叉者1¥市計聾の理論にしても一般によ〈了解されて居ない。例へば田園都市運動であると

か、衛星都市や、地方計蓑等の運動にしても未Ｎ，ｾ一般によ〈了解されて居らす｜建築家の

聞に於ても是れらの運動力2如何様にして稜生したものであるかと臼ふことに劃して充分理

解されて居ないのではないかと思ふ。

最近私は伊踊部隆輝氏の著す所の現代都市文化批判といふ著作を通読す る機舎を持った

のであるが . 此の本の中にさえ衛生都市 ( P. 228) と衛星都市 ( P. 256 ) と二つの混同しに

説明がしてあっ ｦ こりする様な次第で誠に心細い失ｾｾであると思ふ。氏の著 書 に働れた 毒 事に

日えば. 氏は結局『都市は寅際に於ては濁立せる憤値生産の経梢簡ではな し 1 0 0 % 農村

八の寄生的存在である。即ち都市は ] 0 0 %の消費簡であるに過ぎぬ。従って、都市は無く

とも農村は成立 し得るが、農村な〈しては都市は成立し得ない。… … 都市の隆盛は農民の

搾取を前提とする故、それは直ちに農村の衰亡で あり 、やがては都市そのもの〉死械でも

ある』氏は結局斯う日ふ結論を至る底に繰り返へして居る に過ぎなくて、何庭にもそ の質

設的説明を興へて居ない のである。然るに我 k に今必要なのは斯様なイデオロギーではな

くて、 寧ろその質詩的説明でな〈 てはならぬ。

能 り に 建 築 的 な

建築家の理解はどうであるか。我 k 建築界に紹介されて居るものはドイツのジ ー ドルン

グ と、フランスのコルピユジエの都市計霊がある。共他建築家としてはヒルベルスアイメ

} L - 等がある。

ジ{ ドルングは住宅問題としては重大であるが 、都市計聾の問題としてはその一部であ

I  I X  



って金慢ではない。そして此のジ ー ドルングは衛星都市として存在理由を持って居るが矯

めに衛星都市の理論が都市計聾の全憶であると解されて居る様に思はれる。

次にコルピユジエの思想、はどうであるか。彼は都市の中心に中央・ステ ー シヨンを設り是

に縦横する大幹線を配し、都心部には 60 階のス カイスクレ{ パー の商業地匿を設定し、

更に外去をに敷居の共同建築より成る汀l園都市を設ける。此の都市は人口 3，000，000 人を牧

容するので あるが、 都心のス カイスクレーパ ーは 21 で 400，000 乃至 600，000 人を牧容す

るといふのであるコ而も此の地匿の最も特色とする事は建築の周聞と 9 5 % を公閣の虫n<  

宰地とし残すことである。共他 ｾｉｊ 央ステーシヨンの構逝等に就ても所謂ｾｾ芸的な計聾がｪￆ［

べられて居るが 、是れはーの考へ方としては面白いが、都市と円ふものを翠に形の上から

のみ考へ 、機械的に :取倣ひ過ぎて居なし、かと思ふ。そして i祉合型的、経済摩的考察が全〈

行はれて居ないのである。従ってWJ; 隊な考へ方は夫自身としては面白いかも知れないが現

世の問題に劃する正営なる解決を指示して居ない。例へば、斯様な都市J祉舎の人 k は如何

なる経情生活を営むのであるか。而かも 200 年先に質現しそうなユ ー トピアを 摘し、ても そ

の祉舎の機構が明確に把握されて居な〈ては、民笠の32tにも等しいものとなる. ，. : らう 。現

代の都市で工業地域もない 、事務所建築と位宅丈の人口 3，000，000 の都市 を考へでも何一

つ足しになるものでない事位は明白であらう。

一一私は「都市計霊理論と展望』と題してア ルス 問版最近科事目到、第 10 各に1Y1il 手なおi

介をしておーい 7こからこれに就て参照されれば幸である一一

コルピユジ エの都市計置はあまりに建築的であり過ぎる結果、問題の建築的解決に 重心

が世かれ、都市の機能の有ゆる部分が枇舎接的に、地理接的に考察されて居ない 。従って

都市自身をその周囲から切り離して調立に考へて居る依貼を曝訴して居ると謂ふべきであ

る。此の献黙は彼自身がH暴露して居るから是を指摘しておかう D 即 ち彼は 、彼の者11市理論

を肱用して巴里中心地帯の改逝築を琵表して居 ること である D 彼の都市計書: は結局此虎ら

が落ちではないかとわ? こ〈しは考へる。そして此庭に彼の長所 も短所も露れて居るのであ

ると思ふ。フランスのユルパ= ストはスパラシイ幻想、の所有者ではあるが、現貫主? 分析し

是を解析し、積分して行〈方法に於て己 lこ誤って居ると思ふ。

地 方 計 霊 と 地 域 的 調 査

1922 年 5 月、紐育地方計笠の開始式に営て 、エリフ・ル ー ト氏の述べ?こ言葉の一首i {eづ |

用すれば次の如〈である 。

『都市は生成する 。是は政治的命令で もなければ統制の結果でもな いo 諸君は任怠の蕗

にナ|‘! と郡の境界線{ e ' ; I  < かも ?;11れないが 、都市は断然政治的勢力以外の勢力に IE じ政治的

境界線を無視して生長するものである J

従って『大都市と /J 、都市との差異は程度 ( degree) の差異に非すして性質 ( kind) の芸

1) (  2  



異である。諸君が若し諸君の住まる る小都市・より大都市に来るならば、IJ 、都市に存するも

のより全〈性質の異つに諸の問題、諸の困難、諸の有害なる j伏態に遭遇するでめられ然

かも是等は何れも賢明に解決されねばならぬものであるJ

『都市はその背後に院大なる間合を有するが故に存在する。都市は夫自身で存在するも

のではな いJ 云々 。

斯 J様に考へて来ると都市と農村とを劃立的に考へることが己に誤りであり、今日の都市

計聾はＮ特に地方計霊に於て大都市 ｾｦ 小都 ￯ｬ￭Ｎ 者ｦｉ市 Ｑ Ｂｴ間合の思想的封立は 、 更に是等を綜

合し? こる統ーとして認識せんとしつつある事が明 となるであらう D

我閣の都市計聾法 も今年か らmf卜tIこ迄適用されることになったのであるが、此の期に際

して 、我 k は大都市、中審15市、小都市、 l町村等の相互の闘係をより明確に認識する必要に

i自られ fこも のと 思ふ。

此の鈷に就て我閣の者11市形態に就て充分なる質説的調査研究が行はれて居ない事は最 も

遺憾と謂はねばならぬ。

英園の地方計聾はパ トリ ツク ・グ デスが地域的調茶 ( bgi onal survey) を主張して以来可

なり長い年数を経て、斯様な方法論が一つの傍統となってゐる。

ゲデスはル ・プレ ー嬰抵の影響を受り是を者11市計喪に結び付けたものであって 、ル・ プレ

ーは『人類の生活は土地と弊働と住民の三者の制和にあって 、是は進化的科撃の絶封命令

である J として居るが、グデスは彼の思想、韓系を稽承し且つ統計的質i説的方法論によって

地域的調査を賞行しにのであった。

彼は 1X92 年にアウトルックグワ{ と糾する建物に世界最初の都市研究所を開始し、エ

デンパラの地理率的祉合調1 : Eを在行し. 或は 1910 年に都市計聾展覧舎を催し等して英閣

に於ける地方計霊の先胞をな した のであっ た。

地 理 皐 と の 提 携 の 必 要

は米に於て今日地方Z十聾が暗になっ? このも遇然でないその根底は地理毎日2的l祉舎調在に

殻しておると謂ふべきであらう。

フランス近代地理製の建設者と仰れるウイダ ール・ド・ラ・ブラ ーシユはその名著人文地

理製の ｐｲ ｩ ｮ･ｩｰ･ｳ の序論に「地理・Ｆｾの進歩の一切を的視せしめる所の理念は地的統一性で

ある』と設〈のである。

彼と同時代のラツエ J レは地球上の人類の諸運動を生物接的に取倣ふべき事を主張し . ヴ

ヰグ ールは是に呼悠して『人類の分ギ11や主要な諸集国の構成や環境への泊臨現象は、本質

的に生物・製的である』と主張したのである o そして此の集園の土地との闘係は人口の分布

と、来落の形態によって規定されるのである D

最近数年間の聞に我園の地理懇の方面に於て郷土地理準、来落地理事、並に人類地理墜
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一般が研究の針象として取扱はれて既に数種の著述によってその研究が如 何に進められつ

つあるかを知ることが出来る口是は誠に喜ばしい次第であって 、斯〈して漸次に地理易黒と

者11市計聾とか接近するに 至るであらう と思はれる。然 し未t: そこに 至るには相賞の年月を

要するかも知れない。今日主として研究の封象となっておるものは村落的郷土地理が主鵠

になっておる様で あるが 、私 は村落と謂はす・大中 Ｏ ｊ 、の諸都市をｾ iJ 1  ( るめて、地上に於げる

人類の集圏枇舎の地理的現象として、生態接的、枇合堅的方法を以て研究されるであらう

事を期待する ものである。

本 邦 都 市 の 特 殊 性

斯様にして始めて、我圏諸都市の形態が賞詩的に分類せられ、是に由って始めて、都市

計聾なり、地方計霊の具樟的封策が立てられ得るのである。

欧ｾＱＧ Ｑ の都市の護逮史を見るに積場が重要なる役割をして居て、市場腕場、交通庚場Ｎ建

築商場等種 k に分類せられて居るのを見るが、我闘の者11市並にI 1IJ 村に於ては必すしも斯様

な庚場が中心をなして居るとは ｾｒ らないのみか、全然 ｗｴ げて居るものがある。農村の間に

ある 小者15舎では道路の雨側の路傍に農民が農姦物を商って居る所もある。是等の農村の中

心地は一つの主主地の虫f I き一腰をなす地域的中心にあって、繭. 米: l { : 他の農産物を搬ぴ来り 、

簡の ｾｪ 家からは大都合より移入されて来 ＱＺ 肥料［ＱｻＮ他衣類並に道具類を購買し Ｎ叉 街の鍛冶

共他手工業者からも /J' ｾな豊具其他のものを購買する コ 背の農民は自給自 ｊｾ であっ＿こが Ｎ

今日は農民の購買力が 、農民自身に取っても、叉者11舎の製造業者に取っても重要な官条件と

なった。是等の小都市乃至 11I J では未亡充分なる信用経済に迄程遠せす¥物物交換に近い貨

館経摘の献態 lこある のであるが、更に中都市、大都市となると是等の闘係は複雑である。

認には工業の蛮逮と共に信J T -J経演が昆ーも敏活に行はれ、交通、保安、経済、衛生に闘する

来rrt: な都市問題が護生するのである。

然し叉北九州 、阪神問 、京務間等に蛮達し? こ近代的大工業都市の如きは新? こに建設され

た都市として、特殊の地位を持って居る。そして走れ等の祈都市は必すしも、醤都市に封

して衛尽: 都市として費生するものではな〈て、同格の都市が相互に接近して稜達する場合

が考へられるのである。

田園都市は英固に於て、厳密な定義によれば米ピレツチウオ{ スとエルキンの二都市し

か蛮達して居ない のであるが . 我園で は一つも稜逮しにものがない 3 然るに 、質際の新都

市は、北九州、阪紳、京古当地方に数多の賓例を見る事が出来るのみならする、 大都市、中都

市附近に於げる鍛道 、軌道の稜展による沿線の新住宅地の護展は幸子しいものがある。

主主に於て我々は、 都市の蛮展膨脹と 、人口 の移動と; 檎加に就て、より科事的な祉舎率的

生態接的観察主調査とを必要とするのである。是は地理製者との提撹によって始めて 、達

成せら れる事で あるから、此の黙に於て我園の都市計壷乃至地方百十肇は皐なる 地主階級の

j ) (  4  



代表や地方政治家主主の意見に よって支配される事なしより 蹟〈専門家の科康的研究を重

要視されねばならぬと思ふ コ

ロンドン地方計霊ではサー・レイモンド・アンワキン氏やサー・パニスターフレツチャー

氏の如き叉紐育地方計撃では トー マス・アダムス氏の如き何れも専門大家が是ｾ主宰して

居る如き、叉その組織の各部が何れも専門家が主査して居るのを見ても、科接的楕示1[ 1が充

分に傘重 されて居ることを窺ふ事が出来ると思ふ。

土 地 計 量

都市の風景はその都市の地的環境と人的加工との共同作業の結果出来るものである。

『景観は或る生活者によって表現さ れ? こ生活環境の意識である o 従って景観は生活意識

の表現である J …・ ・・「か くして古い意味での地誌療は新ら しい意味での地域壊として地域的

景観の類型を記述し説明する こと が出来ねばならぬ』以上は城戸幡太郎氏が教育景観態 と

題して述べて居る所であるが、景観といふ言葉は風景 ( Landschaf t ) といふ意味を皐術語

として表現されにものである 。

現代の地理製ではこの景観を地理事の封象として研究し様としてゐると氏は調って居る

此の風景は農村の風景と謂はす湖l舎の風景と謂は争 、何れも、 土地の自然杓風景と、之

れに働きかげる 文化的風景との綜合として表現せられるものであるから、風景こそは土地

の上に於ける人類生活の決算であると謂ふ ことが出来るであらう D

小間内はザウヱル教侵の設を紹介して次の如〈述べて居る 。「人口 の大きな集積態 として

の都市は 、村蒸に比べると著しく文化的要素に富ん でゐる 。しかし是を地理的現象と して

考へる時、その地域的資在即ち風景カペ先づ共の研究の封象となって来る。都市[の立っ て

ゐる自然的形態は、地形に於ても 、無1炭に於ても地上到る 底決して一様で- な いばかりでな

し 夫 々 の結合[ 傑件ち到る 底多様である。まに者111甘成立の原因 と其の過程の特異性は 、文

化的月三態としての住民の宿度と其修動性、住家の組立と其の倫廊. 生産物と交通状態とに

その文化的響力の強弱と差異とが表現されて来る。是等の地理的現象を、プラ ーシユは趨

! 怒とよぴ、またザウヱルは「人類居住と風景其の物としつ〈りと融け合ふ調仰の感 じ」で

「自然に囚はれない人類の心の奥からの文化表現 J とい って居る』。

風景カ2一つの地域的賓在であるとするならば、一つの地域的計重なる ものをわたく しは

風 景百十霊 山 Ｑ 乎ぶことが出来るであらう 。そ う ＱｾＧ 、風 景計霊 こそはあ らゆる土 地の上に於げ

る入額文化の長後の憤値を定決する所のものでな〈てはならない。是を私は叉土地計霊と

も呼ぶことが出来る h思ふ口是は土地の上に於けるあらゆる人類の工作と計叢との綜合で

あるからに。此の矯めに私はずrらしき地理的情前1[ 1を都市計壷乃至地域拘計霊の中に導き入

れる事 の急Ｚ務ｾ感す ・るも の で あ る。Ｈ終〕
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都 市乞 都 市 計
ヨ主

主旦

田 武

人口の自然増加、並に、科撃の異i伏なる進歩に基 し 産業組 織の機械化集 中化、交通諸

機関の普及蛮展、建 築術 の革命的稜建など に困り 、遂に は有史上未曾有の近代都市の出現

となり 、現今では最早直接間接着1¥市 7よるものを度外視して 人間生活を途行し得な 〈なるに

至つ ?こ。

迷〈下等動物と ｉｌ ＼ｪｴも群園生活を営むも のには邸 に整然 ｔ こる 性居群ｾ Ｚｦ ｬ ｾ 柴すべき本能力Ｚ附

輿さ れてゐる 。今や 、都市が人間生活の本協と謂ふも敢えて過言には非十との言語が動か

すべからぎる 事賓 として承認し得らるる の際、都市を注脱 し、 その健全な る琵展を希は ん

が?こ めの努力は、高等動物即ち複雑なる生前機構を有する吾 k 人類に興へられに義務であ

り且天命で ある と断言するに臨時しなし、。都市計聾に劃する開心並に研究が、近時非常な

る熱意 と熱心さとを以て迎へられる様になっ 1: のも嘗然の理である。

然 加工、来して 、都市と は如何な るも のか 、; 符又、者1¥市計霊とは如何な るものを指す か。

本文はその概要を得んが fこめのー答案として草しにものであるが . 何分問題が大き いfごり

にこ の限られに紙敢に於い ては到底蓋し得す¥ 献をtrFl ふに 別に挿入し? こ る数葉の闘面を? 以

つてなしにが決して充分なるものにあらす。幸 . 諸 賢の御判読と御賢察により、 寛大なる

許賦を附してｾｬｊｘＺげれば幸甚である。

或は 人口により、 或は大 きさにより、 或は年村長により、従来、 各陣j或者聞に紛 k として

論 じ輩 され. 然 も未1': 解決され子、 恐ら 〈は将来 とも判然Tこる定義を下し得 ないのが、都

市と他と の匡別で ある。者1¥1'11 と他と の問には 人間生活上 、世界的に経情的に常に離す可か

らざる密 接なる相互闘 係ｾｉＩＮ本質的に その キ ｉｪ 然＿こる境界を求なるの要な し且 叉 、 要め

りとするも法律的に容易 に定め得る こと なる故 、認には 、その求明を1首 〈置き 、周知の常

識的概念を念頭に l炊むるに止めつつ. より線本的に幅要なる要素の考究にJ多るのが得策で

あら うと思、はれる 。

2  

都市は吾々の 人憾と 頗 る類 似せる 一種の有機拘構成物である 。都市に は耐1
1経系統があり

血管系統があり . 消 化系統があ り、 排地系統があり 、何慮 lこか故障あらば 、疾病 をかもし、

( 9頁に続く〉
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都 市 の 授 展 ( 1  )  

1. ア メ リ カ 合 衆 関 に 於 け る 都 ( 人口 2，500 以1 : . ) 都人口分布 の比率

次 18506]o ＱＸＷＰｾ 三 1c80年 18: 0 1p ＱＹＰＰｾ ｝￴＠ 1910年

ポ11 司T 12. 5  2 1. 0  22. 6 29. 2 33. 1 46.3  

問 合 875 79.0  77.4 70.8  66. 9 53.7  

2.  イギリスに於ける都( 人口 3，C∞ 以上 〉 都人 口 分 布 の 比率

次 ＱＸＷＱｾ＠ Ｑ ＸＰ Ｑｾ＠ 1891年 1901&]o 1911&}' Ｑ ＹＲＱｾ 下

者自 苛T 6 ト8 67. 9 72. 0 77.0  78.1 79.3  

国 合 38.2  32. 1  28. 0 23.0  21. 9  2C.7  

3. ドイ ツに於ける都( 人口 2，0∞ 以 上 〉 部 人 口 分 布 の比率

年 次 ＱＸＷＱ ｾ ド 1880年 1890年 1900年 1905年 1910年

都 市 36. 1 4 1. 4  42.5  54.4 57.4 60.0  

悶 令 63. 9 58. 6 57. 5  45.6  4 2 6  40.0  

4. 7 ランスに於ける 都 〈人 口 2，∞0 以 上 ) ｾｬｩ￭ 人口分 布 の 比 率

次 1871年 Ｑ ＸＸ Ｑ ｾ ｰ＠ 189 1年 lヲ01年 Ｑ ＹＰＶｾ ド ＱＹ ＱＱ ｾ＠

，1111 市
3 1. 1  34. 8 37.3  40. 9 42. 1  44.2  

111  令 68.9  65 2  62. 7 59. 1  57. 9 55.8  

〈以 上 4 表 は ア ル ス 建 築 大 講 座 ・笠原敏郎氏「都市 計 鐙 J Iこよる〉

5  ア メ リ カ 合 衆 国 に於 け る 人 口 別 に 依 る 都 市 人 口 ( % )

事官 市
191C{ p 1920年 1930年

I，OOO，OOCJ 以 と 9. 2 9. 6  12.3  

50 ，0∞ 以 上 12. 5 15.5 17.0 

250，α ぬ 以 t 16.8  19.8 23. 5  

1CO，000 以 上 22. 1 16. 0 29・6

100，0∞ 以 下 23. 7 25. 4 26.6  

(“ Archi tectural  Recoru， J  an. "  1932 より〉

Ｑ ， ｾｲ 、 同誌に は ＱＹ Ｑ Ｐ 年より ＱＹＱＹ ｾ｝ￔまでの ＱＰ 年間に 、 会工業俸給生活者敷は ＲＮＱ 減 少 し 、人 口 250，α 泊

以 下 の 都市 で は 6.2 %の 減 少 を 示 し て 居 るに も拘 らず、 人口 250，( ∞ 以 上 の 都 市 で は 6. 9%の稽加を

示して居ると諾ってゐる。

6. 我図六大都市の人口〈千〉

&T' 次 明治20年 明治 ＳＵ ｾ 手 明治40竿 大 正 元 年 大 正 9 年 大 正 14年 昭和 5 年

w. ｊ ｊｾ＠ 1，084 1，220 1，404 1，642 2，173 4，109 4，986 

大 阪 753  95 1  1，171 1，330 1，252 2，170 2，527  

五E 者ｾ 33ヨ 387  407 495 591 835  984 
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名 古 厩 248 274 354 434  4<! ヲ 796  936 

記申 戸 182 274 363 431  608 761  854 

桜 潰 187 314 378 455  422 589 725 

〈大正 14 年以降は都市計重量区域の人 口なl J )

7. 世界大都市人口〈キ〉

年 次 18∞ 年 頃 1850年 頃 円∞年頃 1910年 頃 1920年 頃

大 口 :y ｾＮ＠ :y 1，115 2，681 6，581 7，253 7，476 

= ユ ー ヨ ー ク 79 696 3，437 4，767 5，620 

大ペノレ1 I : Y 183 464 2，529 3，423 3，'304 

，、.  
り 547 1，653 2，661 2，847 2，906 

乙ノ カ
コ.  

5  30 1，699 2，185 2，702 

3乾 京
1，498 1，806 2，173 

ウ ヰ ー ユ〆 232 431 1，675 2，031 1，841 

大 阪 881 1，239 1，253 

〈平凡紅「大百科事典j による〉

8. 我 関 市 町 村 敏 の 領 選

年 次 明治22年 明治31 <Ip 明治41年 大 正 7 年 大 正 14年 昭和 5 年 昭和 7 t. p  

市
39 52 66 69 1∞ 109 111 

町 715 1，169 1，164 1，333 1，510 1，625 1，710 

村 12，632 13，5S7 11，223 10. 839 10，451 10，180 9，970 

9. 我国人口別市町村人口比率

年 次
明治31年 明 治36< 1 p 明治41年 大 正 2 年 大 正 9 t . f . 大疋 14年 昭 和 5 年

5∞ 以 F 4.4 2.3 1. 2  0.8 0. 6 0.4 

501ー 1，∞o 5.3 4.4 4.3 3 6  

1，∞ 1- 2，∞o  

95. 7 

67. 7 57. 6 673 60. 9 

2，∞ 1- 5，α::0 538. 0 518. 0 4690 44 1. 6  412.1 377. 2 

5，∞トー10，0X> 149. 2 177. 0 207. 5 219. 5 193.4 192. 0 

10，001- 20，0∞ 43.9  51.1 69. 3 8 1. 6  90.7  87. 5 87. 0 

20，∞ 1- 25，αJO 16.2 19.5  

25，001- 30，αJO 7.4 12.8 

33. 8 

4 1. 6  

30，00トー40，αゎ 17. 8 16.1 25.1 20.9 20. 1 

40，∞ 1- 50ρ 刃 12.8 13. 5 15. 9  23.1 17.9 

50，∞1- 1∞ ，α::0 17.0 22. 2 26.1 33.6  37. 6 57.7  68. 3 

l ∞ ，001 以 上 77. 0 92.1  107.1  107.7  120. 7 1，6.3 178.1 

〈以上 2 表は「日本都市年鑑 2J によ る〉
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甚 fごしき は田奇形となる 。都市は登生し、生長し、稜展し、死滅する もので、活動性のなき

ものは最早それは都市ではな〈寧なる陵嘘でめる。

都市には夫. 1 < {問k の特色あり一概に論述することは不可能であるが 、総て小さい集図或

都 市 の 設 展 ( 2 )

第 I 1面J ( 1) 初 期 の バ リ ー

P L  1  

第 1 駐日( 2) 16. 5 年 の パ v -
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は楽孫より琵生し. それが生長するに従って 、或は家庭に 、或は仕事に、或は休養に従事

しつつある多数の人々を包含するに至れるもので、その聞に判然? こる共通黙が見出される 。

住居 ・業務 ・休養 ・交通の各方民支は則l ち都市を構成する四大要素として掲げらるるもので

あり 、その- i t Vt除するも最早都市? こる資絡がないと云はねばならぬコ

者11市は叉そ の大きさ ・起源・位置・機能・形態 〔主 として街路系統) ・建築物などに依って極

k の型式に分類する こと が出来る。

都市 の 構 成要素 と型式は 都 市を認 識 するに必 要な る ｕｾ 一僚件である。以 下 暫 〈 その黙に

就いて略述せんとす。

3  

者[1市構成要素

I X  10 

1) 住 居 施 設 各 種住宅を指す D

都 市 の 授 展 ( 3 )

円 V E MI L E  C I R CL E  - Llo.Il T  OF  ｾｔ ， ｳｲａ ｃｔ 。附 ｾ ｵ ＢｲＮＮＮ｣Ｈ S 1 町 [ T C. ...R X 削 羽 "

ＮＮＮＮＮ ｟｟Ｎ喝Ｍｾ Ｂ 白 、 時 ・ 一一 山 内伽引Ｇ ・甲ー山由Ｂ山 町

T E N  ｾｉｌｅ＠ CI RC L E  : - U "' IT OF  S AT I5F A C T。削 R A P，O TRA" ' SIT  T WO  Tf V. C眠 、 民 札 S [ RVI CE

山一 ・『 … ← … … … … 司 ‘ 一 ー、.

第 2 闘 1806 年よ り 1923 年乃至2 OCO年に い た るデトロイ ト市 溌展 闘



2)  業務施設 工場・事務所-・銀行・商庖・j l j場・劇 場・病院・般向・官公街・皐校・圃書館・美

術官li . 公舎堂などを指す。

3)  休養施設 公園・運動場・劇場・倶楽部などを指す。劇場・倶然紅・美術館な どはその性

質如何によって 、業務・休養の何れの施設にも存在するは止むを得な い。

4)  交通施設 道路・餓遭・停車場・航杢港・築港・運i "f ・河川・上下水道・電気瓦斯施設など

を指 す。

者11[' 行計董とは者11市生活に於いて 、保安・r!M生・手Ij{更を保fこしむべ し こ れ ら構成要素の油

首なる配置を計董ぜ ん とする努力に他 ならぬ D 各施設自身完全なる計壷を要す るこ とは勿

論であるが . その集合間である所の都市の 一分子と考へ る時 . 多大の修正をカ11へねばなら

ぬ場合 も砂〈な い。 これも亦都市計聾家の 一分野である 。

4  

位置に よる都市の分類

政治的或は軍治的などの如き人詩的依件から出現しに都市も少〈はな いが、その最も多

〈は自然的t条件に基を置いて居る。就中 、地形上の影響は最 も大 さ し これによって . 次

の如 〈分類す ることが出来る。

1) 道路

悲に云ふ道路とは所謂大道路を指すものである 。往 k にして先づ道路が何等かの理由に

よって敷設されてあっ7二時、その道路と 他の道路との合合結、 地形上要害の土也、その他土

地の特種なf賃値などのにめ 、共虎に者11市が形成され易し、。自然の趨勢と して、道路に よっ

て生じた都市は道路に卒行な市街を構成し、これに直角な従属的街路によって結合 され る。

荷 路 系 統 ( 1  )  

第 3 凶 放 射 扶 街 路 と 蜘 妹 網

I  I  1) (  



一僚の道路に闘して建設 され1: 都市は 、も しこれを生長するまま に放置してお〈場合 には

太〈 離れて行〈 ものではな 〈、 率ろ道路に沿 うて延 長し行 〈も ので、7 粁の長 さを有 せ る

サンエチヱン ヌ・ 山科の如き は共の通例で あるo !i fi んどl U角 なるこlliUIに依 っ て生じ 、特 に

雨軸が同様 の重要 さ を有 する 場合は 、 イ ＢＱ れカ ［Ｊￆｾ か何れが 縦 かを見 ること は困難 で 、 その平

面は正方形に近い のが普通で ある。

2) 河)11

河川は自然が興八七交通路であ る。充分深い場合には航行の{更を興へること 多大 で、都

市 の起源 に於いて は陸路 と同様の役目を な し、従って 、苫Ili hの街路も亦何川 の流れに卒 行

街 路 交 叉 賠 ( 1  )  

川 川 h 、、晩、U 納、、、‘ .，' w，...... 、品、晶、、、、、A Y 三越s: ! . ' し

K  

"男 明 . . . . . . . . . .  隅""'"

一 一'一 一

、、、、

5
人

2

m

m

Z
茸

接

暫

畠

樫

F

間

，
，

司

，

事

。

慎一w

m

-
M

m

 

ｔｍ ｾ ｉｔ Ｏｦｴ＠

;「
第 4 箇iJ ( 1)  

第 4 困 ( 2)

三 交 叉 担占 の 危 険 貼

四 討: の 危 険 鮎
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するもので 、河川が直糾であれば街路も直紘. 前者が約二illl して居れば後者も屈曲してゐる

のが一般である。最も棋i終的な筏例はロンドン及びツルーズで 、その大動脈は夫 k テーム

ス及びガロンヌ河に卒行である。河川 の屈折部に位し流水に従って敷設せられた道路は自

然同心凶を形成し 、放射線を以て誼営なる焦賄に結ばれるものが多い。ニュ ーオルレアン

スのミシシツピに於りるが虫fI 寺、明かに之を詮明して居る。その昔陸上交通施設今日の釘l

〈普及環展してゐなかった時代に於げる 、都市と河川は非常に密媛なる閥係あり 、 その卒

商も大いに後者によって左右されて居? こ ことは云ふ迄もない。

M川が充分 蹟い場合には、相営大規模なる横断機闘の必要に辿られ . ぞれが油誌・なる地

おli に集り 、橋 梁、渡船場の附近に集園が護生し、その雨岸に者1¥市が設生する。我閣の大: . 11ニ

天lit 附近の者1¥市 、刷I"J両者I¥il -j ( 海峡な れども本質的にはかrJ  11と見てよい) などこの理山 よ

り稜生したものと見て ｺｾ 支 へない。 こ の場合は川 ｊｉ ｉ Ａ ｐ 交通路＿こる前述の場合とは全〈反針

の:(J . I沫の相閥閥係を示すもので、大動脈はその地方的保1L1二に従っ て、 最も望ま しい方向に

決定せられる。ペロ ナはその一例である。

海洋と i
pυ

11が相脅する場合には、航行線が宛と j刑 11と小河、或は 、二つ叉はそれ以上の

がI川向74t が相合する場合の如I < 、者1¥市蛮生の地として蚊も適切なる地となる。ニューョ ー

荷 路 交 叉 貼 ( 2 )

αa岬ゐ
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ク・サンフランシスコ ・大阪などは i刑 11と海洋 、サンポ ー;l- ・リッチモンドなどは河川 と小

州 、カイロ ・サントルヰスなどは二河の合合結より護生し生長 し? こる大都市の好例である。

この場合その卒 i師は夫 k の持つ獄況により頗る複雑で一概に云ふこ とは不可能である。

3)  海 洋

者11市か河川のUYドに殻生すると同様 、海岸にもよく建設される D 特に海上航行総と陪上交

通線 との舎合結なる輸出入上恒要なる場所、到l ち、港には月Ji謂i好演者Ilrli が出現する。サン

フランシス コ・ 耐'IJ 戸などその例は頗る多し、。この場合多〈の都市は沿海地方に特種な平副ー

を有し. 例へば、海岸線が直棋であれば規則正 しし、格T 型、海岸線が凸欣( ｾｾ烏 ｊｦ Ｎ｢ ) 或は

凹J j j ( ( 笥入形) であればその焦貼を半島の中心或は潤の中心に有する欣射拡道路系統によ

って構成きれることが多い。

向、 ニューヨー ク・パ リー・ ポストン の虫!日F小品より護生せる都市、ギ リシヤ初期梢民時

代 に於ける如き海角より殻生せる都市も数多いが . 斯かる者11市及び丘陵 ・山獄者11市は 、何

れも昔敵軍の防禦に最も有利な地であっ ｔ こ〉め Ｎ その生存ｾ許されにのである。

4)  山正

多〈の都市はその建設に際して土地言語低の偶有性を .!/j に利用し 、或は美観上、或は衛生

上興味ある形態を表現してゐるが 、山任者11市は 、地形を利用して建設せられ? こる披砦剖京

悶として費生せるもの. 一般都市自身の位置としては油首でない。特に近代の産業者11市の

位置 としては頗る不利で、現在では遊覧都市としての見地のみより、その生命を有するも

荷 路 系 統 ( 2 )

司王 6 脳1 !l ロ ー パ 型 街 路 交 叉 貼
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のの主fI < である。名勝・王者山・温泉地の諸都市は 即 ちそ れである 0

5)  共他

平 野の者fS市は 2 つ叉はそれ以 との商業道路の交結 、或は衣の者1¥市か ら双方に丁度 l 日の

放程の地に位する地黙に稜生するが 、 それfごりの理由では決して大なる殻展は主主げ ない。

商品の賢買に誼切な地は、商業路線に沿うに所、幹線道路の間合結・7]( 溢 ・鍛道の沿線・鍛

造の中心等、交通の利便少なからざる所に映られる。

工業は資金・努働・原料の容易に得られる地に蛮展する 。 木材・鍛材・石材・などの原料. 7]( 

カなどの努働豊かなる 地には、 Tことへ山間僻地と雌も 一時的に相賞の都市が稜生するこ と

を見ることも あるが . ぞれのみでは永久の大殻展を遂げるこ とは殆んど不可能であ る。

気 候・地 形・交通の諸f床件完備せる産業都市こそ現代最も注目すべき都市である 。

5  

機能による都市の分 類

都市の地理的蛇に地形的特色と共に重要なるも のは、その目的或は機能にして 、都市の

地世及び瑳展を約するに最も 力がある。総ての都市は政治・文化・経 済、の合力 とも 考へられ

るが. そ の程度の 差異 に よ れ 失 の如〈に分 類することが出来る 。

1)  政治的

政治的都 市 として考へら れるも のに、純政治的都市 即 ちずf府 等 と軍治的者1¥甘J . 即ち城砦

都 市 交 温 機 関
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との 2 つがあるが 、現代に於いて 、都市がJ波許者11市 と云ふ排他的特性を有し、それを持制

する場合には全く 意味がない。城常者11市はそれを? 穫さt せしめに地方的)1)¥況が消滅すると尽

に次第に政治的 ・商業的中心地、即 ち、首府或は地方行政1庇の所在地そ の他となって ゐる

場合が多い。

比較的集中性の微弱 であ った時代には首府 として の機能は何庭 に於いても左程軍大では

なかっ? こ。卒安京 ・ローマ ・パ リ{ など の主n ｾ＠ b ，その繁栄を 政治的背景 に負ふ所少しと

はしないが、唯一の機能ではなかっTニカヘこれに反して現在の ワ シントン ・カンベ ラ ・ベ

ルサイユなどは全〈 の首府で. 近代 文明諸闘には底 k その数多い 't'f{Yl1を見る こと がH¥来る。

一首府と して の要求とは、 政府の総ての諸機闘が雌?こる統一の もとに 相集れる所謂行政

的中心の構成である 3 元来首府として建設せられ? こる 都市は容易にこ の要米 に舷すること

が出来るりれども、後世さうなっ? こ所では幾多の同期tが生じ、パリ ー・ アテネの虫nき都市

は行政諸機闘の統一上苦んでゐる例である。

2) 軍治的

:城岩石? 背景に しつ〉 、 しかも純軍事的機能から/ + ¥設して ゐな い都市は悟史上まことに多

し古 代建設の多〈は彼等の外 ｉ 放を防禦するに有数な手段ｾ Ｎ 問民の集中・ Ｑ Ｇ Ｑ Ｚ の ｉ がに見出しＮ

所前城下町と しての機能を併殻せしめたもので 、現在では要容の地を r1i むる城砦そのもの

よりも従属的の商庖筒の護展による都市 と建っ てゐるも のが多い。

現在強ひて軍事的都市を指摘せんとすれば、兵管. 箪港. 耳寧z備品製浩所sを? 有する 地 EをT指す

の他はなｾい Ｔρ 、、 ｄ 各削仰 ｩ 園司令部所在土地也

市 内 高 速 度 鎖 遁

第 8 聞 大都市に於 ける 高速度鍛滋 の配置法

都市れま機能上大差あ ること云ふ迄も な

い。各闘 に於いて、兵営が 背の城砦の跡

に設置されてゐる のは 、車に停統による

もので、機能上特種の本質的利便あるた

めではな い。

3) 文化的

駄洲各地に於げる都市にはその起源を

専ら宗教的背景 に負うて ゐる もの が多 い

この事官は専 ら古代及 び中世紀に限られ

? こるも のではな し 現代に於ても大寺院

を中心として旺盛を極めてゐる所少〈は

ないりれ ども我閣に於いては斯かる都市

は門前町営除いては極めて稀である 。強

ひて指摘すれば善光寺などこの分野に蚊

へ られぬ ことも ないが勿論純然Tこるもの



ではな し、。多少彼地の宗教的都市とは趣を異にするが . 調り宇治山間のみは紳都 として堂

k 特指し得るであら う。

文化的都市の他のーは知的都市即 ち大事都市で ある。欧米各閣の中世紀及び現代に於い

ては知的機能のみ に存在の意義 を求め得る 者Ili li が庖I: k 見られる。ォツクスホ ー ド・ケンプ

リツヂは其の最も著明なものであり 、

その他、ド イツの小大息都市 、アメリ 航

カの大大& 1 " : 都市も亦有名であるが . 我

固にはfit無である 0

4)  産業的

現在一般都市の機能の大部分は商 ・

工業である。近世自然科皐の進歩によ

る工業の機械化集中化はr! f伎 なる産業

都市をしていやが上に も殻展 と膨脹を

官余儀な〈する機運著しき 故最も注意 す

べきは商業都市及び工業者| 叶i てーある。

工業都市は資金・持{ 効・原料の12官な

る地方 . 例へば我園の九州地方などに

よくその質例を見るが 、工業のみでは

大韓民主r遂げぬ こ と事貸である 。

これに反して 、商業都市は工業の進

歩と卒行して日一日と殻展しその止ま

る所を知らざる有様である 。世界各閣

の大都市は何れもその遡例である。

ｾｖｩ＠ < 重要なる 産業都市の各施設 に釘

して 今や多大ψ 努力と計 聾 を拶r ，はれて

ゐるのは首然であり賀すべきであるけ

れども 、者11市 と云へば産業者11市 、都市

計事f: と云へば産業都 i li の計必要の如〈に

見倣 し、その他の機能を有する各都市

に も制一的な計望号を施されつ〉あるは

その般本誤謬を? なせるもの と思はれる

の 其他

休養都市・農業者11市・遊覧都市及 び仔!

闘都市は近時51i- んに識者聞に考究せら
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る〉機能を有す る特妹都市で 、米 に その? 肢は少し、が 、その重要 さはさ主も少〈 なし、。

6  

街路系統によ る都市の分餌

者Ili li 形態の一大特徴は 、その伺路のf j. 格及び什;絡取扱ひ方法である o 通常次の主n< に分

類せ らる。

I X  18 

1) 格子型

理 論 上には左麗推奨する こと は/ J 1来ないが 、賞際上il よも多〈用 ゐられてゐる型式で 、線、

ての通路 が直角に交叉し頗 る規則正 しい配列を表してゐるも のであ る。都市金悼 の月五か正

方形或は長方形に近い場合によ く舷用せられる 。 フイラデルフ J ]ユア( 疋方形) ・ ニュ ーヨー

ク・長安・平城 京・卒安京 などは その誼例である 。

慶 場

格子型何路系統の起源は 、先づ、人 身

のス リ{ ・ダイメンシ ヨン性から殻 し?こ

る敢J観的 精耐1
1に去をを世 〈もの と考へられ

るo j:Q何年Lは市恵、ての ものをi誌も H1i J'j'i.なる食

に づ ｜Ｉ ｾ 足 す傾向 があ り Ｎ 格子 型 は その 最も

悦j ｾｉｩｬ なめらは れで あ るに他ならぬ 。 ｴｦ ｾ 2  

の理 IJ I として考へるも のは方仰の観念で

ある。 現在の如き衛生上必要なる 日JH1. ・

風 向等 に釘するそ れ ではな 〈、 ｾな る方

'ufーを保も つ〉散在せる祉寺或は官室の建

築卒市iの影響力2即 ち街路に反射して斯 〈

の虫nき形態を 採 ら しめにのである。

J終了・型街路系統 を有する都市の利貼は

1  建 設の容易

2  建 築物建設の容易

ｾｾ ｾ 勤 ｬ ｬ は

i  交通 の岡難

2  地勢 に誼合の閤難

2)  蜘妹成型

放射道路 と環 J伏道路かちな る何路系統

を 有 する古 ｾ ｬ 市 ｓｔ Ｕ ＱＱ ふ 口

f  Ezhdie ¥ ¥明。"‘ヘJ3門 格子型が人工的で あ れ 蜘妹県型が自

第 10闘 公 共築 を有する rl' 火l庇:l $5 然的であ ることは 、前述の「位置による都



市の分類J ｾ見ても明かではあるが Ｎ その真の起源は 、 臥洲 中 世紀の利 Ｑ 墜 に 於 て、 宛も宇

宙が利1に従ってゐる如1< 、都市の通路は線、てその中心部に集まるものと見、共他、 美術作

品並に文献に依れば. 物質的並に精神的世界は 1 組の同心闘の如〈見なしてゐ Tこ精神を味

はねば理解=すること が出来ぬ。故に 、格子型が人間精神より生じf二自 山な創逃であるとす

れば、捌l蛾jjL型は多少それよりも理論的であると考へ ることも 出来る 。

蜘妹* 型街路系統を有する者11市の利耕は

1  )1慎膝性に富むこと

2  交通の容易

3  都市護展の容易 各部の卒尚喜行政ることな〈ぬ; も年倫の如〈外部に繍張し得。モ

公 園 ( 1  )  
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スコ ー ・ウイン の京日し。

4 美観 ノミリーの凱旋門附近の女nし。

日論理的平面の現出 中心部と周凶部の闘係、頗るよしυ

快黙は

1  建築物建造の困難

2  中心部選定の困難

3)  以上の雨者の混合型

パリー・ニューオルレ アンス ・東京・クリストフア ーレン氏の ロンドン計霊の主nさ、ワシン

トン・カ ンベ ラの加 さはそれで、最も推奨すべき型式である 。

田 園 都 市

第 12闘 ( 1) ポ ート ・ サ ｹ ラ イト口 Ｑ ｛ ｾ 都 市平 面闘

第 12J，;l1 ( 2)  ポ ート・ サ Y ラ イ ト 回 凶 ，Xi I 市風景

l 足 2 0



4)  不規則型

ボス ト ン ・ ロンドン ・ 我園 の大部 分 の都 市等の ｾｲ ｬ き それであ る コ

都市街路の手抜ひ中最も重要なる黙は 系 統 の決定の 他、 ｉｾ 両 日 ・ 種々の要素の配置 ・ 樹木 ・

電粧の有無 ・街燈住などで橋梁 と共に直接都市の本質的特質に 闘連するも のなる故絶大の

注意が必要である。

7  

建築物による都市の分類

種 k の; 儀式をもっ建築物が世界各地各時代に於いて 、如 何に重大なる特色をその都市に

ｾｉｩ ｾへてゐ＿こかは、建築史を ， 橋〈人の常に韓験せらる〉月ｊｦである。アテネとロ Ｍ �との医 別

は建物自身の特徴から見ても官会りにも明瞭である 。地方的建築材料の相異が都市の建築外

公 園 ( 2 )

第 13岡 都 市 公 闘 配 置 闘
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観に大なる差異を興へる事は云ふ迄もないが、エユ ーヨークの摩天閣の如 し 他の原因 に

よりその趣を異にする場合も亦砂〈はなし、口炭坑都市・産油都市・農業都市など 、何れも工

業の特質、祉に、それに従属する建築物によって特別な光景を投げかりてゐる所である o

気候も都市の建築物にえなる影響を粛す。これは要素に劃する保護或は気候に熔じて最

も快適な生活を得るやうに主の努力が 、構i圭物の各部即ち建築的表現にあらはれるからで

ある。

しかるに我園に於ては位宅・祉寺を除〈大部分の建築物には何等肱米と蟹る貼な〈全〈

彼地の模倣に過ぎす口謂んや者11市相互間にそ の建築的特色を誇る何物もない。勿論 、近年

交通の蛮遼に従ひ . 彼我の建築防の相似ることは首然の現象であるには遺ひないけれども

自然的t条件の相違により何等かの特色は首然起り得るも の と信す・るは過言か。

8  

大きさによる都市の分類

前項にて述べしが如〈何等棋本的の意味を有しない が、それによって大悼の見詰を得ん

が? こめに. この一項を附カ11 しゃう。

近 隣 地

第 14回l 近隣丸l ! 計 鐙 凶

1) (  2 2  

人口 Ｕ ， ｏｏｏ ｊ［Ａ、 下 の も の を田 ｈ ｾ ｌ

5，000 乃 至 50，000 の ものをノj、都

市、 50，000乃至100，000 の ものを

中都市、 1000，000 乃至 l 川 0，000

の もの を大都市、それ以上の も

の を特別大都市とでも 11予ペば先

づ大差はない。

現在 、ロンドンは約 8，000，000

ニューヨークは約 7，000，000、東

京 は 約 5，000，000 の人n を有す

る特別大都市の質例で、あるが.

潮流は益 ｫ 大中心へと ｾｉｰ 寄 せ想

像するさへ煩雑な j見胤が出現せ

んとして居る 。

9  

都市の生長

その量 に於て 、その教に於て 、

近代都市の生長護展は質に素晴



しい。生長の珠洲は 、過去の人口精力11率・地形・機能より判定す べ きで 、現在その都市の 人

口を以てこれを決定するは誤りである 。

生長には二つの型式がある 。 その l は、或る種の尚工業施設に吸引せ られて 、 その中 心

の周閏に膨脹護展し行 ¥Ni'の、所謂中心生長叉は集中護展と 11乎ばれる方法で、二重三重の

街路・摩天閣を連絡する橋梁・地下路面高架交通機関などの想像を官余儀な 〈させ られぎるを

得なし、。他の 1 は、都市の'目・絡・71¥流・主要交通路線などの車Ihに沿 うて双方に延び行〈所の

所講車 ｉ ｨ 生長或は分散護展と Ｑ 呼ばれる方法で 、 工援は分散し 、 イ ヨ二 宅は自由な出閑へとｾＨ｜｜ｩ向し

宛も現在のノj 、者:[1に見るが虫f I き静かな生活{ t > 想像し得るものであるが 、これには迅速・安全・

愉快・便利・低廉な る交通機酬の臥l満なる普及護展が尤も必要である。

近代都市の生長は云ふ迄 もなく自然f;; ト.Wの進歩、夫によ って現はれ? こる 交通機関の普及

・工業の革命的進歩・休養娯繁施設の出現 、祉に 、人口の;精力Hに因るもので 、具惜的に換言

すれば、円車・電車・自動車・エレ ベーター・大工場・劇場・倶然部・j%i応・銀行等の出現張展? こ

めである。就中 、交通機闘の普及預建は都市の護展に深甚の闘係あり 、雨者は宛も車倫の

虫f I し何れが原因、何れが結果と決定することすら困難な有様である。建築構造法と共に

エレ ベ{ グーの護蓬は最も 注産すべきで 、都市をして立鰭的に )J 抑長せしなるに興って力あ

るも の なれば 、将来都市の青|症にあ? こって .重大なる ー要素 として見遁すことは出来ないの

10 

都市計繋

都市計霊 とは、 都市生活に必要なる 交通・衛生・保安・経担当などに闘し、永久に公共の安寧

都 市 建 築 物 の 美 観
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を維持し、繭利を増進する? こめの重要施設の計霊である。詳11の真理主? 含み . 簡首にして要

を得? こる至言として 、先づ. この語! f f掲げさ' るを得ないが 、今少し〈これを敷市し具惜的

に設明する必要がめらう。

者11市計霊の目的は 、多く過去の都市に見られる如〈その無軌道的生長 を越り . 都市及び

その附近の地が. 時と共に進むべき健全なる方向を決定し 、調和める稜展を可能 ならしむ

るベ 〈指導し、秩序ある能率よき都市生 ffi 延いては一般生日ーを行はしむるに他 ならぬ。

都市計霊の目的物は云ふ迄もなく主として都市である 。故に. 都市計霊を行ふに嘗つて

は先つ'都市を構成する要索、即 ち、佐居 ・業務 ・休養 ・交通の 4 に就いて周到なる考療を

必要とする個々の要素に劃する 完全なる計整の必要なる こと は勿論であるが . その者:lldi の

位置 ・機能・大きさ ・その他の特色を考へて、統一 ある康範なる総合的言十重力: 所謂都市計

主要である 。従って 、都市計聾は股幸子Jにこれを云へば者Ilil i構築計蓑とでも陪す べ きで、都市

一切の計撃を包含する都市行政にはあらす 3 科8事的 . 技術的計重ーを充分に樹立し護者Ji し得

る一分野である 。

I  I  

近世都r!i 計 董

者 ｉ ｬ ￯ ｩＧｩ ｾ Ｍ Ｑ 霊がその本質的意義をもってあらはれて 長 ｫＱ このは最近 の ことでめる 。 既に紀元前

第 16聞 Hohert  "Whi t t en 氏地方針格闘

I X  2 4  



何千年何百年かにして . エヂプト ・ギリシヤ ・ローマ. 降つては険洲各国の主要都市に 、者1¥

市に3討する何等かの計霊あり 、その美観 ・防1裂を高むべく相営の努力を掛ったことは事賞

であるが、封建時代的特色のみが浪厚にして 、上述の如き一般生活を基礎として出張する

計霊の始められにのは、先づ 20 世紀以後と見て大義はな い。

近代の都市計霊は都市の機構が複雑となるに従って削る削雑多11伎であ り且重要で ある。

往古の代表的都市のみを見、都市計釜を以て i与なる行政的高111部の表現に過ぎ子、単なる向

路計葺に他ならぬと考ふる如き 、 都市行政事長に委ねにる特和義務 と見倣すが ｾｮ きは 、 誤り

も甚? ごしきものと云はねばならぬ。

現代都市の特筆すべき1 t ! i向は、分散式或は集中式 ("j れかに匙める tl-: 居組織の改革、及ぴ

者|叶i以外の地をも同等の百十fE必、要なりと認めて樹てる 、大者I¥ili 或は地方計繋化の宮地- と見

ることが出来る。

大 地 域 計 壷 ( 2 )

. ) IIrta3 nuunw 

12e"，;，j . n耐 .. ロ封

ゐm 問。月凶l . .  区コ

In. dω t r凶 l . . . . . . . .  .  f J SI 

争 中tω 吟合併“ t知 u .Cユ

向 ι 'M:l !P" 制 加 宮 ( 1 . . . . - 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ーー

第 1i 闘 回関式者 ｾｾ市後皮肉
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都市計撃の要素

都市計霊の目的祉に者II i 行の有機的構成要素を理解し調有することによれ都市計聾に必

要なる要素は自ら明瞭となる。街路・鍛道及び停車場・上水下水その他の衛生施設・休養施

設 ・住宅及ぴ商白 ・建築群及び記念建築物等は即ちその最も主要なる要素で 、個々の計霊地

にその綜合的計霊が即ち都市計霊である。

街路は徒歩者・車馬雨用を含み、都市の内外に亙るべきもの、叉、交通ぞれ自身以外に.

橋梁・街路樹・街路! 照明に闘して都市計聾家の努力を必要とする。交通路線並に停車場とし

ては、パス ・ 電車Ｈ路面・地下 ・ 高架 ｪ ・ 汽車 ・ 船舶・飛行機に ｾｬ する近代的施設を含み Ｎ 重要な

ること云ふ迄もないo 上水・下水・動力・熱力・光線などに到する施設は 、古来都市の衛生 k

依〈べからざるものとして. 辻公園・公園・運動場・公闘道路などの休養施設と共に .都市の

計型: に線本的な特色と見f放されて居る。住居及び商工業地は住居問題lrLに土地区割l整理問

題に新接なる閥係あるばかりではなし建築物の高さ・用途・商積・察部など に到する地域IIj lJ

なるも のに深苦闘係あ り、最近最も恨重に考察されて居る。( 本項「都市計葺の要素」は都

市計費中最も研究すべき項にして、これが詳細を述ぶれば際限なしo 随時に挿入し? こる| 制

大 地 域 計 壷 ( 3 )

第 18間 ロ サ y ゼノレス の衛星都市後民間

I X  2 6  



は主としてその株主? 楠はんがためにかl へ1= るも のなれば本項の舗 として参考されんことを

墜む。因に各闘は“ Pri nci ples of Ci ty Pi anni ng， by K ' l rl B.L ohmann.  1f131" ， "Sci ence 

de Vi ll e  1925" より引用せるも のなり)

13 

都市計査の準備

都市計葺は生活上永久の稿利を増進せんがTこめのものなれば、その計葺の樹立は 50 年

或はそれ以上に亘る都市の生長に深〈影響する故、都市計釜賞施前の準備は、最も重要な

事業のーであり 、従って、最も賢明にして楠能あり . 徹底的にして判断力ある恨重なる研

究を必要とする。故に、都市計霊事業に必要なる解析・ffiQ界・盤感・監骨に封する充分な能力

ある専門家の公平なる判断を 、計聾決定前及び中に求むることは 、肝要にして且策を得 fこ

方法である。

都市計聾の準備として数へられるものには、調1 f . ・概要計聾・終局計董の三階梯がある。

制筑の根本的基礎である調査は、都市現在の有機的l条件及び将来の生長に闘する資料の総

てを蒐集するに あ り、概要計霊即ち致備計 聾は 、住居・業務・休養及び交通施設など都市の

総ての要素が、市民の健康・能率・快池などに闘して 、その場合如何に影響するかを研究す

ることである 。都市構成要素間には互に深い相互附係あり、特種の緊急性ある場合制徐い

ては. その濯搾の)1闘序を決定すること困難なるも 、便宜上主要交通路耕が先づ研究の第

線に選ばれる場合が多 い。不蛍と云ふのではないが 、こ の理由により 、都市計霊の本質は

即 ち間路計霊なり と記11: 1併せられ易きは民意すべき事項である ー格局計重とは. 以上の二研

究が進行し、抗築され? こる諸問題の徹底的研究の後に. 開示し得る各項を共通地凶に集め

必要な説明石? 施すことであるコ

同じく都市計聾と謂ふも 、疾病を診断しその治療を識する所の . 者:Ii 市改良計蓋 し 疾 病

の7斜 :)j ｦｦｾｬｾ 十る所の 、 者 ＧＱ Ｑｉ Ｑｩ 新言十笠とのこめり。我園多〈の都市は改良計主主に 、アメリカ の

十九世紀末葉の古川i ・満洲閣の首府などは新計謹に屈するものであ る。前者は賞行困却tに

して高{ 賀、後者は賀行容易にして安債なる利あれども、都市は時代と共に生長壁診するも

のなれば、常に雨計霊の必要あ りD 計聾の首初に際して、或る程度志の融通性を興へる手

段は Ｎ この執より見ても茜 Ｑｾ 利あれども、一朝 決 定し＿こる百十畏 の 線本的壁更は絶問に泣け

なりればならぬ。

14  

都市計主要の討施

現代我闘に於いて、都市計量: 上必妥，¥ih < べか らさ'る . 道路事業・上下水道事業・土地匝i!tl J

整理事業などの企f I き都市計霊事業. 用注地域1M・美観地匝・風致地区・防火地区なと の如き H

5竪制限は 、「者li dJI¥十霊法」及び「市何地建築物法| に依り規定し、都市計董上必要なる事業

を調夜審議するにめ・良識経験ある M町'の人士を集め? こる都市計査委員舎を組織し、行政融

自 ら が都 ｲｨ 計葺 ｦｦｾ 抑留してゐることは、定に喜ばしいことであるが、法 制 の不備 ・ 首事者

2 1
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の積極的努力の昧乏 ・一般の無理解、その他 、都市計撃 に到する根本的誤見なのどにめ 、

未fご峨米諸外園に比してその成idi 極めて劣等なるは甚1: 遺憾である。

云ふ迄もなく 、各都市には夫 k 大ノj 、あり 、異れる地理的{ 康件あり 、異れる機能あるにも

拘 らす¥ 同 一の法制を課するす虫nき. 都市計聾は利l聖なるべき公共事業なるに拘らす¥私

欲の? こめに我意を通す嬬政者の存在する如寺 、微少な る個人的一時的不利益のにめに首| 司

し烏合し不平を並ぶる公衆の如き 、何れも 、その直接的原因 として1政へ得 るりれども、都

市計・聾に封する研究の不振もその一因 であると云はぎるを得な い。人よ ろし 〈これを考究

し人よ ろし くこれカ;9; 11識を獲得し、以て我園者IlrHの健全なる程遠、延いては国家永遠の隆

盛を期し、併せて人類生前の向上に費せられんことを望んで' J 1 ニまなし、。

15 

都市計撃 と建築家

以上に於いて極めて概略乍 ら本題に釘する記述を絶つに。最後に都市計肇 と建築家との

筏綾なる闘係を述べ本文を終り度いと 思 ふ。

都市計聾に必要な る基礎は、枇舎J墜・経済与さ・地理思・衛生息・治国製・土木工与さ・建築製な

ど、 その最も主な るもののみを数へ でも 充分多 11反に分れ る。しかしながら . 都市計設に必

要なる専門家と云へば 、先づ . ) 生国家 ・土木家及び建築家なりと断言 することが出来る。

何 となれば都市計 霊 とは都市 ＺｦＡＺＧ ， ｗ ｾ 成せる要素の 統 一的計霊であ ること、上詑 三 専門 家に し

て 都市計叢にＺ必要なる上記基礎 ｾｈ こ無知ならば既にそ の資 絡 なき こと 、 の二理 由より明 か

である。

次に . 者11市構i主要素 と三専1") 家との闘係を見るに 、越国家は休養施設の一部 . 土木家は

交通施設の一部に専門なるに過ぎす¥残 れる施設の大部分は戸に建築家の専「うとする所。

( 勿論、個 k の都市要素そ れ自身に精通せる のみを以て、叉、 その数その量 多きを見て、直

ちにその費格を定む るはi徐り にも早計にして嘗を得ざること 云ふ迄もな いが、少くと も、

交通施設の一部に専門なる土木家 主? 以て 、都市計主主の専門家の如〈 見倣せし、 従来の我閣

に於げる見解も亦早計なる ことは、こ の理由 によって明かに誰明せ られる ) 0都市の縮問、

即 ち、住居・業務・休養・交通の 凶要素を備八? こるも の、即 ち、建築物の計華は建築家の生れ

ながらにして最も得意とする駄で他になき 所 コの二事より 推すも 、建築家が都市計聾家 と

して最も油任なることは明かである。

尤も、斯〈云へばとて、 自分は決 して非合理的な る我田引水主義 を採り 、他を? 扮する の

!恐策を叫 ぶものではなし、。三専門家の協力( 混合ではな 〈化合で ある) に よ れ 始 め て 系

統的な 都市計聾の樹立を見るものなるを信するものであり 、就中 、建築家の都市計霊への

活躍を心から 希む ものである ェ そして 、如何なる建築物と雌もそれが都市内 に於りる場合

には、都市のー要素を構成するものであるとの見地か ら、1慎重なる 百十査を下られんこと を

心か ら望むものである 。「格〉
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L .  闘 民 保 健

藤 原 九 十 郎

第 一 人 口 の 都 部 分 布

近 ｼ 止の都市の特質も ＺＦ Ｑ ［ 弊も ｈ 佐 一産 業の隆興に ＱＩ｛ されて賞主主しにと育ふ事 ｩ 負ｾ Iこ出張する。

即 時機械的生産方法の張主主と交通機闘の進歩ーとによって者 ｉｬｲ ｬｩ は ｊＡｾ Ｇ ＱＧｴ の 交易地となり商工業

の殻展ｾ ｻＧドひ 、 かくして急激なる人口の集中を十日来したわけである。 こ の 傾向 ｔ こるや峨米

に於ては阪に M首位紀中業後に於て明かに見られ . 吾閣に於ては文化の張主主が遅れ ?こにめに

その人 口集中 の ｦｴ ｓ￬向 も従って遅延し Ｎ むしろ欧洲大戦の前後に於て特に共の度ｾ激 ｊ 令した

と見倣す可きであ ら う。而して年と共に向人 口の者11rli 集中は苓るしくなりつつある。 今最

近 の閤勢調布の結県によるに一一一

ｬ 自 ｾｉｉ 5 年 l O 月 1 日調任首時の市 の数は 100 にして陥賞人口 64，450，0U5 を、市部郎副i と

分てば市部は ｬ Ｕ ， ＴＴＴ ， ＳＰＰ 、 ｾｦ￟Ｑｾｦｬ は ＴＹ ， ＰＰＵ ， ＷＰＵ にして、共 の 総人口中に ｉ ｾ＠ i むる割合は. 官ij 者

24. 0%、後 者 76. 0%、即 ち全国人口の 2 割 4 分が都市に集合して居る。更に市部人 口の 総

人 ｉＱ 中に ｉ ｾ ｩ むる割合 を既往に就て見るに 、 大正 Ｙ 年は ＱＸＮＰＥ 、大正 ＱＴ 年は ＲＱＮＶＥ 、昭和 Ｕ

!. Iミには前記の主n<  24. 0%にして調夜毎に途次共の割合を著にして塙大して居る事がわかる

更にＺｾｾく可きは都市人口の培加 ｬ の 訓

令 で ある。今人 口土台加率に つき司 ｩｭ ，ｾ

比較するに. 市部はこ の 月年聞に 12.6

%を上位JJII し?こるに針し . 郡部は 6. 5忽

を示すに過ぎす・。f古} 同様に大正 9 年 人

H百手口 5 "P  大 正 ＱＴ ｾＱ［ 大 正 9 1p

f司E 240 216 180 

郡 主11 760 7e4 820 

( 但し線、人口 1，α: : 0中 の書IJ 合〉

11 e劃 比す るにこの 10 年間に於りる増加i割合は市部 2b. 9%.ln，部 12. 2% となり 、i li 部の人

口精力Hは郡部の其れに比し著るしく 大 にして、倍以上 である。査し人口の 出生 、死亡 に基

〈売上曾. 所謂人 円の自然増加に在りでは、郡部のブJ が去11って市部より割合高きに拘ら す¥

斯〈の如〈市部の増加l割合が郡部に二伏するは人 11 の著し〈都市に集中 す る結洪と見るベ

きは云ふまでもない。

市 部 郡 部 別 人 口 噌 加 の 割 合

x  x  

大 正 14年 乃 至昭 和 5 年 大 正 9 年 ) '.J 歪 昭 和 51手

人 員 割 合 % 人
口 lmμ

市 部 1，733，180 126 3，1  75，C9:J 259 

君日 部 2，930，003 65 122 

J析桜なわりで都市の問

題は設から見 ても 叉其の

機能の上か ら考へて図家

の中*lhをな して居 ると云

2 9
1翼



五、可し其の進展の如何は直ちに国家の隆昌と極めて密媛なる闘聯を有するものと云はね

ばならぬ o 従って都市生前が闘民保健の上に及ぼす影響! も亦極めて重大なものがある。一

一刻l之従来の経験よりすれば都市は各種思弊の民間てーあっ て、多〈の扶病が者'11市に集り者'11

市に糸窟を作り都市 を中心として凶散すること、 恰も生活物資が一度は都市に集合し. 或

は者:11市に於て製造加工されて圏内に倣J討されて初めて国民の需要に臨すると異らない。故

に若し都市生活にして不健全に且つ病/ f t ) ! の護現源であっ? ことすれば . 一園園民の保健 、休

戚に闘するも の桜め て甚大なるものあるは敢て q! 佐々を要しない程明かな事である。

設に余は都市生活悪化の民相を IIJJ かにし、其の影響の及ぶものをあげて今少しく右の説

明5什IIU忌し7こいと思ふ。

第 二 都 市 の 保 健 生 活 難 と 諸 国

人口 の檎集が如何に生活環境を必 !ヒして自他の他艇を街JJ ] i . し. 能率を低下しつつあるか

は、入額制 k の生前の字国伝説へば最も明かである 者Il rfj なる有機組織悼を構成して出る

キ1111抱即ち市民か らは 、二六時 中色 k の有志無志の| 均質が排除せられ、こ れがやがては環境

題化の原凶物となる。例へば呼出する呼気を見ても、そ の'1' には炭酸11. . 斯や共他環境の理

化 ｾ［Ｎ的性 Ａｉｫ を不良 化す る暫 ｪｫ の成分を含んで居 ｩ 来し群集筏居の場合に於 ては 忽ち向 他

の健康を時: 害するに到るも のであ る。叉彼れが排il Jl :する汚物の中には波多の恐るべき害ぷ

を含有して居る o I呼吸ーにはキ1

1

" ，骸菌や共他の呼吸総体染病原菌を、糞便の中にはチ ブス 、亦

刷、コレラの病菌や共他の消化総体染病原菌を抱有して居る ｾ ｊｦ が少〈ない。加ふるに人類

の存在は諸極の何物煤ヲ下 、不潔物の !11i 積刻午ひ 、土地、許可川及び大気を r1j .，i j; し、経 k 者:11市

の保健生前難を高むるのである。カ ＱＱ 之近世都市環展のＡ原因＿こる工業の張主主は ｦＡＡｾ 秩序なる各

種の工場の護展を見、これに伴ふ物的並に人的雨 l函に於て袋る影響は都市生活をして益 k

不健全化して居る。今少しく環噴製化の諸原因につ きで逐一検討して見ょう。

1 都 市 雰 園 策 の 汚 染

主要なる生活要素? こる窓気が都rli に於て著し〈川染され居るは IlJ jかな串ーである。その11}

染物としては牒煙、 EE壊、並に有害瓦1析を主なるものとする。

煤煙の量は工場の殻建と石炭使用量の増加と共に楠加するも ので 、近世の都市の設建が

工場ｾ中核とする ｔ ごりに何れ の者 Ｑ Ｑ 市に於ても大集中の煤煙量Ｚは大である。而して者 ＱＱ 市人に

於ては多少の肺内談粉沈着は菟れないもので所謂都市l J ili の名さへある。

煤 墜による健康障害は之を直後開接の二方面から考察せねばならない。直接収入によっ

て生する軽度の肺内沈着即ち都市町li の程度なれば、保健上裂慮、する程の勤客を被る事は先

づないが Ｎ 高度の沈若になれば勿論身悼の抵抗力を弱めＮ勢働能 ｚ 容を低下し 、 Ａￆｾ二次的に

不忠の結果を見るに到るは l明かである。然しながら煤躍の客は之を間接的方面に於て見る

I X  3 0  



時最も恐る可きものがある。例へば日光照射j J の減退就中紫外線の減少、或は飛塵防禦の

Tこめに由来する室内遇策の遮wr. 換気の不十分等はその主なるもので、これらの原因によ

って象る被害に就ては別に述べる。

都市に於て飛塵の 多きは周知の事である 。これまた零園祭悪化の a 原因? こるを失はない。

吾が大阪市に於て室内に侵入する塵挨量に闘して調査し得たる庭によれば 1 卒方米上 1 ヶ

月間に蓄積する量買に 10. 0 瓦 、 盛 2 ;歓営り一主主:夜 1. 33 五、 1 ヶ月には 400 瓦に及ぶ . 重

量としては左躍でもない様であるが、宮司際は甚1': 聴く可き侵入量である。

Ｚｪｾに都市 零 園祭の害毒として近年特に注 意 を惹＼ ;伐になったのは ー酸化茨素の存在であ

る。 この瓦芳iは多〈は自動車の排気に由来するも ので都市に於げる自動車の護達と wひ、

街路上に於て年と共に増加し、交通巡脊を初め路上の人に相首注意 すべ き害毒を輿へて居一

る事はと]i :I まれない事賞で ある。吾が大阪市に於りる調在によれば街路上に於て最高 0. 004fi

% を示し、これは中毒量の 10分の 1 に相賞する棋の大量である。尤もこの程度の量にては

即刻健康上の障害を業るとは考へられぎるも、この微量と雌札長き H千吸 lこ於ては其の害

の及ぶ鹿決して ｭ ｾ 問すべからゴるものである 、 就中交通 ｊ 監査の路上に立つ者にあっては、

血色素の破壊賓に 3 0 % にも及ぶも のある t立で 、近世都市生活者の注意すべきー新現象で

あると云はねばならぬ。

2  日 光 就 中 紫 外 線 の 減 耗

都市大集中に多き煤墜粒子は集中に於て水蒸気漉聞の核となり、市上に多量の霧を形成

しＮ常に市民 の 頭上を座迫し、従って日光は遮られて快附 の 日少し日ＩＡｾ時間も同様に少

な〈都市の大気は常に憂管で ある口 この事に闘して英園に於て宜験せられたる 鹿 によれば

リーヅ市に於ては工業地帯で 4 0 % が遮られ. シェフイ{ ルド市ではさちの 3 ヶ月間に工業

地帯と然らさ' る公園地とは 5 0 %、ロンドン市中は近郊に比して冬季 4 0 %、マンチェスタ

ー市まに同じ< 5 0 % の& ff 生す' るとの報告がある。

而して太陽光線の減少は同時に紫外線の甚1:.' し〈損失するを意味する。この事責=は太陽

光線の中座挨の如き微粒子によりてよ〈吸牧されるも のは、寧ろ紫外線の如き波長短きも

のに属する事を知らぱ直ちに首肯出来よう D 従って都市に於て日光殊に紫外線に悪まれぎ

るは認に喋 Jをするまでもなからう 。

太陽光線が吾人の生活に深い闘係を有し、直接には生理作用に間接には吾人の食物? こる

純物の生育上に密接なる交渉することはまた誌に賛言を要しまい。殊に紫外線とヴィタ ミ

ン D e の類似関係が間明されるに及び 、 生物の生長、護育に及ぼす作用の大なる事は益

k 強調される に到つに。その量に乏しき大都市殊に工業地帯の居住者に封し、こ れが保健

生活難の一因? こるは明かである。

3 空 地 の 挟 隆 と 換 気 の 不 夏
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都市に於ては地償法騰の結果は住宅は最桜限に建てつまり 、家の裏とまーとは盆々年官接し

て宰策は殆ど認め得られない ｊ 伏態である。元来都市のｾ地は之を人聞に見れば主要務官附 ｬ

臓に相首すべきものである。過佐の都市の住宅内に於ては常に不良なる益集が出来、之れ

が滑浮なる大安まと交換をなす場所が即ち益地である 。空地の欠如1叉は狭阻はこの必要欠ぐ

可から 5 る瓦斯交阪の作用を不能又は不充分に陥らしむるも のである。カ11之都市の住宅は

共の問屋上高きに到るまで黒板塀を閏らし、然らざれば、工場や大毘高棋の陰に懸縮され

Tこ北k態である どうして通風も j失策も満足に行はれよう。而も吾人のsili に相首する独l塩な

る裏庭・には汚物はいやが上に椛萌して白附乍用の暇なきは勿論、盛夏の1民と鮒も f古I充分に

乾 燥 す る の 院 な し 常 に 陰i舷にして住者の身市1
1上重大なる影響を及ぼして居る。か〈して

空地の狭臨 即 ち都市呼吸務官の不健全はやがては Ｉｊ Ａ｜ｩ 結以其 他 の呼吸器疾ＡＮＡＺｾ 1: ' 透設する』提訴、

となる。 i l-j民保健 |甚Tご重要脱す べ き所である。

4 不 夏 住 宅 の 族 生

これまで の都市は一定の訂裂の下に秩序と準備が あって構成され 1こも のではなし、。殊に

都市の住宅なるも のは会〈非向然的な稜主主に放任され仁丹犬態にある o 加l之前述の通り近似:

箆業都市の特質とも見る可吉 、一つの工場を中心として集合しTこる勢働者性宅のー闘をー

単位として出来上つに桜な感がある。而して工場の建設にるや地債の安き 、不毛の潟地に

あら Y れば、問聞を敷地と し、之れに明集する佐宅亦何れも i払地、水田のあとに建てられ

き' るなく、工業都市の周溢の水間が一朝にして敷地に鎧って居る事はよ〈人の知る鹿であ

るo : tfJ lも住宅衛生上最も忌むべきものは淑潤である。敷地そのものが淑刊である 上に 家密

の! ! k 態に於ては日光も策流も遮られて その思悪に浴せ子、年中クメジメ として陰減、ここ

に都市生活の恐るべき耐傑が育ち病魔の巣痛が生十るわりである。住宅は都市の肺胞であ

り、都市に於げる真の呼吸作用は此廃に於て管まれ、共の不良なること即ち都市の呼吸総

病である。

I X  3 2  

而も都市民の大多数を出むる却j 勢階級者に於ては住宅貨は出来る限りの節約をなして居

るのが常則である。共の結果は不良住宅内に群居して所謂恐るべき過位)1犬態を出現するの

であって、斯る地域に於て .RU忠、死亡の率高〈 、殊に乳児死亡 、及 び結核の悦忠、タi 亡の

多きは営然と考へなければならない。

要する lこ家符と過佐とは者:11市生前の最も著明なる特徴であって 、都市民保健障害の根悦

である。都市生活の安寧とき手間との? こめには先づ家屋密集の穆防と不良住宅の改良 、進ん

ではその出現の防止とこそ 、その第一義であると云はねばならぬ。

5. 努 働 理 境 の 問 題

居住) J ; k 態の不良と相侠って都市生活者の保健上重視すぺき問題は、勢働環境の不良就中



作業場の急:激に苦手化せる 事である 。言ふ までもな〈都市生活者の大多数は悶闘より集合せ

るもので、都市人口の増加も之れを? 自然の増加と見る以外に移住者の多きことに師因する

もの となすべきである。

この事賞は失の都市及び大都市に於ける人口構成から見て明からである。

即ち表に明かなる女n< 、年齢別 都 市 人 口 の 年 齢 別 構 成

人口は金閤叉は郡部平均に於ては

幼年より高年に到るに従ひ何れの

年齢級に於ても漸次減少せるに反

し、者1¥市殊に大阪、東京の大都市

に於ては、 10- 14 才頃より 25 乃

至 29 才に到る聞に於て、所謂中

膨れj伏を示し、明かに移住による

人口増加と認む可きである。

斯〈の如1< 都市に於て最も 重要

なる生産階級に属する年齢級のも

のは ‘ 曾つては問闘に於て属大な

る大自然に抱かれて、最も保健的
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以 下 略

環境に於て労働して居つ? こ もので ‘ 彼 等は産業{ t >迫ふ て都市に集中し、非自然的、非保健

的なる工場内の努働に急:鑓しにわり である、共のAA態も斑てしなき 山野に解放されて居つ

にかよわき IJ 、鳥が、一旦捕はれて竹節に沈I l 今せると相似せる感がある。否鳥簡の遇策と日

光とに恵まるに反し、都合人の生活環境は日光と空気さへも限局され? こコンクリ ー ト製の

摘であって、官余りにも生物の生存には不適であらう。従って共象る保健上の障害は甚大な

も ので殊に幼ｾｾなる子女に於ては更に然り。彼の繊維工業勃興の首初に於て彼女等が矯に

健康障害を招きワ |いては肺結核によって舞れ、或は病を得て師郷し. 曾ては卒和なりし病魔

の底女地山聞の僻村にも此の害毒を散慢 し、 衛生思想、の欠げにる彼等の慣習 によって病惹

は蹟 〈散慢し 、病棋は深 〈棋ぎして宮 に悲惨なる 衰退を終来せるもの. 幾多めるを知らぬ

であらう 。 これもその本は病めるー工女のもにらせるものである。葦し都市生活の害毒普

及目. の速かにして閣民保他と新接なる闘聯を有せる想、宇ぱに過ぎるものあらう。

6 . 遁 有 な る 都 市 生 活 者 の 貧 弊

都市生前者のｾｦｊり易き栄養ｾ，上の弊害は 、食慾の減退、食物の純化及び偏貧の問題であ

る。野外の労働に於ては食慾の允進があ り、食質は不良でも大量の揖取によって築養障害

を来す虫nきことは蝕り古典かつに。然るに生活ー並に労働環境カ2カベの如1< 不良に して 、而 も

限局され? こ場合には生百号機能の減退を見、食慾の不進を? 来すは嘗然である。而 も都市人の

3 3  r x 
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食物は徐り に も精点され . 味費の上では優れて居つでも栄養，製上 には甚? ご劣れ るものが多

い。一例を米に就て見る 。 81闘に居る時のむしろ色黒の米は 、都合に於ては純白なる精白

米 に襲って居る 。栄養・2尾上か ら言へばヴィタミン 、次 で蛋白質、次分の損失を十日げるもの

であって 、白米偏食による白米病、所謂脚気を相来するは都市移住者の最初に経験する鹿

である。 がJl も脚気は栄養陣害のー徴候であって、者fl 舎の保健生前難の有力なる ー表現なり

と見るべ きであらう 。

共 他 殺養保健上最も忌む偏食の謡弊も亦者 ｦ ￭ 市生活の 一 徴候である。 ｬ 広燥にして常に ｾｬＱ ｊ 牧

性強烈なる都合生前は 、自然的に落刊を失 はしめて尖鋭となり 、高事に敏感となり 、1'111
1経

質となる。従って食事などにも自然に釘訓練甚fごし〈なり勝ちである 。か〈して陥る偏食の

弊は . 殻育不完、抵 抗i}.1J.弱.ff fg < のである口 iEに都市生活の不良なる一宇商 と略す可きで

ある 。

7 . 病 菌 の 輸 入 と 散 嵩L

都市はー闘叉は 一地方の文化の中心であって、多〈 の人事 は其J民訴を者[I r打に殻し、 之を

周囲に停熔せしむるも のである 。体 染病 も共の例 にもれ ないo f91Jせば外来体染 病fこる、 コ

レラ 、ペスト等の主nきは、共の初登は常に都 市で あって共の似恰も物資の原料が先づ有11市

に集り 、此庭で製品と化して地方 t二分布 tt らる〉と軌をーにして居り . 叉吾 が閑に於て同

時絶ゆるなき こと着体染病即ちチ ブス， "?庁、荊 . 其 他の消化務停染病の女nきも、何れも 者11 Ji i  .ff 

巴れの金城誠壁 として常に jjL作 り、人により、尿尿汚物によって近郊 に蓮ぴ日うされる ので

ある。叉更に恐るべき結絞は今や既に到る庭の山間11洋地にも 出延して }l f るが 、良質ー恐るべ

き糸痛地は都市殊に家特，i品位の場所に千F する事就に述べ1: 通りで ある。

悲に停染病主立に結核が者11市と 1ヰ，:J1.': なる闘! 系あ る事. f f 宜設するために 、昭和 6 年度に於け

る人口 10 寓以上の都市平均と 金 閣卒均の、総 亡 1，000 に劃する割合誼に人口 l 高に制

す る死亡 を併せi i !l(i. しよう 。

路チプ ス!腕 疹|赤 痢

其 他 の

肺 結 核 腎 臓 炎

停 染 病

総 死 亡 者ｾ 市 15.5 18.7 6.1 43.6 110.0  72. 0  

1，αx > に封

する割合 会? 園 6. 8 11.0 2 3  3 8 3  71. 9  5 1. 8  

人口 10，OCO 者ｾ 市 2.6 

1
1

' : : 釣する死

3.1  10.0 8.2 IR.5 10，1  

工ご ｾ、 ｾ 図 1. 3  2.1 0.4 7.4 13.6  9.8  

×  ×  ×  

要する に製産工業を殻遠の原基とせる現代 の都市に於て 、共 の進展測り知るべからさ' る

ものあるは営然である。吾が閣者[1市が今や全園人 口の 2 割 4 分を抱擁し、年 k 驚〈可き士曾



カl 容を以て激増しつ〉あるに徴しでも、共の量的側係に於ても都市の問題は決 して等閑視

するを許きぬものがある D 況ん や; ) ; l : { f 質的関係に於て観察する 時 、或は之れを ー閣の政治

文化、華文育、交通及び製産の 中掘であり 、閣家的所勤の源泉 として考ふる 時 . 都市の重要

性は葦 し絶射的の ものである。

市j して都市は共の構成上 より見て、 之を自然に放任せん か人類の生活 、生f t . 上有害なる

幾多胴似の殻生し易きは首肯し得る 慮 、今や多〈の吾園都市・に於て 、保健生活難{ f 招来せ

るは既に前述の通りである口 都市が線、ての物質の集散地であり、製産地なるが主n< 、国民

保健上の筈毒、疾病の根原も亦都市 に集り 、都市に於て護生し、都市によ長作るものであ る。

従って都市が園民生活上欠〈 べからさ' る物質の供給所として必要する古川、園民の保健を

左右するも のは負z に都市環遠の健否如何に存す るもの と云は ねばなら ない。

吾が閣 に於て も師 lこ大i E 8 年都市計霊法なるもの施かれ 、永久 に公共の安等を維持し、

幅利を増進するための重要施設の計壷が大小都市に於て建てられ着々貰現を見つ〉ある。

然しながら其の事業の計蓋施行に営って、や〉もすれば緩急: よろしきを得子、都市生活改

善の按心と 絵り に隔り fこるもの少なからさ' るものある に驚〈 。壬1・し〈 者11市改良なるものは

都市の保健生活難の ｩ ｾＱ 同因を札しＮこれが耐根 を直ち に 絶滅する方途に進むべき である 。 然

らぎれば急: 激なる生前環境悪化の大勢は遂に抗する事を得子 、都市改良の事業は百年河清

を付つに等しき 事態におもゐるであらう 。

者11市生活の安当; が得られ十しては園民保健の注は決しであり得ない。 ( 絡〉

荷 路 系 統

カ ー ル ス ル ー ェ ヱ|三 面 園

3.6
1 X  



大 成 を 期 す べ き 我 が 都 市 公 園

田村 岡リ

現代都市が必要とする諸施設のうちで 、 公闘ほど ｉｾｾｊ 却せ られ勝ちの も のはない 、 公園は

さしあ? これな〈て はかなはぬものTごと いふ消積的存在の意義に乏しし、? こめ であらう。従

って公園は最も文化的性質を帯び? こ事業ともいへょ う。 世界の闘 々を見渡し?こ所でも、ア

メリカ、イ ギ リス、 フラ ンス 、 ドイツ等は先づ先つ' 現代者'1II Ii が要求する 一通りの公| 却を所

有 するも の と謂へょう 。スペイン、イタリ ー等に なると 、める種の公園はあっても 、凡 ゆ

る種類の公闘を所有 するも の とはいへなし、。師にイ ギ リス やフラン スのや うな老大閣では

公園 の種類 に於て決して滅型ｾｩＱごといふ 諜には 行か ない ｊ 結局アメ リカ が此 方面では世界に

覇を稿へるものとい ふべきであらう。

同ーの固に於て見ても、 叉者Ili 打程遠の歴史によれ都市文化の態桜により 、公! 材護法の

程度は章子るし く異るのである。例をア メリカ にとって見るも、東部地方の奮式な者Ili li 、即

ちホーストンやワ シントン等 では、 一見立i反な公園があるやうであるが 、その公園の種類、

Ｑ 段、分ギ ｬｩ 等 に就いて検ペて見 る し 主 案外にふ漏出 ｾＱ ごと いふには速いの に驚 か される ので

ある o それに主主}してシカゴ、カ ンサスシ チ ー. サンフランシスコ 、ロ サンゼルス等となる

と. 却って最近造国家が理想とする公園の内容を充質してゐて . 後にい ふ立証正な公園系統

を誇っ てゐるのを見る のである 。

それでは いかな る内容の公闘を現代的な理想の公園といふかといふに 、第ーには公園面積

の駄である。兵糧的に云へば、 都市人口千入賞り J O ヱーカー の休養地面積を もつも のが

先づ合格と いふ E になる。こ〉でいふ休養地と は公園の他に 、運動場、共他公開せられた

戸外の運動、休養、慰楽のにめの土地を凡て含めてゐるのである。この棋準は全アメ リカ

につき費料を集め、殊にシ カ ゴを 中心として専門家の手を制は して : 精筏な調査を行っ た結

果より断定せられ? こも ので、アメ リカ の都市に ついては . 先つ' 理想的なものといはれるの

で ある。 この数字は日本の都市にそ の ま〉移して考へることは勿論不蛍であるが . それに

しても非常な 差異 を 予 ｾす べ き ほどの理由は存在しないのである。千人に封して ＱＰ エ ーカ

ーといへば、1 入賞り 12 坪である。 この棋準でアメリカ の諸都市をチェックして見るし

86都市中約 4 分 l はこ の標準に達してゐ? こさうで ある 。従って市民 1 入賞り 12 坪の休養

地といっても. 決して机 上の昼論のみ として斥げ ることは許されぬ筈で ある。これを我閣

の都市 lこ就いて見る に. JR京市では 0. 16 坪であるから 、棋準に劃 しては極めて遠い現J伏fご

と云はれるかも知れない D 然し東京市のこの数字は純公閑ピげ の数字であって 、これに準
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するる休養地として向ほ加算せられるものはある。それにしでもあまりにも融.著な数字の相

違ではある 。東京市以外では、大阪市の女fI きは 0. 34 坪であ って、これも落第である。此鮎

で好成績を示してゐるのは奈良市の 33 坪 、大津市の 7. 7 坪 . 明石市の 4.5 坪 . 高松市 の 3

坪等である。然るに此等の都市で何故か 〈比較的良好な成績を示してゐるかを吟味するに

それは奈良公園 、長等公園 、明石公園、栗林公園等多〈は一つの大き な!際立公園叉は自然

公闘を有するにめであって、後tこいふ健全なる公園組織を誇るものではないのである。即

ち軍にこの面積率が大であればそれで よいと いふ諜には行かな い. まして都市の経替に係

るものでな い所の牒立公園な どを加算する ことは、決 して穏嘗?ごと はいへない のである 。

して見ると日本の公闘は寧に面積率に就いていふも、お話にならぬ程度のものTごといへる

のである これは拘に文明園として有〈 も五大強園 とか. 三大強固とかと いって威張って

見ても、本統に威張甲菱のないことを示すものである 。先づ公闘に 就いてはイタ リー やペ

ルギー あ?こり に伍し得る程度ではないかと想はれる。

私は都市の公闘は翠に面積率で評償することの不合理を指摘したが . 一都市の公園は廷

に、公園の種類に就いて法正なる状態を示さねばならぬことを注意しTこいのである。 即 ち

特殊な公闘に J-;- 寄っ? このでは 、市民の公園生前は決して健全なるものとは言へな いのであ

る。往時日本の公園は風景闘を主とし?こ もので 、築山林泉式の公闘が多かつにのである。

それは鑑賞本位で個人庭園と大差ないものであつに。従って此障の公闘は大人本位の もの

で、子。l‘ 逮の利i ¥l には通しな いも のであっ た。今日で も中小都市で・は専ら此種の公閣が行

はれてゐるやうである。 何 れの園でもさうであるが、 1-*に日 本では子供のにめの公閣は甚

Tごし〈遅れてゐ1 : : 。子供 本位の遊園や運動場を所有する 都 市は、教へるほどしかない現状

である。東京と大阪 とを除いては . 先づないといっ た方がよ い位'C ' ある。これは先に述べ

1: 通 し 公閣の種頴に於て頗る 偏して ゐる とい ふ事貨に外ならぬのである。試にア メリカ

あ? こりで都市の所有すべき公園の種類 として 考へら れて ゐる 所を紫げ て見 るならば、ヲ;の

通りである。

1. 児童運動場 C hil dren' s pl aygr ound 

( 1)  幼稚園児以下の者の利用 すべきも の

( 2)  4 才乃至 14 才迄の児童の利用す べき もの

2. 近隣運動場 Nei ghboar hood pl ayfi eld area 

3. 特殊運動場

( 1)  水泳場( 海岸 、河畔、湖畔)

( 2)  ゴルフ場

( 3)  運動苦言及競技場

( 4)  公設野管場

4. 自然公園共他風致園

3i' 胤



( 1)  庚場其他

( 2)  界隈公園 N 巳i ghbor dhood park 

( 3)  大公園

( 4)  森林公閏共他保留地

5. 公閤道路及1有国

6. 敬化公出I

( 1)  植物闘

( 2)  養樹園

( 3)  動物闘

7. 其他の休養地

( 1)  水浴場及水泳場( 人震的なプール)

( 2)  公館附属の公開庭問

( 3)  各種博物館敷地

( 4)  共他賞用的施設叉は用途を有する土地

きて我閣の都市にして、これ等を具備するものは一つもないのである口大多数の郷市で

は、子供のTこめの公闘がなし子供のにめの施設を有するものさへない欣態である、稀に

運動場を巡るとなると、極めて特殊な人 k の利用すべきトラックや野球場{ e 有する運動場

を設計することが流行してゐる 。そ れは市民の利用上からすれば極めて能不の低いもので

ある。従って造つにピけで利用するものもな〈て、草の生べるに! 主せであるやうなも の さ

へ見られるのである o -I!J 民の生析がいかなる種額の公闘を 切賓に要求してゐるかを見透し

て貰ひ ?こい のである。並木が必用fごと いへば、狭〈てとても 立派な生育を遂げさうにもな

い街路にもこれを槌ゑ出すといふ有隊で 、全〈出鱈目である。最近ではゴルフ熱の流行の

? こめに都市までが、これに乗出して来ようとしてゐる。 他のもっと必要なものを興へない

で、極めて少数者の利用にしか諭せぬゴ、ルフとは何事であるか。要- するに公l点l計壷 に市つ

てはもっと真面 目lこ公園の種類の濯搾に就いて考へて貰ひTこし、と思ふ のである。

次に我が理; 旬、の公国計壷に於ては 、公園の分不fj に就 いて線操ある考へ方が望ましし、。こ

れに就いては近頃東京市でも多少賞地に就L、て公園の利用者を誘致する距離即ち誘致宇係

effecti ve radius や利用欣態等に闘する調査が行は れにが. もっと徹底的に此種の調査を行

ふ必要があらうと恩ふ。さうでないと、公園の分イJ j に就いての目やすがつかぬのである。

空地があっ fこから浩る。土地o _ : 寄附があっTこか ら、出来fこといふ のでは 、市民の利用上決

して十全なも のとゆならぬのである。これに就いては 、外閣で調パ Tこ結果も妻考となるで

あらうが . 日本は日本で やって見な ければい りないのである。か 〈して現在の公閣 は如何

なる分布献態にあれし、かなる貼に依黙を有するかを常に考へて居なげればならぬ。但し

かうしたことは 、各種の公園殊に児童蓮助事や近隣蓮動場や界限公園等が設けられる時の
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話である。従っていかに日本の都市公闘が遅れてゐるかが想像せられるのである。

上述するやうな公園の種類とその適正なる分布 とを考慮して公園計肇を属す ことを、公

闘系統 park syst em の観念を以って呼んでゐる。即ち公園系統は都市計霊の一分野に属

する。

績いて我が日本の都市公閣のwc陥を指摘するな らば 、その設備の不十分なることである。

例へば児 童 運 動 場 に 就 て 見 る ふ 海 外 で は Sand box， Sl i de， Swi ng， See- Saw， Gi ant  

Stri de， l I ori zont al  l adder ， Travi l i ng ri ng， l ngl egym， Hori zont al  bar， Merry- go- round， 

Sand sl i de， Racer  sl i de 等が必要にとせ られてゐる。 我が園の児童遊園にして. 此中何種

をもってゐるかを考へて見ても判るのである 。大 人や青少年本位の蓮動設備にしても、例

へば最も簡易で民衆的な Bal l i ng green， Ha nd bal!， H orseshae pi tchi ng の虫f I きものカ t

ないのである。園民性の差異も 考へ られやう が、公闘の設備としてはもっと大衆の慾求に

ぴっTこり t 添ひうるやうなも のが考へ られきうなものである。土地が少し経費もないと

いへば. ぞれまでであるが、現在の公園に劃しでも. 多少の工夫をすれば、もっと市民を

誘 il するに足るやうなものが出来ぬとは限 らぬ。このことは特に中小都市の公闘に就いて

注文しにいのである。

地方の公闘では公園 と云へば、花紅葉の観賞樹を植ゑ付け 、無理 な地形にいりもしない 、

自動車道路を引き入れる やうなこ とをし、不健全な利用を誘起するやうな茶応や飲食庖を

遺ることに専念してゐる、拘に歎かはしい限りである。これに就いては第一に営局者の反

省を促さねばならぬと思ふが. 設計者にも責がないとは言へまし、 。

最後には公園の管理経管である、折角趨つでも十分管理せねば、不良の住家となる計り

である。多kに児童本位の公園に於ては親切でよ〈訓練せ られに指導者を置〈までにし? こ L、

のである。これは公園の能率をどんなに高めるか判 らないのである。思へば我園都市公園

の前途は質に多虻多端といはねばならぬ。( 終)

都 市 美 翻

バ リ ー の エ ト ワ ー ル 庚 場
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都 市
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佐 藤 武 夫

最近に於て都市衛生問題の一項目として底 k 論ぜらるる騒音問題は 、直接A 間接に吾 k の

健康と事務の能率等に大なる影響を及ぼすも ので あ れ 且 都 市の殻展と共に錠 々騒音の積

類と是を増加| し、 複雑化しつ〉ある? こめ騒音問題の解決は都市居t !: 者にとって刻下の急.務

であると共に 吾 k 建築家にとっても街綾なる閥係がある 1=めこれ等 に針する十分な研筑と

完全な封策を講すべき責任があると思はれる D

筆者は嘗て本誌上に於て「都市・騒 音・建築」の題名の もとにこ の問題についての間| 絡を

述 べ1=。今こ〉に重複するの懐はあるが再び建築家の立壌から都市の騒庁について考察を

してみよう。限りある紙数で可成多方面について考へてみ? こいと思ふのでその結県は甚1::

散漫な、不完全なものであらうと思はれるのでその貼諌めお断りしτ ぉ〈。

扱、こ〉で云ふ騒音 とは勿論物理的意義の 「一定のピッチを有 にない音」のみ でな〈康

¥ r吾人 に不快の感じを興へる音」の総栴である。

あらゆる種類のあらゆる異なつに 目的をもつ に人 k の集合より成立つ都市は. そこに人

口の集中する結果、 一見無秩序、無統制、 或は無制限と見らるる程の膨脹をなし、同時に

経情的要求と建築的技術及び各種設備の進歩譲達によ って先づ水平に 、次には lffi 直に延長

張展をするに至つ 1=。而も 20 世紀の機械文明、科墜文明は更に交通機関、通信機械、機

械設備等を附加することにより 都市を益々複雑佑せしむる ことにな った口こ れ等の結果か

らして都舎人は利便、経情 、能率の無限の思惑をうけ入れることが出来fこが同時に騒音に

よる直接間接の被主主 云ふ高似な代1ft {f都市に支掛はねば ならないも のになった。従って

この事貰には各都市共夙に 注意をなけ て居 fこがその具鰭的封策が講ぜらる〉 に至つにのは

ご く最近のことであり. 騒音問題には可成神経質になって居る紐育市の「騒音除去委員合」

( Noi se Abat ement  Commi ssi on) はヨ ーロ ツパの各都市のこの問題に封する態度について

芸大の如〈述べて居る。

「ヨ ーロツ パに於 vj る都市の膨脹と工業校術の殻達は交通機関のl広l燥を増加l し? こにも拘

らす・こ の問題は最近に 至る迄全〈考慮きれなかっ 1=。そして陥洲に於げる産業革命の初期

に営り途にそ の解決法を必要とすると考へらるるに 至つ7こが昔時は その必要性を認識しつ

〉も向その賓際化に ついては何等の手段も行はれるに至らなかっ? こ， この理由は工業瑳展

の初期に欧洲一慌を 風 騰 しに Ｑｮｾ Ｚ下 Ｍ沙 主義 Ｈ ｉ､ｩｳｳ･ｺＭｦ｡ｩｲ Ｉ によるも のであり 、 ｂ 肱 洲 各都市

居住者は米園の各都市居住者が日常悩まされて居 る程騒音の増加により 著 し〈 は悩ま され

I-X  4 0  



NOI S E  A B A T E ME NT  QUE S T I ONNAI RE  

Use a  soft penciI  in fiIIing out questionnai re.  Under ..Locat ion" gi ve 

the address  of (he S uurce of the  noi ses most annoyi ng io you， and under 

"Hour  of Day. .  state the ti me at whi ch these noises are nQti ced by you.  

H O U R O F  

S OUR CE  O F  NOI S E  L OCAT I ON D A Y  

Loud Speakers in Ho me  - -

Aut omobi l e Hor ns ・ - -

Tr uckシー- Hor s e- Dr awn ・

Tr uckシー- Mot or ・ - .... .  、

Buseシ ー- Noi s y Mechani s m or Ti res …- ………・…

Aut omobi l e Cut - Out s ・

Noi 孟y Brakes on Aucomobi l es .-

Ri veei og - - - ・ ・ ‘- .. .  _-

pn加 m加 c Dri lls on Streets 

、Pneumat i c Dri lls on Excavat i ons -

Loud Sp伺 lcers Oucsi de of  Stores -

Ai rpl anes - ・- .. .. ... 

Noi sy Parti es 

Locomoci ve Whi sc1cs and Bel1s  

T ug  and St eamshi p Whi sc1es 

El evared Trai ns 

Subway Trai ns ・

Subway Turnst i l es 

Street Cars 

As h and Gar bagc Col l ccri ons ・

Ne w古boys' Cri es 

Un mu伺ed Mororboat s 

Tr a伍c Whi sr1es 

Fi re Depar t ment  Si rens and Trucks 

Mi l kmen ・ ・ 争

Factori es 

Wha t  O N E  noi se is MO S T  annoyi ng? ....  

If you have su邸 estions to offer， wri te.  a  letter and attach it to your 

questl onnal Ce. 

Si gned ... 

Address .  

NOTE:  Your  name and address wiII not be used ｾ｢ｬｩ｣ｬｹ＠ in 姐 y way 

or at any uπle. 

Mai l  this questi onnai re to: NOI SE ABAT E ME NT  COMMI SSI ON 

ラ05 Pearl  Street ， Ne w York City 

第 闘
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T  A B UL A T I ON O F  NOI S E  C OMP L A I NT ι - March 1， 1930 

S OURCE  NUMB E R  PE RCE NT  

Trucks - Mot or  .......・ ………・ 一 - …  -・ ・…… 1，125 10.16 

Aut omobi l e Horns .. .............. .. .. .. .... .... ........ .. .. .. ・0・“ …… 1，087 9. 81 

Radi os - - - Homes  …"・ ・・…… 山… 一“ …・・・・・ ・… 774 7. 00 

El evated Trai ns .. 句.. ... .. .. .....…・ …ー.. ... ..... ...... .... 731 6.62 

Radi os - Str舵 t &.  Stores … … … ・・・・・・・ …… .. 593 5.36 

Aut omobi l e Brakes .. ...・a・-… ー・ ・・ .... ............ .... .... ... 583 5.27 

Ash &.  Garbage Col l ecti ons .. . . … "… ....... .. ........ ・ 572 ラ.17

Street Cars ... ...... ..... .... ... .. .... ..目。… … ・. ... ..........山.. ...... 570 5.16 

Aut omobi l e Cut - Out s ..... …・… .... .... .... .. ........... ........... .. 504 4.55 

Fi re Department  Si rens and Trucks 00.. ....... ..... .. 455 4. 12 

Noi sy Parties and Entertai nments .. .. .. ・・ H ・M ・ 4 n 4.10 

Mi l k and Ice  Del i veri es .… … ..." 一 ・・・ ・ー 451 4.07 

Ri vet i ng ・・ … " … …・ …… …" 山一一.. ... .. …… 一 ・ 373 3.37  

Subway Turn5tiles … … - 一 … … … … … . .. 317 2. 86 

Buses ..... … ........ .. .. .... .... ..，.. .. .........・ ・山 山..... .・・・"・・・・・…... . 271 2.45  

Trucks一一- Horse Dr awn .... ........ …・・M ・M ・“・・.. ..... .一… 268 2141 

L ocomotive W histles and Bel l s ..・・・e ・・.. .. ..... _ 238 2.15 

Pneumat i c Dri l l s 一一一Excavat i obs .. ....・ …- ーー 233 2.11 

T ug  and Steamshi p Whi st l es ・…"・ …・一山. . . 223 2.01 

Pneumat i c Dri l l ←- St r eet s  … ……………. . . _  213 1. 93 

Newsboys and Peddl ers ・……. .. ... ..・.. .. . . …" ・ーー・・・・ %12 1. 91 

Subway Trai ns …  ・・ ・…・・-… …  ... ..  ・…  …… ・・ 183 1. 6う

D ogs and Cats .. ........・・ ・ー ..__u. … 一 ... ..... ..... ...... 140 1. 26 

Trat五c Whi st l e宮・・・・・・ ・… 一 一 … . ...... .. ........ ... . .. 13 7  1.24  

F 止ctories .... .  …… …・・…・・ ・…・・ ・・- 一- … ーーー ・. _.. 117 1.06 

Ai rpl anes …  .... .. . . . ……・…・・…. ... ... ・……・ " … …  ......... ..... 113 1. 02 

MOI or  Boats ... …・・…・・ー・… ・・一一一………・・… ・・.. .. . 66 0. 59 

Motorcycl es . .…- … ・・・….... ... ..... . . 一一… 一 一一…. _ 41 0.37 

F，.estaurant Di shwashi ng .....嶋 田 ・ー- 一. . . . .. ....... 25 0.22 

11，068 100. 00 

CL AS S I Fl C A  Tl O N  

S OURCE  NUMB E R  PE RCE NT  

T RAF F I C ( Trucks， Aut omobi l e Horns， Cut- Outs， 

Brzkes.  .  Buses.  Tra侃c Whi st l es， Motorcycl es)  4，016 36.28 

T R丘NS PORT AT I ON ( El evared， Strect Cars， 

Subway)  一一……ー ・・山一- 一. . ... ..... .. … … " …・…・_ 1，801 16.29 

RADI OS  ( Homes， S"treets &  Stores)  ー・ ・・… ー"ー 1，367 12. 34 

COL L E CT I ONS  &.  DELI VERI ES ( Ash， Gar-

ba，ge， Mi l k.  1ce)  “  0 ・・ .... _ .........・ ーーー…・・・. . . . ........ 1，023 9.25 

WH1S T L E S  &: BELLS (Fi re Dept. ， Locomot i ves 

&  Tugs &.  Steamshi ps)  … … "  ・ …・ ー… …" …・ .• •• 916 8.28 

CONS T RUCT I ON ( Ri vet i ng， Pneumat i c '  Dri l l s)  819 7.40  

V OC A L， E TC. ( Newsboys， Peddl ers， Dogs， Cats， 

Noi sy Parti es)  ・.............. ーーー・ - …… M ・..… ....... … ... _.. 805 7.27 

OT HE RS  ........... ....... .....・・・・・ ・“・・ ・0 ・… _. .. ....... ... ...... ...一 一 ・……… 321 2.89 

11，068 100.00 

tお 間
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なかった E になると思はれる o 事賓ラヂオのラウドスピ ーカーの騒音度につい て もロンド

ン市の騒音紙態は庚告の目 的をもってラヂオセットを備へたJs鮪 は 殆 ん ど な し 従 っ て街

路にラヂオのプログラムが汎濫することもなし叉あの恐ろしく大きな肌ゆるが如き音を

費するラウドスピーヵーはロンドンの家庭ではニユ{ ヨーク程普及されて居ないもので従

って隣家のラヂオ で摘まされることが砂ないも のである j

併し現在では各園共相営の法章を掛って居るものであれ英園、米閣の都市は ' 1929 年

に「騒音除去委員合」が設立されたものがある。

各都市の騒音の種類は、その都市の性質、位置、時間等で異なるものであるが一般に最

も市民を悩ます騒音の音源は( ， ) 交通機闘の騒音 . 即自動車、 トラック、電車、船舶等

から起る音及びそれ等の警官f等o Ｈ ｾＩ各種 鏑聾桜 、 ラヂォ 、 蓄音機等。 ＨＳＩ 各種工事の

雑昔、即建築工事、土木工事のリベット打、荷物の積み下しの際の昔等。 ( 4) 肉撃による

もの、即新聞費、行商人の呼盤 、等であらう 口これ等の内どの種額の騒音に より市民は悩

まされるかを統計的に調査する企てが嘗て紐育市でー行はれにo これは第一圃の如き質問事

項を新間続を通じて費して庚 〈市民からその角rf 答を求めにものであってその結果をま とめ

たものが第二闘である o 即ち 1930 年に於て紐育市民は自動車に闘する騒音に最も悩まさ

れて居ることになり、その割合は全睦の 36. 28% であり 次 で竜車に闘する騒音が 16. 29%

ラヂオは 12.3 4 % と云ふ順になって居る 。勿論 この結果は単に騒音の音源の名栴 と種類と

を統計的に掲げたにすぎないものであり、ぞれ等の音源、からの騒音は如何なる大いさをも

ち叉如何なる影響を友ぼすか等には絹れて居ないが、員の騒音度 と云ふものは騒音の物理

的刺戟の強さ、騒音の周波数、及び直接には表はし得ない幾多の心理事的要素等が含まれ

て居るものである。騒音度として吾々が感するるのはその物理的刺戟を賠売で感じたもので

あり 、従って 同じ物理的の強さをもっ音でもその周波数によって異なる大いきに感するも

のであり、叉それを騒音として l譲歩るか、否かの問題及びその度合と云ふものは各人によ

って異なるものでありある人にとって愉快に感せ' らるる音色、最も嫌悪すべき騒音としか

感せ' られぬ人も あるし閉じ人でも時 と場所の嬰化によりまに異なる等の場合が齢なくない

例へば最近屡々問題になるラヂオについても説く人の趣味、立場、その目的等によって横

聾器から流れ出る普が愉快な リズムから成立つ音楽でめっても 、それが皐に工場の集笛 と

同僚な叉はその以上の騒音でしかあり得ないことにもなる oJ!l J -ら音が内容的に意味舎もっ

て居る場合E患者の主観に支配される結果非常な懸隔を伴ふ場合が多い。これ等に閲する心

理的の事i伏も考慮に入れなければならない厄介なものである。これは可成面白し、問題であ

らう左考へられるが米ピこれらに闘する結果は筆者の手許にないからこ〉では箪に物理的

刺戟を恕感単位で表はしに表. 及ぴ都市騒音を周波数に よって分析した表一二を紹介する

に止めてお〈口

第一表はニュ ーヨーク騒音除去委員舎が測定しに岡市の騒音の種類とその大いき及びそ

4 3  J ) (  
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の他のも のに よって

なされに測定値を表

にしfこものである。

この値は何れも卒均

値であるがその最大

限度としては第二表

に示す如きものが測

定 されて ある。第一

表を? と 〈大崎にま と

めにも のが第三表で

ある。第四表は東京

市内の各地で測定さ

れ1: 結果を表は しに

ものであって 、これ

等より東京市内の相

常繁華な場所で ＴＵｾ

60 db、ロンド ン市で

は ＵＰ ｾＷＰ db、ニュ ー

ヨｻク市では Ｕ ＰｾＸＰ

db の騒音度がある

ことヵ: ゎカ》る 。

次にこれ等! 騒音は

如河なる周波放をも

って居るかが騒音度

をｾ，｜ｬるについて重要

なことである。勿論

! 騒音は多〈の場合幾

多の周波数の結合し

にものであるが 、こ

れを分析し?こものは

第三園、第五表でニ

ューヨー クに於げる

測定結果が第三表で

あり東京市のものの

調革
表

M A玄I MU M N OI S E  L E V E L S  F R O M 

S PECI F I C S OUR C E S  

H am meri ng on  steel  pl ate ( al most  pai nful )  

Aut omobil e  H or n 

Ri vet er  

Subway 

Bl ast  of  Expl osi ves 

St eamshi p Wh i stl e  

El evat ed Trai n 

Motor  Tr uck 

Li on  R ua.r ing 

St eam S hovel  

P oli ce 、W hist le

St reet  Car  

Passenger  A ut. omobi le  ( noi sy)  

R z. di o  L oud Speaker  

Thunder  ( 1  to  3  mi les)  

Passenger  Aut omobil e  ( qui et)  

Chur ch BelJ s  

113  decibel s  

102 fI 

101 fI 

97  fI 

96 fI 

94  11 

9 1  fI 

87 11 

87 "  

86 fI 

83 fI 

83 11 

83 11 

8 1 ρ  

70 fI 

65 fI 

61 fI 
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第 四 表

東 京市街 路 騒 音 測 定 表 ( 3- A A u diom et er 使 用 〉

訓IJ 定 個 所

騒 普 皮

測 定 個 所

J I l . l i 菅度

￰ ｬＱ ｊ 定 ｪ ｾ Ｑ 所 騒 d音b 皮

( d b)  ( d b)  ( db)  

飯 国 橋 .ffi 赤 若理 橋 5 0  t4' L  - 口 5 0  

四 谷 見 附 6 0  

正也←一
闘 橋 4 5  襖 国 本 郷 町 50 

四 谷 監 町 5 5  日 上b 谷 5 5  九 ピ ノ レ 東 側 55  

信 波 町 50 日 比 谷 公 国 40 郵 船 ピノレ北 5 0  

草ifr 宮 外 苑 3 5  築 地
5 0  市11 国 橋

5 0  

青 山 三 丁 目 5 0  棋 精 5 5  J II 町 5 0  

背 山 一 丁 目 5 5  昭 和 油 り 50  須 回 町 5 0  

赤 坂 見 付 50 
尽

6 0  本 石 日tr 50 

虎 ノ f勺 50 鍛 冶 モむ

昭和l丑王年筆者 iJ l1J定

RM! .τ主R

Si [ AM S I i OV曹¥.. AIIID 
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第 五 表

東京市街路駁普分折 inJ l 定表 ( 2- A  Audi ometer 使 用 〉

E量 菅 度

前リ 定 {問 所

128サイク N 256' 1 512"  1024ν 2048ν 

日目 平日 j m り 35 32 27 24 26 

上 里子 民 路 30. 5  t，O  34. 5 50 45. 5 

浅 草 {r!' 
見 1止 23. 3 31 29 31. 3 34 

早 稲 岡 闘 口 町 2 1. 5  30.5  28 34 34 

車rr li' i  Si! 首甘 20. 5 44 九7 38. 5 37 

昭 和 五 年 筆 者 測 定

交 J皿機闘駁音分析 iJ lI l定表 ( 2- A  Audi ometel' 使用〉

E量 普 度 db 

iJ lI J 定 物 及 lf1. 1 所

1:;8ザイ クJν 256" 512'1 102→1/  2048グ

市 f在 ポ ギ - ｉ ｉ ｾｃ 機田本郷町 〉 49. 5 57.5  o2 68 

ト ラ ッ ク ( sH和1mり〉 27.5  36 37 44.5  45 

梁 m自 動 車 ( 九ノ内〉 22 33 37 41 39 

省筋l ガ ー ド下 〈仲御徒町〉 43.5 49. 5 58.5 60.5 58. 5 

市 ｦ 在 員三叉 ｬＧ，ｾ C  Ur J - 院小路) 41 48 48.5  51 52 

昭 和l 五年筆者i J lll 定

例として第五表を示す。

何れも 1，000 サイクル附近の騒音度が大である ことがわかる。

4096' 1 

18.5 

26. 5 

12.6  

225 

32. 5 

40961/ 

40. 5 

41  

30 

46 

32 

こ ':>1こ掲げ1: 表は以前Jから底 k 務表され1: 表でもあり叉現在ではこれとは叉異なつ? こえ犬

態であらうと思はれるがこれ等 に断jする Da! a が割に齢ない? こめ巴むを得令例として出し

ておい 1: 0  i武近筆者は越子帥迅に倣l V &験的の研主主? 試みて居るのでこれ lこfl
oって再び以

上の ものに糊する測定もし1: し、と思って居る。その結集がまとまり次第何等かの機舎に於

て変表し1: い と思ふコ

叉これ等外部に蛮生する騒音 に針して建築物内の騒音度を測定し? こもの〉一例として第

六表を示す。この室内の騒背はその室を ｪｦｾ ｩＱＮＱ る監商を透過する昔のＺｩｬ￬Ｚ T と室内に壁面の

全吸干す力 a によって定まるものである。外部の騒背を壁憶が遮断する度合を R で表は さ

ば R =  log  10 ' " aj 'l、 ( db) の闘係があり 、 a 即主の吸音カが大になり T 即ち透過力がIJ、

になれば R は大となり E，r : 憾の遮骨値が大でめる こと がわかる。 この R は壁鰻の減昔

卒 ( Reduc! i on Fact or ) とH千ばれるものである。

かくの如〈して室内の騒音は建物外部並に内部の騒音{ t >ff 源とし、其室の青響的特性に

よって定まるも のであるが 、共干す訴 となるも のを次の 如〈分りて考へて見ると便利である 。

a. 昼中音 ( Ai r bor n s oun d )  

b 縛 骨 ( Sol i d bor n sound)  

4 7  I X  



第 ーノ、 表

建 物 1斗 予 I . ! ! :世 智 毘

ｊｉｬｴＱ了 ｄ ｜ｩＮ ｒ 加 ｂ ｕｩ ｍｍ ｉ 廿在測定ーｾｾ

急行事通通時1m下鉄1キ 草 坊 ー

住吃詑I攻守ト，建初FきもP ー

六" 11 l J !J，子rv ー

え1号車士も，亀キ民主 ー

帯i主宅: 1tj : 変 J 子切 ー

j 主友騎菅友，11' 乞 ー

東住低宅騒児壱I夜君E，，非1主吃叱践-

平Iワ
ー

ー

最低与吾首及/ iをむヒl民 一

db ソパ巴ェヨ ｬ レ ｾＯ ｉ Ａ 足
1∞ 

ト95

ト 90-

ト官ｾＭ 』 玖 lし L 士事

ト ｾｏ 一 』 詐f常ギ夫ャlレラアi fl 家庭=IYなヶゆ

ト15-

ト 10一』 与を菅度λ 刊レ Lλ トラン

ト ｾ￵Ｍ

トω-

ト55-

』特昔食久T 吟理子rr ，T'1，*.ート

ト- 50 ｾ＠ _1 L.Xトラγ

ト45-

』ニ投手守r " ¥

ト4{ ) - 』 青? カナヲヂ才[ 客足= 於、r 叫

r- 3S 

ー 静責予ヵナ辛替予斤

- Hv r ヲアコr ( ア バ- r oyL- 'r
1レ)

- 30-

- 25"-

- 20-

ー 伊 丹-1主む巴

ー 待け史 i事 t ロジ ドシ)

NOlst A'MW m丁目附凶Ol1.t¥l ，

CI T'( 附 SE 5' )  

空 中音 とは丞宗主? 媒質 として室内に侵入して くる青であって 、屋外の騒青が窓、や壁韓材

料 内 を透 過 して来るもの 、 隣室の話聾雑音等が間 仕 切壁営通して聞へるもの 、 ｾは通風管

から主主り込まれる騒音等の線、構であり 、突の響昔 とは建築物を構成して居る 材料を媒轄 と

して停主主 して再び音波 として聞 こへる音であって例へば凹凸の道路を トラックがガタガタ

進行し? こ り、 電車が レー ルのつ ぎ目で騒音を奮し? こり 、廊下や堅い床の上を歩〈 コツコツ

と云ふ音や家具を移動さす時の昔等が建物の構造躍を停はっ て〈 るものが これである。こ

れ等の各 々の侵入経路によ って分類 して その各々に ついて考察 をして み よう。

ＧｾＴＸ＠



［ｪ Ｎくの表の ｲ ｬＧ Ｑｊ ， ｾ面と云ふ の は 市 に慌 のみ ならす・ 共 ＡｪＮ，Ｇｻｴ＾ 形 成して何る函全開を 含むも の であ る

( 1・壁厄l の1:11口frr . の透過音

2芸l.t ｾ雪ｾｾＮ 1J ，t 面の材料内怖の透 過背

!  T 隔 膜 切に よ る 活 断

響 Ｗ 干 一 時 ｩｴ 慨を但 ｊ Ｚ Ｚ ［ｾ し ｦ 二骨 、 旦 ｫ は Ｑ 也の振動 ｮ 曹との接蝿部よ り の 停 遠音

げ慌の問 n 、1: 日l出等は外部の騒百二をそ の ま ':>JIX入れ るもの であ り、 窓 、出入口 等か ら侵

入するも のが之に l記し. 室内騒背の背A41 として最 も一般的のものであるが こ 〉に注意す

べきはそ の開口I l 'n引と踏存度の的l係でもある。 即 ち青の物理的刺戟 と吾人の聴感度の聞の閥

係は . v¥' eeer  ｝ Ｇ･｣ ｨ ｮ ･ ｊ 氏 の設 によれば吾々が感する音の大し、 さ はその 物 理的 刺戟の ￮ ｾ 数値

に比例するも のである。 従って例へば開 口面積が i である窓からの透過音が 50db であつ

にとする 昨 ーこ の窓が 1/ J  0 の国積になっ? 二時の透過育は 40 db、更に 1/ 100 になっ ても

ｴｾ Ｑ Ｓ Ｐ＠ db σ 騒背皮が存在することになり 、か〈の如〈開口面積が非常に小 になっても 吾 k

の聴感にはそれ科の影響を及ぼさないことになる。叉これと同時に小 さな開 口を通っ て来

1: :-ff は姐. f 1 i 現象を起してこの間口を音源として各方向に蹴散する性質がある。 この二つの

理 1I1から 1= とへそれが小さな間隙であっても 、監開の亀裂、扉. 窓等の建具のすき聞から

もれ る背 i二割 して卜分it 意深〈取扱ねばならな いも のであ る。

ＺＡＱ ｴｬ 断 材料内 ￑ｦｾ を迂過し てくる 背は第山闘の 主 ｮ ｾ 過科をふむも の と考へられる Ｚ 即 ち壁面

に営 る入身、j-i 干の >1

'

、表吊l から或は一度 内部に入っ て後反射 される反射音 と材料内で司熱ヱネ

ルギーに壁じて収牧されてしまふものと神青として他に体達される音伝言宗 ')1 い仁残りが透

入 新 号

。

。

透 過 音

第 四

瓦男寸 号?

合

口〉零 音

新 二変μ 吠 吹 )

回

4 9
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過昔である o

ｾｲＮ［Ｑｬ英運ｊ￬ｽ ｊ による脅の透過と云ふのは音 波の 限力により壁鴨窓ガラスＮ等力Ｚ振動せーしめら

れる結果これ等の聞から耐強する現象であり. 振動般の 服 、肘 櫛 也 等 に よ っ て も 空

なるがその古る育波の振動散と振i l i J j慌の自己保助教が偶然一致しに場合非常 に よく雷を超

過する結果になり・ その二つの振動数の差が!]、で あればある程よく背を通す結果になる。

この事官は響音による場令も同様であっ て壁腫や床を停はって〈る機械類の娠動力2室内の

窓ガラスやパネ) 1 . - 等の共鳴によって大きな音として聞へることがある口この質例が嘗てみじ

劇場で起つにのを記憶して居るがその劇場内部の腰初目が機械室から停はって来る振動の

Ｑ こめ強い廿を立てるに王り静かなるべき場内に騒音を ｾＱ こて ＧＺ＾Ｑ 伺つにこと力Ｚめつ ＱＺ Ｐ
ruj も好i

めはその原| 却が [111 - ，< わからないで色 k 考へてやっと機械の振動にHit 凶する共l時現欽である

ことを知つに のであっ fこが . か〈の主n< 場合によっては見逃し得ない主大な問題である。

次 に 縛行の 内、建物 の一部にカ ＱＱ へられ＿こｾ［｛ｬ ￏｉ［ｩｈ［ 建物自開会停はって他 の部分 に到る のは

その 棉ｾ聞を榊 成する材料が斡で ｬｩ ｜ｪ ｉ ｊ なる場介、 その骨を＿辿か に且遠距離迄体へるも のであ

るo 餓筋コンクリート也などは最もこの保件に誼つにものであり 、その世間を打つに? ? が

二附下の 200 択離れに室に 40 db の大いきで聴かれ1: e. 云ふ桟な例があ るo

かくの 如〈種 々の形式で生じに7すが各種類の形式で・傍述、透過されて室内 の騒討を形成

するがこれ等 とは少 し〈異なつ?こ性質を有するも のに ウエンチレーシヨン・タクトが あ る。

これは通Ｉｬｉｩｾ管 Ｒ として新鮮な空気を各室に供給する以外に ｪ 支肉にも通話管として同一建物内

各室聞の騒音の交 i災をなし叉機械類の騒音及び管の振動から .'-1-

1

1 る7すとを? 直接各室に部〈の

役自主? もして居る。

大槌これ等が室内の騒吾ニを形成す るも のであり . これにより 室内の人々は精榊的にも肉

閥的にも有形無形の多大の損害を被っ て居る o 従ってこ の:騒音を建物内から放逐する こと

によってより健康的な、より能率的な建陶を得る手段を講じなりればな らない。即 ち騒音

が室内 に到達しない様叉もし位入しでも それを速かに消滅さす手段として防背陣地を工夫

しなりればならぬ。

先づ室内で聞かれる! 騒音公内部に以・入させぬ こと〉同時に内部の青合吸牧させねば午ら

ない。 即 ち遮音 ( sound insul ati on)  と吸音 ( sound a h日orpti cn) の二つを考へねばなら

ぬ、 ｉ 汲 Ｗ 干 とは反射 干干 以外の汗の総隔でありＮ吸牧、迩過、ｻｊＩｾ主主 ｦ 干等が含まれて居る ｯ 従っ

て辺: 音、吸? 子は或場合は反撃J の性質でもあり得てよい吸すす材が必十し もよい遮背材で はあ

り得ない ものである。 即 ち; . g 晋材と吸骨材の誼訟な組介せによ ってこの目 的 を主主し得 る0

ＭＺｪ く にこれ等 ｎｉＩｾｾ 開を仰はって〈る背を遮断するにめ柿 ｩｩＡｩ 料の結合音 Ｑ｜ に於てその後閲する

部 令1: 絶縁材を入れる方法も行はれて居 る。絶協、材とは可聴組問 ( audibl e r ange) の音波

を体へないものを志i J ; l えする。一般には コル 夕、ゴム 、フェル ト等が月1ひられ 、機械類剖ぶ

から絶縁するにめ に砂の居などが用ひられる こともある。

か 〈して防音壁、防骨床、防音天井等呼ばれるもので夫 k 効果的のも のも多 いが それ等

. I X  5 0  



詳細は こ〉でPI告すことにするの

構造鰭乃至は材料が振動することによっ て生令る 音 に劃しでも亦十分の考慮を梯はねば

ならぬことは前に述べ1: が賞際問題に於て共鳴現象を避りるためにはガラスの厚 L パ ネ

ルの大 いさ. それの取附方等も不注意に見逃し得ないものである。

最後にタクトの遮音問題も亦重要にして困難なものである。機械室から直接音が問え て

〈るものであるからその機峨類はなるべく騒音をにてぬも の を用ひ、機峨室全轄を吸音材

を? 使用するこ主により静かにすると共に通風管の内部にも吸音手段を考へねばならぬ 、叉

ｪ 騒音を各室聞で交換さすのを防ぐにめには管［ｾ迷路とする、或は吸音性のある室から枝管

として各室に管ｾＱＺｦＺｉす方法等があるつ

か くの虫n< して辿; 音効果を得ることが出ういるが要するに今記述べ7こことは各部分的に見

てその方策の暗示を示すに M まるものでe負ー際問題 として は史に複雑な各方面のt条件が附加

されきう簡 ＱＱＱ に決定出来ない問題が多い。その場合にＡ悠じたｾ首Ｇな方法ｾとるべきである

ことを附加へておこう。

か〈して遮音の完全を期すべきであるがこれは単に外部の青を内に入れない 、叉入った

?まを減少せしめるいは Y 消極的な手段でしかあり得ないの更に進んで騒音の7手紙を除くこ

とを考へることがある。ぞれには各自が枇舎の一員であることを自費して出来る 1:: け都市

の騒吋 を減少せしめる様努力すること〉その公徳.c、によるものがある。ベルリンの共同住

宅のあるものは毎日一定の時間の聞を休養の時間 として一切の雑音をその時間?ごりは出さ

ない様規約し、その間音紫、11日歌、掃除等をお互に遠慮し合ふ ことが賓行されて居住者の

健康を計る一手段として居ると云ふことを最近に聞いにことがあれまことに意義ある企

て- = : < a うると思はれる。

更に現在の騒音の大部分を含んで居る機械類の騒音の除去は十分研究しなげればならぬ

問題であらう。こ の方面の技術家 、専門家諸氏によって騒音の除去されに機械が運締され

る日が一 日も早からんことを望みたい。か〈して騒音を吾等の生活圏内から駆逐すること

が得られるが、それでも向著しし、騒音に封しては法規で之を穿止する方法をとる場合があ

れ交通機関、 ラヂオのラウド スピーカー等に闘して既に英園、米園等で賓施して居る所

がある。例へば紐育市に於てはラウドスピーカ ーの昔の大いさはさf祭官或は健康委員がjl，l)

限し得る椛限が付則されて居る 。附近の居住者の平静と休養を翁Lす以める護音装置の J栄作

は禁せ' られ 、叉坐察委員の許可な〈して事校、数合、病院等の附近 250 吠以内ではこれ等

建物が夫々の目的に使用されて居る聞はラウドスピ ーカー或は他の増両横聾装置による葉

音が禁ぜられて居る。

か〈の如〈騒音を都市から極主主; するには康範囲に闘係があるものである。以上甚1:.' 概略

的事項に絡始し? こが建築家としての立壌から騒音を取倣ってみ1: 。建築上の貰際問題 とし

て遮音構造について更に具種的に述べ7こかったが現在筆者はその賓験的研究の途中である

ためこの結果を得てから叉何等かの機舎に諸氏の御批判を得にいと思って居る。( 終)

5J 一 回
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19 牲紀末葉の所謂産業革命以来人口の都合への集中は全世界を通じての一般的趨 勢 で

あって 、米固に於ては共の全人口の 5 6 %、調j釦こ於ては 6 4 %が者11舎住民であるコ日本に

於ても昭和 5 年図勢調脊の紡浪によれば 、日本内地人口 6，445寓の うち市部の人 口 1，544高、

郡部の人口 4，900高で約内地人口 の 2 { %が者11舎の住民である o rrf J かも大疋 9 年の調保では

18 %. 大正1 + 年の部j奈では 2 1% 、l昭和 5 年には 24; ちと年 k f t の家 主? 高めつ〉ある有綴で

近き将来に肱米の夫のU平〈 全人口の 5 0 % に主主するであらう J. j { . は想像に難〈なし、 o 1J fーして

此のうち 1，000 寓以上、即ち内地人口 の約 2 害IJ は j ¥大者11 バi に集中されてI t る有僚である。

之を各園の者11市に就いて見るも

J  870 '0¥'. Ｑ Ａｊ ＰＰＢ ｜ ｾ＠ 1  !)30' . ¥'. 

寺文 010高 ｴ ｩＵＰ ｩｊＧｾ＠ S:!Oi!J l; 

紐
コ円ゐご 100 850  6Uil 

林
82 l SS 8 ;， 7  

司王 li'. 8
ll 

11i l) :: 07 

大 阪
30 11( ¥ 24う

以上の表に見る女n( 、約 30 年にして共の人口が供，I JII しつ〉ある有様である。

今日一部先魔者の聞に都市へのか 〉る掛端な人口集中は資 本主義制度下に於げる鑓態的

現象であるとして、其の弊を論ぜらる〉向もあるが . 倫敦 Ｚｾ ､ｬＺ育の ｾｮ きものは別として 、

日本に於げる す若者11市に於ては此の傾向は向苗分のILll (  .  .;.;.1¥二する fリ? を); 11 らな いであらう。

×  ×  ×  

都市への人口の集中は、其の首然の結決として iri 域の蛾 j長を十日米するもので . 諸外園に

於りる質例はもとより 之を我が聞に 見 るも近時、l反京、 大阪、名古屋 或は京都の'J¥i域の蛾

大は貨に驚〈可きものがある 。 人口の集中と市域 の 繍大は自然環ｾ的の現象 であ るが 、近

代都市の特徴として此の二つの現象が更に特殊の二つの相反しfこ傾向を? とって異妖な護濯

をなし、惹いて都市の交通| 問題をー唐線維な らしめる結瓜 k なっ て出る 、即ち 次の二鮎で

ある。

都市中心部に於ける 立関的程遠

郊 外住宅地の具) ! J ，な設展

都市の商取引が繁激になるにつれて 、商業上の主要建築物が一部の 中心地に 集 中される

l - X 5 2  



のは首然であって、之が惹いて中心部の地f質の昂騰を来すも の も亦賞然の蹄結である J 命敦

の中心部に於てはー坪の地憤 15，000 闘に上ると停へられて東京、大医に於ても 坪 1，000 闘、

2，000 出l の地慣を郁へ る有様である。か〉る高償な 地上に建築物を建 てんとすれば経済上

から之を立慢的に 有効に使用 す る必要を生じ、此の要求が建築技術の進歩とエレ ベーター

の殻明とによりて具鰭化されて紐育 lこ見る如き 50 階 60 階の高居建築物を生十るに至った

我が園に於ては現在軒高 100 尺の制限を受けて僅かに 8 階に停められて居るが‘ ぞれにし

ても往時の卒面的な人口の集中以上に立腫的に敷僚の極端な局部的集中が市中心部になさ

れるに至った口

又一方か〉る rt 心部に於 りる極端な人口の集中は勢ひ住民の生活を非衛生的にし、火災

共の他の災害は住民の生活を盆 k 不安 とし. 叉雑沓騒音は都合人の示1[ 1 経を一層刺戟して住

肘に地えさ' らしむるに互つ1: 。一方交通機酬の殻達によって従来精 k 4 哩位を通勤宇径と

して限られて居つにも のが . 今日では 10 哩乃至 16 哩牛後の土地が同じ位の時間で達し得

るや うになっTこので. 多少生活に飴俗の有 る階級の人 k は怒って安静な郊外へ移り住むや

うになり 、郊外住宅地の瑳展は橡想外に蹟いものになっ 1: 。東京市の例に見るふ従来の

東京市が人口 200 寓であっ7こものを郊外住宅地、隣接111]"村を合同ーして大東京 i li となるや一

階 ＵＰＰ 高 の 人口に増加せる虫 ｮｾ 、如 何に郊 外住宅地が護展しつ〉あつにかが伺はれるので

ある。

×  ×  ×  

以上述べTこる女n < 、人口 の都市への集中 . 市域の被張と云ふ自然的な程遠は営然之等に

比例して交通量の増加 を* すが 、更に都市中心部に於ける局部的集中と 郊外住宅地 の分散

的瑳展とは都市の人口 、面積増加1の比例を越えて非常な角度で交通量の激増を来 しつ〉 あ

る。

1M以上の外に 、地域制の制定とか 、市中心部に於げる大百貨j占の集中 、般柴機闘の局部

的集中等、公衆の保健衛生乃至災害防止等の自然的 、人詩的の殻達、 illl J度が一面に於て古'1¥

人の交通を益 k 増加l し複鋭化せしめつ〉ある有様である。

×  ×  ×  

近代都市は地域iMの制定によって相互に聯絡を持つに地域の集合であって. 交通問題を

考へるには是非之等の]櫛絡闘係を明かにしなげればならない。今之を解り易 〈闘解して見

ると下闘( 次頁参! ! ( ( ) の如〈になる 。

I! Dち、都 iIi の中央部分に都市所勤の 中心7こる商業地域が瑳達し、之 に鎖いて工業地域が

禁生する。商業地域の周囲部には住宅地域が廻ら され. 又商業地域 と位宅地域と の中間に

は娯楽機闘を 中心と しに所謂盛場が殻達するであらう。更 に之等の郊外には閑静な郊外住

宅地乃至大公園運動場等が分散して配置され. 之等が手:j; 合さ れて始めて近代的の都市が形

成される のである 。

5 3
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大都市になると 、此の翠位

が数個集って相互的閥係ｾ生

す・る場合もあり、叉此の草ー

の組織のうちで相互的に非常

に大きく複雑なものになる場

令もある。

x  x  

今此の困解によって都市交

通の主な流れを考ふるに、第

一 に住宅地と商業中心地、性

宅地と工業地域との聞に毎 日

の通勤の矯めの交通が考へら

れる 。之は近代都市交通のう

ち最も特徴ある又最も主要な

交通で . 午前一回午後一凶、

一定め方向と 巾と を持った流

れであって所謂ラッシユアワ

ーを形成するものである。而

して jjij 者は都市の周園部 、郊

外部から商業中心地に向ふ向

心的の流れが多し後者[ ま都市の阿凶部より周囲部に向ふ憶!運動をなすものが多い。之等

通勤の矯め の交通と云ふも のは時間的に見て大関 1 時間以内に逮せられる事が; 必要と され

るであらう 。

次に考へられるものは業務上の交通で‘ ある。之は必す' しも近代都市として特殊に取上ぐ

可き交通でな〈古来都市として主安な交通であるが、日ft 近代都市に於てはそれが非常に複

雑となり 、且つ繁激になったにすぎない。即ち商業地域内に於て縦横に錯雑し7こ交通であ

って 一定の方向と云ふも のはないが商業地域内 の一貼から 一耕へ 30 分以内の時間で達し

千尋るやうでないといりない

貨物の輸送、食料品共の他物資の配給等も相官主要な交通であって 、殊に近来大都市に

於ては大抵中央市場の制度? とり之から全市に配給される有機である。従って共の交通は

工業地域から商業地域への縦貫的に、叉中央市場から各住宅地域へ縦貫又は周園部を通じ

て循王量的に最も急: 行を要するものである 。

次に述ぷる ものは者1¥"1↑i の活動的方面の交通では ないが、近代都合人の生活から 切り離せ

ない且今後盆 k 増加する傾向ある交通である。即ちその一つは娯楽の篤めの交通である。

' X S 4  



抑 制 、日行動見物 、音 楽合或ひは種々 の催物等の虫nき牛1J然? こる目的めつての外出は勿論の事

一 定の目的もなく ＱＱｦｴ 漫然なる散策にさ八近代都合人は 夫 ｫ 千 Ｎｷ ｯｾ 速しとせす るに 娯繁 地 帯ま

でI i Ｂ 掛げるのである ｈ 或ひは叉肝球 Ｎ ｉｫ球等の主 ｮｾ 運動競技見物の矯め Ｑ Ｐ 高 ＲＰ 高の人 ｴｬ Ｑ

を見る事は決して珍らしいｾｾ［ で はな し、。近代人 のか うしに似柴に劃する闘 心 は今日では飢

紫の Ｎｲ ［､ 固を こ え て 、 ｩ 合も Ｚｲ，ｾｾ 片中 毒者の ｬｊｾ ｪｪＧｾ づく むる女 ｮ < 、殆んど病的にまで進行し生前の

必要事 として考へられるに 至つ に 、

更にもう一つの傾向は買物の矯めの立通の増加lであ る。此所に謂ふ買物 とは純粋な必要

品の買物丈 で な し 多 分 に 娯楽をカI! 味しに買物を云ふも ので . 所 制 Shoppi ng である 。 従

列企fドーが; の必要 f日は夫々 の1 I 1J 内に揃って居っ て何を需め るにも !'If 内丈の 交通で不便は感じな

かつ に もの で あるが 、 現今では大資本を旅Ｍする百貨庖の 旅 出により 者 ｪ｜ｲ ｬ Ｇ ｪｾｬＧ 心部 、 周間部の

}i I. }住者 はも とより迷〈 郊 外 居イヰミ粁 までが些 少の買物にまで一. ' " 市の 中心部へ 出掛ける有機

である 。

×  ×  

車 電 函 路移 推 ノ

以上:tj¥市交通の主なる流れについて考

へ? こが 、然らば之等の交通に射して如何

ー

、
七

O

五

‘
五

三

λ

関

なる交泊施設が必要でめるかを考へ て見

7こい。古j¥Tli の交通路設としては先づ第 一

に之 主 宰の交通 Ｑ Ｇｦｴｾ輪迭する父通機関 、 三大

に之等交通機関 をして共の機能を充分に

琵揮させるに j d る道路 、及び之等交通機

闘と迫路との完全な連絡を間lる蓮IIJ 制 iE

此の三つである の

-

d

ハ

六

軒

O

九

本

X  ×  

従来都市の交通機酬として設も一般的

に月ひられ3 1 '0 こものは有軌道の路 間電 車

である。路面電車は全世界相官Jの都市 lこ

は桁んど全部設りられ . 賃金の侭1 1 ft と輸

送fit の比較的大なるにめに Tli 民の交通に

続する所非常にｾ＼鈴 ｫ 好成績に強荏ーし

っ、あつ? こ。

然るに近来大都市に於りる路面電車が

.5 5
1 X  

昭

和

七

年

度

昭

和

二

年

度

大

正

十

一

年

度

次第に経皆困難に陥りつ〉ある ftfi 向が見

へ現れる有様で ある。之は元来路 面電 車

え、一部に は早〈も路n ' lj 電車! 薮止論者さ
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の建設費が非常に高し普通複線軌道 1 哩営り 20 高岡乃至 30 寓闘を要し、且つ市域の扱

大につれて路紛延長が非常に増加lする割に牧入力; 之に仲はないのが最大の原因である o E L

つ其の速度も 8 ｾ里程度で近代都合人の時間に劃しての極度の敏感さに仲ひ得す｜一台の故

障の矯めに全線の蓮輔が停止する不安定さ、乗降の主主めに車道を横尾新しなげればならぬ危

険等が相侠って近代者11舎人 の略灯に通しなくなっ1こと云ふ のが副の原因であらう。

之等の原因を別にしても路面電車は速度が遅し他の交通機関と同ーの歩調の運行が川

* 守 、従つτ 路面に於て一定幅員を専有し路面の有効巾員そ挑める欠航がある。叉的 fi 音11

に於ては大きな曲線宇慨を要し. 街角を非常に大き〈抑除しなければならぬ不便もあり、

特に其の軌道商から穫する不快な音響、或ひは プ レーキによる餓粉の飛散等は都市街生上

から見ても甚fご好ましからぬものである。

×  ×  ×  

次に近時路面電車を脅すものに乗合自動車がある。乗合自動車は陥洲大戦以来自動車工

業の急激な進歩により、共の速度の優秀なる助、来心地よさ貼等が者11介入の晴好に J交じ、

今日では一方都市聞の聯絡機閥として餓道を脅し、又市内交通に於ても花形として各省'1lf li

の周園部に於ても中心部に 於ても非常な活躍 をなして居る。 {}j : し乍ら 乗合自動車はl l VJプJ?:>

ガソリンに仰ぐ闘係で、ガソ リンの安偵 lこ得ら れる米闘の主nきはzuとして、日本の虫n寺岡

に於ては其の賃金の非常に高い事が何よりの欠貼である 。殊に交通繁雑な都了li に於ては共

の操縦が上t較的面倒で、共の矯め安全さに於て相官の危険を有する事、電車に比較して輸

送量の小さき事、日IJ してガソリンで機闘より排出される瓦j析が街路の空策を汚染する事は

非常なもので、之も将来都市の交通機関 として理惣的のものであ るとは云へなし、。

×  ×  ×  

然らぱ将来以上二つのものに代る可きものは何かと 云ふに 無1山保電車を? 推しTこいと思ふ

無軌係電車は一二の払ーを除けば前二者の各長所を全feね1=近代的の交通機関と云ひうゐであ

らう。現在日本でい京都市の一部に試強的に用ひられ て居る丈であるが 、可成り好成績を

奉げつつあり、且つ東京. 大阪の雨市に於ても着々之が研究をなしつ〉ある D

無軌道電車は路面電車と同じ〈架線から電力を梁取して動力とするも のであ るが 、路面

電車の如寺田定軌伐を有せすＮｾさ策入ゴムタイヤを有する勤倫によって架 ｲｾ ｦＮ の左右各 ＱＸ 尺

位自由に進路を換へうる装置になってゐる。

今之を前述の路面電車、乗合自動車と比較して其の長短を考へて見? こい。

先づ路面電車が共の軌道建設に複線 1 哩首り 20 高閲徐を要するに針し之は 7ことへ道路

主ili 援を負推するとしても 1 盟賞り 7 寓闘もあれば充分であって将来の保修費も従って非常

に小額で演む ， 叉路面電車は路面 の一定幅員を専用 するｾめに軌道法により少〈とも ｌ 問

巾を要するに封し、之は 8 間以上の道路には道路巾員を摘張する必要なしに蓮行せしめ得

られる 。且つ進路を自由に換え得るが故に 、路面電車の欠駄にる僅か一台の故障の矯めに



後続車側全部の停車を来す慨れもなく 、乗客は歩道ーから直接乗降11'，来る長所がある。叉謹

訣車輸をwする事とて路面電車の如き! 県音 { f 穫する事もなく乗心地も亦非常に良い。

ミチくに之を乗合自動車に比較して見るに、動力 として電気を用ふる事故動力費が非常に{韮

少でがf{ J 利結がある。現夜日本の相首の都市に於ては大抵電気事業は市営のものが多いが

電力負荷卒均の拙から云つでも 、其の交通機関に電力をすてて高債なガソリンをmふる事

は決して得策ではな L 、。ガソ リンに 封して最も女子僚 ｩｾＺ { f 有する米閣に於ても 電車の一 阿乗

車賃金 5 1111 に1'i し乗合自動車は 10 引11であり、英国に於ては電車賃金の 21日乃至什汚 、米

京、大阪 、京都等の現欣に見ても乗合自動車の直問料金制臭算すれば矢張り電車の 21f V-l .':

に相官; して ゐる。 FI. つ乗心地 の駄に 於てもガソ リンエンジンの加き不愉快なる振動や脅さ専

なく 、繰縦も遥かに簡I f I.で笠: 全である。務長に乗合同動車の虫f I き息詰る やうな瓦j析の必臭を?

捌 ｴｉ Ｎ Ｂ し ない事は古 ｉ ｜ Ｇ ｾｩ 衛生の知から見て最も重要 Ｑ ， ｮ 出て司ある。

×  ×  ×  

以上路 ｬ 印Ｎ電車 、 乗合自動車 、 実ＡｾＱ� ｌＱ 阪市平 の 夫 ｫ 特徴を比較し ＱＺ が 、今 後之等が者 ｉｬｩｬｩ の交

通機関として如何なる分野を有す可きかを考へて見にい。

高速銭道の設備なき大都市、京ぴ中都市に於ても朝夕のラッシユアワ ーに 相官過大な交

通量ある場合には、輸送量の大きな路面電車か前述の欠鮎にも 拘らす術主要なる交通機関

として 域るであら う 。 併し乍ら東京 、 大阪の 虫ｦｊｾ大都市に於ては高速鍛道の完備につれて

路商電車は其の使命の ー 部を高速鋭迅ーに訪れ弐 ｕｾ に ｩ 践をひそめるべきである。併して之

に代って市中心部及び共の周問部には無 iリL係電車の充分 なる殻迷が望ましし、。叉栄介自動

車は郊外住宅地と者11市周I"，'j 部とを連絡する如き. 相詰長距離に r ( り交通量比較的粗なる 所

に大いに用ひらるるに至るであらう 。
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之まで述べ? こるものは凡て路間上の交通機闘であるが、路而の交通は之を週十る街路に

よりて制限を受〈るものである。然して迫路は近時者11市計撃の根本問題として7EK改良蛾

策 されつ〉ありとは云へ、決して必要に悠じて無限に蹴 j長され得るものではなし、。 地債の

昂騰及び蛾張工事の困難等の篤めに 、必十一定の限度を有する事は明かである。特に市中

心部に於て此の困難は最も甚? ごしいものがある。従って路面交通機関が増大するにつれて

道路上交通の混雑は fnt k 増大し、各交通機関が共の充分の機能を殻wし能はさ' るに立到る

事も亦止むを得ぎる結果であ るo 現に 海外諸者11[' ト・に於ても 、日本の各大都市に於ても、年

k 1. HI汁Ji ' i 十撃による道路改良工事を進め乍ら向各交通機関は忽ち飽和j仏態に達し、混雑の極

交通の安全は 危険に瀕し、 交通機闘の最大目的? こる速度は次々遁滅されつ〉ある有核であ

る。郊外電餓或は鎖道の護遼によりて 、遠隔の都市より都市へ 30 分にして達し得られ乍

ら、一都市内のー鈷よりー雲市に 1 時聞を費して向達し得ぎる矛盾はしばしば経験される所

である 。此の近代大都市の困難を救ふものは市内高速餓道の完備に待つ以外に方法はない

のである口
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都市の高速鍛道として地下若し〈は高架のいづれを選ぶ可きかは 、可成り重大な問題で

種 ｫ 論議される所であるが Ｎ 今高架地下雨 ｻｊｪ ｾ の長 所短所を比較して湾へて見 ｔ こい。

高架線は其の建設費 l 哩首り約 100 高闘 を要し、之営地下約!JI 建設費 i 哩蛍り 200 ｾｾ毎回乃

至 230 寓闘に比すれば非常に低廉なるかの如〈考へらる〉も 、之は. t 互に構築設の比較であ

って、地下線に於ては相営 II J 員以上の道路に於ては何等巾員の鏑張を要せぜるに反し. 高

架線に於ては構築のｾめに道路 巾 員を蛾張しな η れ ｬ まならぬ。此の用地費を考へる場合に

は必十しも高架線が非常に低廉であるとは云ひ得ない場合がある。

次に工事の難易を考ふるに、之も高架線の方が地下工事に比して準かに容易で あ り、且

つ工事期間も短〈て済むのであるが、之も市中心部の交通頻慾の場所に於ては、地下工事

は路面覆工によりて従来の交通を遮断せ守に工事を進め られるに反し、高架工事には必す・

路商の相等巾を遮断しなげれば工事が不可能となる の欠貼がある。

叉完成後の衛生以態を芳ふるに 、 従来地下織は宰策の沈滞摂 ｩ￬ｲｬｬ の矯め 、 甚 Ｑｾ Ｇ し〈乗 客に

不快の念を興へ 、叉f$i 菌の繁殖により非常に 衛生上有害なりとし、之に比して高架線が非

常に明快且衛生的と考へられ来つにが、現在の; 状態から考へられる所では相営の換策設備

を設〈れば、之等の欠黙は充分除去せられ得るの である 0 13我が閣の如〈夏期と冬期とに

於て外策の温度に非常な費化ある場合には 地下餓は夏M冬期を通じて比較的均一の調度

!I J ¥態を保ち 、乗客従業員に快感を興へうるの利弘li も見出されたのである。

1f;J 高梨線が一定の rlJ 員を限定される迫ー路上に構築せらる〉場合、迫ー[ 路の美視を} 員し、 きど

迅ｾ阻害し 、 叉［￦［持により不愉快な燥音を穫し且つ街路の採光等部ｦｉ守する等の欠黙は地

下線に 於ては完全 に除去しうるの利思ti があるコ

之等を綜合して考ふるに 、地償の比較的高し現在既に多量の交通を有して 、工事の篤



めに之を遮断する事の困難なる市中 心部に 於て地下械を? と り、比絞的自 rJ Iな道路r( i 員を得

られ 、 ｚＵ 気［伏態も比較的良好なる ｔ ｬｪ ｬｾｩ ｊ ｉ 詞部に於て高架線を採用するのが最も過営ではな い

かと思はれる。

×  ×  ×  

近予I < i 郊外住宅地の異j伏な護逮に仲ひ . 郊外電餓及び近錦織遣が都市交通の一機闘と して

寄興する所大なるは一般に認めらるる所である。従来i路面にて乗入れつ〉あっ仁徳めに比

較的市外周部に終黙を持ってゐ 1=郊外電鍛の地下又は高架による市中心部近〈への乗入れ

し 近 郊餓道の電化とはー屠都市交通機関としての機能を完備せしめて来Tこが . 更に之が

者[1市の高速鍛迅ーと充分な連絡をなしてー居完全な利用に達せん事が望ましい。

×  ×  ×  

向此の外に都市の交通機酬として近来非常な激培をなしつ〉あるもの に自家用乃至 タク

シーの自動車がある。之等の年々の増加率は驚〈可きも ので. 従って都市の交通問題に大

きな脅威を輿ふるものである 然し之等は共の費用の高債な思!i から一般大衆的の交通機胡

ではなし従って交通機闘として其の得失を論争るよりも寧ろ之等営通す・る道路を主眼と

して諭す' る方が埴首でゐるやうに思はれる。

×  ×  ×  

以上各種の交通機闘に就いて述べ? こが . 交通機関が幾ら殻主主しでも之を過す・る道路及び

道路と之等機: UJ との悶滑な連絡を司どる運用が誼首でなげれば高金な殻達は期待されない

都市の道路は交通問題の長も主要な題目で、夫々専門家によって一般的論議はつ〈され、

叉着々夫々の機胡によりて改良されつ〉あるので、此庭には一般的の論議はさけて唯特殊

の一二策イJl 、7こ鈷丈を述べて此の杭を格り 1= いと思ふ。

×  ×  ×  

先にも述べTこる如1¥、限られ? こる道路幅員に劃して始んど無制限の交通量の培加、 殊に

自動車の氾濫は、現在邸に 交通の危険を招来し叉自動車の有す る速度の非常な遮岐を来し

つ〉ある。紐育市に於ても此の自動車速度の涯減は相官問題となれ之が封策として共の

中央・公圏内に横断I通路のない自動車専用道路を設け 、叉は リパ ーサイドの自動車路を設け

?こりして居る。東京に於ける昭和遇、大阪の御堂筋の虫f I きも一部自動車用の高速度道路を

考慮し? こものであらう。

高速道路は市の周囲音11から中心部を縦貫して 、主要な交通の流れを考慮して配置 さる 可

きもので 、道路幅員は一方向の車道に少な 〈も 自助率 4 輔分を要するであらう。即ち其の

+1 ] 桝分は停止自動車に 、1 ｾｩ 刷分は他道路へ方向を 盤、 へる自動車の作機用に、他の Ｒ 輔分

は直通の自動車の矯めであるコか〉る高速道路には勿論路面電車の如き速度の奥る 、従っ

て路凶i { t > 専用する如きものは挫りなげればならぬ。場合によればか〉る道路には自動車の

停車を禁じ停車は凡て横の小路に限定する事も考へられる。

然し乍ら 他道路 との卒商交叉がfj えす る限り 完全な高速度道路 とは云 はれ なし、。 即ち各交

χ 貼li 1tj; に停止して、 ヨど〉くする他の道路の交通{ t >fs1こなりればならなし、からである o 之に封
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しては既に米間に於て二軍迫t 各の虫nき理想論が相賞具鰭的な |問題 として論ぜらる〉棋にな

って 予10 こ 現在日本の都市に於ては収設建築物が紐育市の夫の-!m< 困難な J伏態に達して居

らない のであるか ら、今から壇賞に迫t 各の配世が考慮さる〉ならば 、か 〈の如き不向然な

る設備を必要としな い でが ｦ ｴｊであらうと思はれる。高 ｩｩｬｩ 迫路は路中 ｉＧ ｬ ｾ の蹴 ｪ 長 、 路 ｬ￺ｩ 交通機闘

の終J . ! I l . の外に、更に遁世? なる うど通信鋭敏世の採1 - lj によって必十しも立憾交叉をしないでも

相官; の成献を恥げ作られる 。即 ち一つの交叉史t J と次のうどX 'Y}i との作止信 枕が、l I . i Lじする向

動 llfの平均速度によりて J&nwJ されるやうな装置にして世けば 、相首長い同織を作一11:するヨ;

なしに走り得る のであ る。

×  ×  ×  

次に之とは全然異つに意味から純粋の徒歩者用の迫- 路を考へてよU こし 、。元来人rLl J は天然

自然に歩行と云ふ交活機闘を興へ られて} 古 るのであるが . 近来事11命生百11に於ては此の便利

な叉健康的な機闘が徐り使J ri されて居らない。

勿論7) 7 行の辿度が 1 r時間僅か 3 1盟程度にすぎす . 現存の如I <者Ili li ＪＱＨｩｾ＠ 15  1!11 l に近し i li

rll 心部丈でも字。ff 5 - 6  ｉｾｮ に達する 有様 では 、 歩行を以てしては時間 ｬ 的に非常に不経掛且

つ不便となる事は明かであるが. かうしに嘗然の理 rJI の外に次のやうな理 rl lからも不世に

ｪ 足りさ れて肘 るのである。 即ち現在 の 道路は一般に車行に 主 Ｑｉ Ｑｾ ｻｦ置きすぎて歩行ｾｻｦ従と

し、 ［Ａ� 道 ｲ ｬｊ が非常に挟〈少しく歩行者が多いと文字通りの肩 ｫ 桐丹 ｬ ｾ す ｩ 伏態である。叉車道

は ｚｉｬｩ 接されてあっても歩道は ｾｉｨ 接されて居らない部分も多し盛［吹を被り自動車の必瓦 ｪ 析

を受け 、雨や炎天に射しでも何等の庇誰 b Ｑｾ Ｎｲ， ｾ、 。殊に都合人の時間に制する必要以 上 の 過

.f:j'J. さは時間的に賄んどイlI J2J;-; 利得ないやうな 短距般に劃してまでM等か他の交通機闘をJ I j ふ

る有綴である。若し非常に気持ちの良い、自動車其の他の交通機闘に制されない前 k とし

に歩行専門の道路が設りらる〉ならば 、健 康の上から云つでも感 じの上から云つ でも 、叉

宜用 のおii から 見ても 一般歩行がもっと前用されるであらう 。

ｾｊｾ 繁地倍 、 ｓｨ ｯ ｰｰｩｮｧ 地 帯等に於ては 共 の性質上歩 行が主なる 交通方法となる誌は首然

で、且つ官業者も花容に歩行し易から しむる矯め 、街路等に相営の設備をなして居るが 、

吏に逝 DJ交通に於ても- 1 5 ・安11外電餓総1111叉は停車場等より尚業 " 1心地へ向げて附業辺路の裏

側に jt皇賞な 2歩行道路の設けが欲しし、も のである ω 即ちかうしに迫絡には車行を ff じて五分

な歩行商を* l へ. 今日の道路によL るやうな rlヨ詩的の ものでなく、心から柴しめる充分な並

木 、芝生を配し? こものであり? こい。叉場合によってばかうし1=道路の雨側建築物には軒下

] 開通りはア ーケー ドにして 、f:f:i や炎天に劃して歩行者を庇ふ充分な設備を制限する 可j;:も

考へられる事である 要するに現存の道路は後りに無 ｬ 川ｾｾ燥なものである 。

1M内定中心地の路 IIJ の充分ならさ' る小迫t谷等に於て 、無理に事行の矯めに Ui Ji llJ を取る

?こめ歩迫ーが司 l 諦丈の IIJ 員より取れないものが多〈あるが 、か〉る場合には車iiiーを 一方向に

限 定し ｴｶ 道 ｉ ｉｊ は充分なものとしにいものである。自動車による Ｑ ブロックのｩｬＺ ｾ Ｑ Ｑ は時聞か

ら見ても手間から凡ても決して大 しに損一夫ではな 〈、 此の話 めに歩行者を犠t ' 1ーにする1: J i は

好ま しか らぬ事でめる。( 完)
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「理 想 都 市

田 信武

この一篇は、イグリー後県知l時 ! ¥の各建築家カヘ如何に占|叶i の柿気与| 警 に絶大の閥心を

持ち、そ の時代各般の諸t条件に針して合理的なる「理想都 市」の出現を期しにか 、その努

力 の一 片を ｾ［ｬｬ ら んがにめに紹介せるもの Ｐ Ｕ ＵＲ し、その規模に於いて狭少、そ の 地設に於い

て不備なる常時の理想都市を以て、直ちに 目下の要求には JriJ!; す・ぺ〈もない りれども 、建築

家針者lli li fi 十菱なる見地そ の もの よりする時には 、幾多参考となる首j が存在する段に思はれ

る故、本誌「都市計叢枕」稜刊 を機とし 、“ St 'i dt ebau，1929" ｾｾＱ＠ G 巴ory Ml i nt er 氏の論文

を' 1' 1' 子として . 書 きあ らはせるも のである 。

第 15 世紀、都市は 、次第に完成され来つに火砲に釘して防禦の方法を誹l ' るべきがI しい

大問題に逢着し1=。

数世紀問、要s J f f ，に塔 を築い fこ城壁の 中に fii UJ長・ の夢を おiんで居7二人 k はこ の火砲の瑳見に

より 、 今 迄 の防ｾｾ の 方法を放菜す べ 〈飴儀な〈され Ｑ］ 。 こ の 新しし、攻繁武片品 ｬ こ劃する引 ｾ ｾ長

ある防禦方法の成否が、直接に、 都市に{t tJ 人 の安否に閲する故に 、専門家・素人を聞は

すこの問題の解決に努力しTこのも不思議ではなしこの時代の知識ある総て の人k が合1: 1

的な都市形態の考察に頭{ f 悩まし1= こと も嘗然である。

新しい論旨{ f J;J .、 て前動す る口 その原 因はにと へ甚1: . ' 特殊なものであっ? ことは云へ . 過去

の時代の 人 k とは、内的に は完全 に別に形成されに 人 k 、即 ち、復興期時代の 人 k によっ

てのみ、こ の新しい都市形態 、完全 なる理想的都市の問題を斯〈根本的に斯〈革命的に考

へる こと が可能であっ仁 o ｉｬｾ 裁 の 生活に於いて重大な暫的匙歩を意味する総て の ｪｊｉＮｪ々の

時期は . その深き棋をその前救世紀の中に 持って居る」 と、ハンボルトも 云 へ る 通 れ 我

k が この全護展を見通すならば、我々はその根源を温かに遡って . i直いこ十字箪に求めな

りればな らぬ。十字113 : は寧に教合 ・宗教的分肘一一人聞が基皆教に到して Il i める位世は全

然別イIli lのも の とほった F ー に 止 らす、経1怖が] ・政治的・ 枇舎的 ・科事的分 jlf' に及ぶ: ; J J  ｾＱｴ｜＠ 1.、

革命を鵡f らしに のである 。

経情的革命は 、先づ自然維がfか ら金銭経済への推 I多、従って l告j 業の勃興てーあり 、政治的

革命は 、閤民的な自我観の出現. それは園家的生活を次第 に敢舎の勢力闘からヨ i き去り 、

国民の自 由 を保持しにものであ り、枇 合的革命は Ａｾ ｊ か ｩ こ考へる市 民屠の現Ｚ降に 般ぎし、 三 大
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第に重大にE 樹立的になり来つに同家をして自由と樺ブj とを得せしめ? こものである。叉、

科皐の進歩ーとしては、特性i科診重に数与3及びそ の極の分間' に於てなされに張桜であっ? こ 。

純、てのこれらの鑓ｪ｟ ｦＢｾ 全憾として閥察し 、 その核心 ｾＱ 闘￹Ｇならば 、こ の時代は 内的な重

心 ＧｦＧＺ ｊｾ 11現 世11 fこ"，1]. ぴ判ち 予fiil こすべ〈努力し、基作教の "?! d!!:" から 意 識的に自己を1切放

し? こことにある。この救命の隙戚から 、漸l時内的にも外的にも j併欣されに ことは、 11日人 の

内的な教養に向山 の特質を提供する のに止ま らす. この特' j f ;な 殻 展の品目巣として 、我々は

人llil が11M人と して析しく立上り、人 11I1が彼の椛 ) J への意識せられに努力に就いて彼自身の

X V I  i止f: e ( 人口 15，000)

X l  Ｗ Ａｊ ｾ 豆 ｘｖ 世紀 Ｈ人口 ＸＷ Ａｊ 歪 ＱＰ ， ｏｊＸ Ｉ 18505，三〈人1 =142，αXl )

第 Jt歯i ジ ユ ネ ー 7 ' 霊長 以 凶



1920  1下

第 21刈 ジコー下一プ ｆ 毛皮 ｬｩ ， ｾ ｬ ( 2)  

間値及び彼自身の自由意志を知ったのを見1: 。

復興期はこの程展の押しき最後の戦利であった。 それは、恭仔教的償値の憤値i j ( ! / ，¥換であ

り、その試みは、線、ての方法 、組、ての智識、線、て の天 : } - を以って企てられ? こ反封筒値の獲

得であつ に。ぞれ こそ、民の生前であり、生命の勝利であり 、純、ての高き美しき優れ? こる

物に劃する大き な肯定であった。斯かる運動は如何なる場合にしろ作筒的に行はるベ 〈も

な し 人 間 の 生 活 本 能の裡に深い源泉を有す るも のであ るが故に、これは最も大事い意 義

を有する革命であつに。

宰間的構成をその時代の文化の象徴 として表はすべ 〈召集されに建築家にとっ ても、斯

かる文化の様底的鐙革は大きい 印象であらねばならなかった。

2  

イタリ ーの理想都市の研究家の中最初に現はれにのは、アルベルチ L eon Bati sta A lberti ， 

( 1404- 1471年) である。五P . :忽都市の計撃に就いて岡の形で越され? こ彼の作品は一つも銭つ

ては 居な いが、彼の「建築十書J の中に理想、都市に針する序Iltl が程表さ れて居る。彼の「建

築十書」即 ち“ de re  aldi 日catori a li bri  X " は新しいヰトルーヰ ウス、即ち 、ヰ トルーヰウ

スの建築十蓄の如〈 建築の線本原理を樹てんとして警かれ? こものであつに。彼fが者fli l'i 計霊
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に就いて述べ1: 所のも のは宮際的都市計繋 に1討する科政であって 、理想都市 として一つの

回定しに形を輿へて居 1，n 、。

然し乍ら 、 彼の都市 の Ｑ 奇跡に就いての考へは鳴くに ｊｾ りる ｯ ｾＩ Ｎ主は設し 「何路は良w: で

あってはならない。 ぞれは 7]¥. の流れの様に絞 < 1由州して居な りればならない o 斯かる場令

官liI /.(の建物は硯紘に剰に世かれる故 、 その '，1ミ聞を眺 め易 し 且つ . i'l il 勾f践に際して都市の

防1卯こ有利である」。と。更に . 11主は町場 lこ闘して 、その縦横の比、 その 」立ささと建築の高

きに就いて述べて 居る o 勿論伎は院特に云へば理想者I¥i' 有の研究者 として数へることは1 ' 1'，来

ないが 、彼の著書「建築十君主」が後代の理惣都市の研究 に大なる i』悦呼を何時八七ことは持1 - 1

すべきである。

第 ＳｉｩＮｾ Ｑ ロ ー マ l' iazz :L del  ( ':l lllpidogli n  

3  

フイラレテ F i larete ( Ant oni o  Av er ulino) は理想都市なる論旨に就いて研究しに最初

の人であっ ?こ。彼は アル ベルチと同時代の 人であって 、]-1 ;') 5 年ミラノに来て 、此底で多〈

の建築に従事 しに ，彼の設計 しに 、理惣都市は正 8角1 R形で、 11'央に矩形の前壌があり 、

その長溢の雨側に二つの 小成事がある( 第 4 闘) 。一つは食料，: "，1資場 . 一つは普通のi li 壌で

あっ て、 それ らは列 [1堂によって悶まれ 、共庭 に於いて各障の商品の賢買が行は れる 。公
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共建築物はこの庚場の周闇即ち都市

の中心に建てられる。彼はその都市

の中心に正方形叉は闘形の前場をsi!

へす' して、 三つの矩形を興八1: りれ

ども、ぞの求心的都市形態は全〈斬

新 な 試 み で あ れ ぞ れ が 後 程一段 と

殻展して種 k の形態を構成せしむる

基礎を下すに大いにカがあっ 1: ので

ある 。( 第 4 闘)

フイラレテが斯かる都市卒商の着

想を 何ｾから得＿こ のであらうか ＿こ

れには色 k の解答が輿へられ、或は

その総てが考八られるも のであるか

も知れなし、。第ーに考へられる のは 第 4 間

彼の古典重芸術への心酔である 。即時彼が古典時代にまさIする心酔から、パンテオンの如1< • 

ミネルペ・メデイカの紳殿の虫n< 、その都市の中心を古典建築の完成として見? このではな

からうかと云ふ黙である 。

更に考八られるのは、彼のヰトル ーヰウス研究である。彼の時代には未ピヰ トルーヰウ

ス建築十書の イグリ ー語講は刊行されて居なかっ 1: から 、それに闘する智識を宗寺本叉は口

停によって得? こものと，思はれるけれど。

ヰトル { ヰウスはその第三書の第一主主に、重芸術的作品は人鰐の如〈方則性を示さなけれ

ばならないことを設いて居れ斯かる意味に於て 、 正方形Ｎ阿形等は甚ＱＮＺ重要な意味ｾ持

って居1: 。更に 、ヰ ト}l- ーヰウス の第一書に、新しい都市の街路計撃に閲する記述を見出

される 。彼は風の方向 を重要な 因子となし? こが 、彼の考八によって一つの理想都市の闘を

議 < Iこは飴りにもその記述が充分でない 。ヰ トルーヰウス の設 〈所に依れば、風には八つ

の風があり 、 それは 8 角形の各角黙が表はす所であって、何匡はこれら八つの風の害悪を

受げない様配置きれなければならなし、 。即 ち. 二風の聞の角を通じて、大路 ・ノj 、路の方向

を定め様とし? このである。 ( 1 " 建築事研究」第 38 銃所載 ・森田慶一氏蔀「ヰ トルーヰウス建築

十書」参照) 。フ イラレテは彼の帥とするヰ トル ーヰウスを理解せんとし、そして彼の理想

都市を一つの中心黙から護展せしめにが故に、一つの求心的な計聾を得7このであった。事

賞 、叉、ヰ トルーヰウスの轍課者も 、少〈とも大路の配置に就いては求心的な都市営、ヰ

トルーヰウスの理想都市 と想定しに のであっ?ニコヰ トルーヰウスは必すe しも斯かる求心的

な街匿を考へ? ことは考へられなし、。車に. 街路の採るべからぎる方向に就いて述べ? こので

あつにが、官時に於ける規範、ヰトル ーヰクスに閲する誤解が既にフイラレテ に始まつに
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としても係しなに足りなし 、。

斯〈して 、彼の理想、者II i ' 行は星形を示しに。ゑl論 、ヰ トルーヰウスは直ちに星j伏都市ーを理

想、とし1: のではな いD フイラレテがヰト ;1 ーヰウスに依って示されに都市防禦法を、蛍時

武務は進歩して来1: けれども向採り得ると考へ‘ 同様な解決を企て 1: のであっ 1: 。

稜鐸の現れたのは 14" 60年から 1480 年頃の事であると考へられる 0 ・フイラレテの「建築

則」が書かれた のは 1464 年で あるから 、彼は都市ーの防禦問題が伎に論議せられに時代に

生きて居? 二こ t になる。それ故に、彼は. ヰトル ーヰウスの設にも、その時代の技術にも

双方に正し〈 合致する様、都市の閏廓の形を興へ1: 。即 ち、ヰトルーヰウスカ; 城壁を守る

ための側勝を 、彼は星形の問廓の出隅に配置され? こ城壁を以てこれに代へ? このである。

11:主の計繋の扶黙は主にそ の笠間的構成にある 。都市の中心に 三つの知形庚場を設げるこ

となどは殆どｾ間的に形遣り難いことである。まして、こ の三 つの庚場へ ＱＶ の放射 ＱＱ 火の

道路が集るなどは、美的に 見 て全〈出来得べからさ' ることである 。

しかし、 フイラレテのものほ ど後代に多〈 の影響を興へ七百|持ーは他に 類を探すことは H4，

* ない。

4  

フイラレテが「建築則」を書〈ことを企てて後 30 年、 Nぴ同様のことが、フランセス

コ Fr ancesco di Gi orgi o Ma r tini Ｈ ＱＴ Ｓ ＰＭＱＵＰＵｾ ド Ｉ によって企てられ亡 。 フランセスコの

著作は七書に分 れ、その第三者の初 めは都市の建設. 後* は柱の規範に就いて述べられて

居 る 。 勿 論 ど の 建 築 則 に ふ 粧の規範に就いては多〈の記述がなされ、 者11市の建設に闘す

る記述は飴りにも短いも のであることは想像せ られるが、 事官フランセスコ の著書: もそ の

例に洩れなし、。彼の著作に於いて、 者11市に就いて述べ られた底は n(t 二三の方} l IJ に要的せら

れる 。

都市の中心には大既壌が置かれる 。 この庚場は最も腕くしかも最も 立 i庇 で あ れ そ れ に

ドーム

耐して、堂舟ーと立法院、これに向ひ合して、取づ| 場そ の他の公共建築物が置かれねばなら

ない。浴場・劇場・教舎は定まった111 . 1 所にではなし都市の各所に過賞に分散して撞かれ

る。その全鴨は宛も人悼の機構を示す如I ( 理智的の方則に 従っ て配置されねばならなし、。

フランセスコの計撃しに理想都市はそ の大綱を次の三つに分げることが出来る。第一、

放射型都市. 第二 、山嶺都市、第三、格子型で都市が即ちそれである。( 第 5 闘・第 6 園)

フランセス コは 1480 年頃ミラノにあって 、 スフオルツアの書庫に於てフイラレテの述作

を誠ん? ごに違ひなし、から、彼の放射型都市は明にフイラレテの理想都市に出費して居ると

考へられる。勿論、細部は徐り にもフイラレテの と相距っ て居る桜に見えるから、或はこ

の立論に人は疑を挟むかも知れなし、 。 しかし、フイラレテの著作は 、フランセスコがミラ

ノにある聞に見る こ となく過すべ〈あまりに事新し〈 且重要なもの である 。
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第 5 凶

第 6 闘

彼によって計査されに一つに 「山嶺都市J がある。こ の考へはプラト戸 の思想から出費

して居ると考へられるつプ ラ トー の「方則」 小中に、これに開係ある 章 句を見出すであら

そしてその中「…… 寺院は、市場の周囲に建てられ、金惜の者In行は同形に!う白日〈、

あらしめ る。都市の安全 と美観と のにめに。11日人の家々はか〈て同じ高さ.央程高¥1 !

同じ様子で、街路に沿うて宛も 城砦の如I <、 都市全樫が単一の壁悼の様な有様となる様に

自主? 繁しまさ十には捕かない。 そしiきられる。都i- l1全開が一つの家の如〈見えることは .

て 甚 ｴｾ よ〈監硯し得て Ｎ 都 市 の安 全を 計 ることが出来るで あ らう・… Ｎ ｊ e。都市が闘形の

街 区 Ｍｦｦ Ｚｪ ｾ ｊＧつぺ〈 、 叉山に位置す べ 〈 設 かれて 居 る の で あ る 。

67
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第三の格子型都市はアリスト テ レス の有名な章句 (“ Pol. " Vl l ， 11) 、又は、ヰトルーヰ

ウスの建築十書に深い関係を持 って居る様 lこ思はれる 。



5  

フラン セスコに組し、て . こ の1111題 を研究し1: のはペルツチ Balclassarre Peruzzi  ( 1481 

ｾ ｬ ｾ シ エ ナに生る Ｉである Ｈ 第 Ｗ 凶Ｉ 。ペ ルツチはロ ーマに於て ブラ マンテ の工房 に働いて 居

ト 首 時 同 じ く ブラ マンテの工房に

働いて居Tニサンガルロ Ant oni o c1i  

San  Gal l o il gi ovan巴 ( Ant oni o Cor- /  

c1i ani ) に避遁しにであ ら うと考へ ら

れる G 後年彼は聖ペテ ロ寺の堂母 の

建築家としてサン ・ガルロと共に任

，

N

J
ト

ー

‘

命され? こ のであっ? こ 。サ ン・ガルロ

I! Dちコル デイア ニは子台ど ペルツチと

同年輩で ( 1485- 1546年〉彼も亦 ペ

ルツチの如〈後年は殆ど すべての首

時の建築家が さうで あっ仁枝に築域

術を非常に熱心に考究し? このであっ

? こ。等ろこ の方面に於て 主な る百行動

をしにと 云つでもい〉であらう。彼 '¥ "  

が理怨都市について研究しにのはべ

ルツチと共に居? こことが動機とな っ

r  

， 

， 
， 

f‘  

‘
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・
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第 7 闘 ペ ル ツ チ の 迎氾! Ki¥市

?こも のか' 否かは未定である 。 しかし彼の計主主は前主l ! ; の持計誌 とあまりにも相似たる 故に、

コルデイ ア］が彼の放射型 ￰ｬｬ 市を澗創し＿こと云ふ事は 法 ｦ ご云ひ難い事は雌でーある Ｈ Ｑ［｛ｾ 8 1前1)

殆ど この時代に成 る一つの理想都市の困がゲ ーミユー ラー H . von Geymi i l l er の著作、

“ L es du Cercea u"  ( 1887) にJ伏められで

あ る。 ゲーミユー ラーガこの闘をフラ ・

ヂオコ ンド Fr a gi oconds のf乍とする の

は恐 ら〈正しいであらう 。そ れ故に直ち

に之を我 k はフランセスコとーしょに考

Yφ， 

、/""/

1  ン • 毛ι "凶:1-〆C八ぺ，

第 8 闘 コ ノルι ヂイア ユの王 州 ｬ明 ｈ 氾惣 ￅｾ 協官可市 ￯-

I X  6 8  

へる 。フ ラ ・ジオコン ドと フラ ンセスコ

とは共にナポリに於て 1490 年頃仕事合

して居り 、 そして フラ ・ヂオコンドはフ

ラン セスコ のために彼の著「建築規叩」の

一つの潟本を作 れ そ の 挿 闘 を も 浩 っ て

Ｉ［ｾ Ｎ る のであ る 。 か〈の虫ｦｉ < フラ ・ヂオコ



ンドはフランセスコと直接に闘1係系が深い故に彼彼. が

理想者都11市市‘ について何等かの研究をを? し? 仁: とすれぱ、

それはフランセスコの「建築規範J と刺激され? にこ

ものと考へて謬りでで、なしい、、o このフラ. デヂ‘ オコンド

の作と云はれる理想

k の理1想惣翌蛍、都市の費展に非常常' に深いカか》哨bか》はりをを? 持つ

ものでで. あることは直もに集 の付付‘ 〈ことでで. ある 。

更にこの闘は後にヅ・セルソー J acque Andr out  

de Cerceau によってもコツピーされて居る 。

第 10悶 マ ル チ の 迎 想 都 市

第 11闘 マ ル チ の 王 理 想 都 市

角ti 9 随I ;:/ ・セ ロ ソ ー に よる君主し

ｉ ｾ＠

， "、

1J S/ 心

』、

ほほ'1540年 頃マルチ

Fracesco di Mar chi  

は軍用建築について著

作をなして居る 。 ( Di

Mar ι hi  "Del l a 八rchi -

tectura mi l i tarピ" Bres-

cl a， 1599)  

この法大な素材を

つの規制から眺めると

マルチ の員一| 聾した都市

は二つの系統に分 たれ

る。 その一つは放射型

都市であり、二は格下

型都 市である D 更に この他に第三の

系統に JIJ する 都市があるこれは前者

ほど重要性は持Tこないがその特製性

放 に観察 する債値がある 。

彼 の放射型都市中最も重要なもの

は 12 角型である( 第 10 圃) 。第二

の裕子型都市として彼の号|萱したも

の には、阪|を外接せしめ得る整形の

もの と( 第 11 圃 ) やや長自のものと

ある。扶，J r tsを多〈用ゐ棋 とした主 云

ふ事以外. あまり特此な鞘はない。

6 9 は
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第 12間

働 ミトーf

吐/

Ａ ｾＮｊ ト

¥ . "，書

iJ.."r ‘  

第三のものは、やや

長自の八角形の卒函に

戸I流 と平行 にS 字型の

街路を配しTこものであ

る( 第四国) 。ャーンス

はその著 ，'Geschi cht e  

der  K r i巴gswi ssens-

chaf ten  に於て、 この

マルチの築峻を防禦の

術に闘する仕事が直接

にアント ニオ・コルデ

イアニと闘係めること

を考へて居ないが. - q } レチはその約 30 歳のとき、 1537 年法王ポウル三世によって新し〈

ローマを防禦する 披を作 るべく任命 されてローマへ来? このであっ1こ。首時の建築はアン ト

ニオ ・コルデイ ア= がなして居り . 彼は マルチより 約 20 ;成年長であっ た。マル チは彼の

著書の中 に於てコル デイア ェについ てしばしば記述して居る D

彼の勢作の中に於て至芸術的な方 ｲｭｾ 求めるならば、そこに得られるものは決して多〈は

これはマ ルチは都市の昼間的な構成とし重芸術的な外観とか云ふものは第二義的なないが、

もの としに故である 。外敵営防禦する 事と 、 そして それ に闘することで、技術家マルチ に

は総てであっ? このに。

今ま で護展し来つに之等の理組事11市に直接闘係ある . 最後の理論家はカ テア ノ
Pi etr o  

Cat eano である 。彼の建築に闘する著作は 1554 ｾドに表はし て居る 。

彼は 4 技形の者11市型態を最初に考へ 、 こ の Ｔ 稜形者 ｉｬ ｲ 行を ｾｬ 直角に交互 する街 直 に 匿分し Ｎ

f古t 5 稜形から 12 技形に至る諸者'11市を? 考へt: 。そしてそ れ らの多稜形の 中に可成り任意に

この格子型術匪が月1ゐられてゐる 。カテアノにとっては都市の形態として定まつに形があ

るのではなかった コ この考へはしかしすで にマ ルチが彼の著の中で述べて居 る力、 都 市 の

形は都市の大 きさ によって縫化 し、その 多投形は稜墜の距離を池宮 にとることから決定せ

られ る。鞍2t- の誼嘗な間隔に刷しては築城専門家に定設がある故に 、都市ーがとるべき 形は

者11市の大き さによ って自然に決定される のである 。乃ち都市が比較的小なる場合には 4 稜

形ｾ Ｎ次第に 大になるにしたがっで Ｕ 稜形叉はそれ以 上 の多按形 となりＮ かくして ＱＲ 稜

形の都市 まで を考へ?このであった 。

しからぱカテアノはかかる考案の源をどこから得Tこでゐらうか? それを考察するにめに

はカテア ノ のス ケ ッチブックカ［Ｎｾ をされを居る 。 こ のスケツチブ ック の 中に多〈 の絡や闘の

練習の中から都市のプランに刷する五ツの小さいスケツチと、締盟に了平に解説の書かれ
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t: 多〈の精特Jな者11市景闘が見出されるであらう 。 これらのものは明かにフランセスコの闘

の潟 しである D カテアノの都市景固 とされて居るテキストすら ri 台どフラン セスコ の「建築

規範」にある原固と殆ど同じである。即ちカテアノはその青年時代フランセスコの「建築

規範」の原本もしくは潟本を手にするを得て、その挿闘{ f コツピーし、その書を寓し習う

たことは明かである ｾ r建築規範」の出来た のが 1500 年頃であ るからカテア ーが之をコツ

ピーしにのはほぼ 25 年後である 。 この都市闘を潟すことによって刺激されて後に者Ili 桁問

題を考究し? こと推して差支へないであら お 更に彼とフランセス コと の相闘は 、彼が建築

に志すや 、フランセスコの門弟、前述の ベルツチの弟子 となった鹿を見ても明かである。

アマナチ Bar t ol ommeo J¥mmanat i は殆どカテアノと同時代に生れ 、彼に続いて理想、都

市の問題{ f 考究し1: 。 その時代に屡々行はれた核に 、彼はこの問題を建築規範の中に取扱

って居る 。彼の建築規範は最早侮って居ないが、 信頼す べ き首時の文献の中にこれについ

ての詑越は存して居る。しかし乍ら幸にして失はれに彼の建築規範の補給i と見得る、 一巻

の闘が停はって居る ( Anmanat i  " Cita i deal e" Bl att 3382- 3464 der Ha ndzei chnun-

geus amml ung der Uff i z ien Hovenz ) 。アマナチの取放っ7こ者11市の型態の立時的なものとし

て商白レのは市場侠廊のあるこつの腕場に闘する闘である( 第13問、これらの闘が一般に

1" 

第 13倒

F  

- 一ー

i  i夜 !

l!滋jl r  
I  1- 一一一寸 l  

性宅群にとりかこまれた一書lJ を他の目的に使用 したも のであるか 、叉は蹟場 として特別に

百十書されたものであるかは都市金慢との閲係が明でないから分明でなし、。アマナチは理想

都市の殻展に劃して寄興する廃は高 Ｑｾ 少いにも拘はらす彼の理想、都市 問題に闘する仕 事 Ｎ

その殻展に劃する寄興は甚? こ重〈見られて居る ために、彼の ことについて誇る多〈 の人は

質はその圃を見たこともなし彼が一度用ゐ? こ υCi tta l deal e" なる誇は彼が理想都市の護

展の寄興を直ちに否定し去るには徐りに多〈の事を期待せしめたのであった 。

マギi Gi rol amo ｍ｡ｧｧｩｾ Ｈ ＱＵＶＴ 年 Ｉ ( 第14闘)・ ;1. -ピチ ニ Luppi ci ni Ｈ Ｑ ＵＸＲｾ 下Ｉ ・ ベ ルツチ

Gi ovanni  _  ｂ･ｬｬｵ｣｣ｩｾＨ＠ l! i 98年) ｗｾｬＡ｜ 圃Ｉは相続いてこの理想都市の問題を考究しにのであっ

たが、之を亦別に新しい張展を示さなかった。三者共に 主 に;妓聾建築家であって . 者11i' li 問

題については、第二次的の興味を以て考究したに過ぎなかっに。

7' I X  



第 14闘 7 ギ ー のま' 1 [ 想都市 第 15闘 ベ ル ツ チ の担E想 都 市

アル ベルチの如〈パラデイオ Andr ea Pal l adi o も都市に劃する特別の計葺を奥へては居

ないが、彼は名著“ 1 guat ro libri dell archi tectura" ( Venedi g 1570) の第三書に彼の都市

に劃する考へを述べて居る。都市卒商形態については彼は別に記述して居ないが . 街路は

その雨側に挟廊を持ち、城門から都市に向って直線的に行かれんことを望み、今まで述べ

来った人 ｫ と異り、車なる質際的な必要から都市ｾ形成しゃうとしにのでな〈て Ｎ 寧ろ都

市の建築的形成立鴨的形成に射する願望が大 きい役目を 演じて居る口康場は正確な比例を

保も、街路はその終端に凱旋門を有し、債場からは大路を過して特に重要な建築防を眺め

得なければならない t 結んでゐる 。

I X  7 2  

このバラデイオの書は後代の建築の殻展に重大な影響を興へ? こにも拘らす¥ 理 想都市形

態の後の稜展に奥へ? こ影響は殆ど認められない。

パラデイオの書の世に現れ? このは 1570 年であって 、ぞれから 40 年の後に到る と最早イ

タリーでは理想都市に閲する計撃を我々は見出 すことが出来ない。 パサリ Vasari  il Gi o-

ｶ｡ｮ･ ，ロリｾ Lori ni ，スカモツチ Scomozzi がこ の 40 年間に理想都市につ いて考究しに

イグリー人最後の人であ つに。彼等はイ タリー の土が育て来つに理想、都市型態蛮展の最後

の ものであると共にその頂賠に立つ廃の ものを展開する 。

有名なパサリの甥 Geor gio Vas ari il Gi ovane の手になれるも の としては 、フロレンス

なるウフイチ美術品陳列室の由! の蒐中に“ Ci tta i deal e del caval i ere Gi orgi o Vasari  in-

vent a di segnat a l' anno 1598" と題せられ仁定大なー各がある。その一巻は全てのそれに

属する建築を含む理想都市の論旨が締盟に格かれ? こ多〈 の聞か ら成って居る。アマナチの

それとは異って、之は伺 k の計聾に先行する都市のz p : 面が残って居る( 第18圃) 。彼によっ

て奥八られに街匝はE互に骨格をしめすのみでその各劃は大路小路によって分? これる。恐ら

〈彼の計菱の根底をなしにと思はれる、立腫的な考への表示を得ペき 三子力; ' : - りは何物も盛



されて居なし、。 彼の計霊が事術的な親黙から 川毅し?こも のであって技術的硯貼から出張し

たものでないことはＮ彼が防ｾは輪 廓を 示しに のみであ ることによっても明である。築峻

の事は彼にとっては重要な事でなかった様に 思はれる。ぞれ故にパサリが彼の都市の建上

った姿について何物も残して居ない事は 甚 ｲｾＧ 遺憾であ る。

殆ど同時代、? リ ニ Buonai ut o Lori ni  ( 1543- 1626年) が理惣都市につ いで考究 して居

る。 ( L orini "D ell e  forti 白cat ione libri  ci nque" Venedi g 1592)  

彼の計撃は穀倉か旗揚の極要な位置 に大通りの軸上に配置せられて居ると云ふ特徴を持

って居る 。中央: / 荷揚には執政官聴があってその中央蹟聞からはこの康壌に集るすべての大

路金見通せる様 、窓出入 口が各

k の大路の方向に向っ て居るの

である ( 第 16闘) 。

更に この理想都市の問題を建

築の方面から完成せん とした

彪の人はスカ モツチ V incenzo 

Scamozz i であつに。( Scamozzi :

. "Dell '  i dea del l '  Archi tektura 

uni versal e" 1615) 。彼の著作の

第 2 谷-に詳しく都市計聾の問題

を論じて居る。その当 lこ添へ ら

れに銅版苗には ＱＲ 角のｾ耐 を

持つ理想者 ＱＱ 市がある ｗｾ Ｑ Ｗ 闘Ｉ。

スカ モツチが この問題を考究

し?こ のは 、彼の定大な蔵書の担

に必- t . や持つ7こであらうフランセスコ の建築

規範 の 原本を研究しにことによって ｾｬＨ ｩＮ放さ れ

にと考へでもい〉 、勿論附; ではないが、恐ら

くはさうであらう。

彼も亦、者11市に固定しに卒l師は興へなかっ

? こ口彼が建築家として大をなしに人であるに

拘はらす. 不思議な事にはーーすべての今ま

での都市研究者の如1< に一一対ど全〈築城的

見地からのみ考' 先せられて居る。

一方彼のテキストには都市は単なる築披fi

i按ゆ針象に非すして建築家の型術I日でなげ れ

tii 16悶 ロ リ = の 理 想 都 市

tp; 171団 スカモ ツチの理想都市
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第 18闘 パサリ の 理想 都 市

ばならない 。 と述べられて居る。か〉る重芸術的見地から

都市を見ん としにことはか〉る 都市計主主規範の中につ fこ

一つの例である。しかも之は彼がこ れを代表すべ き計繋

に於て殆ど全〈こ の言葉を順応 Ｚして 居な いと云ふ ｾｽｩ か ら

二重 に注意 しなければならない。

か 〈の如〈 重野市的見地よりも技術的な顧慮が次第にw-

t 見られる lこ従って都市は一つの定まつ?こ形 lこな り来つ

に。しかもその形は可能なる範囲に於て宅も非童芸術的な

それであって、量産に決定的 1j _急: 速な 減亡を途げすには措

かなかっ1: 。スカモツチの著作の現れて数年の後すでにこ の掠亡の過程がどれ程進行 し?ご

かを? 最もよ〈示す のは無名の 人の乎にな る 「築城術規範」である ( 第191副) 。 この規範中に

第 19闘 I築 城 術 規 範 j に あ らl士れし 理 想都 市

あらはれる都市の卒聞を見るに我 々は直ち に、 そこに は全〈生命のない古 い形式がはび こ

り、 その形式に事術的立館的の形成浩型は全〈か〈されてしまって居ることを知るであ ら

うo それらのあるものでは姐形術が採用される . しかもそ の多 〈の ものが菱形である 。か

と思八ぱ叉放射形筒匿のものをも見る こと が出来る 。最早翠術附立lJf. l'j _ > 也は顧みられて居な

いのである。

か〈てイタリー lこ於げる理想者'11i市{ の稜展は 、その初期フイラレテ及びフランセスコ、デ

ィ・ヂオルヂオ lこ於てi -lo.. '<1こ o il i; 途ぞ示しつ〉、金〈悲しむ べ き終局を告げに ので あっ 1: 。

何故にこ の鷲展が急に停止しにかを確孟 すること はI亙難であるが、 その一つの理由とし

ては恐ら〈 衣の事 を奉げる 事が出来るであらう。 即 ちこの数 k の計 .12、 その計霊の途行者

を期待する ｾの顧目置がなかっ ｦ こ 事である。 これら計 霊の殆ど す べ てが 、 全 〈地方 の貴族を

してきう 云ふ都市を建設す べ Of.} J まさうと云ふ希望からな されに のであっ 1: 。そ してか〉

る希望が満され? こ例は金〈僅かであゥ 1:
0

Li vorno の計霊 . ピウス二世治下の Corsi gnano

I X  7 4  



の改良、F errara の概} : 長 . Val et ta の建設に於てすら‘ nlft 始め t:: げであって、 その計撃の

大部分は途行 きれなかっ? このであつに 。

叉一方理想都市がイタ リーに於てか〉る 急: 激な結末を告げたととには次の理由も考へら

れる。即ち 1600 (，1' 以後築城法の張主主力2イタリー人の乎を離れ 、これ以後は後にニーデル

ラン ド人の影響の下に あっ? こ ことで ある。理想都市の|問題はその設展の全過程に於て飴 り

にも築城法に依審しに〉 めに 投手 それから離されては それに生命を輿へる こと が出来なか

っ1: のである。

6  

前述の如 し こ れ らのものは大抵理想都市の計主に すぎなかっに。しかし二三の例では

世施せ られて居 る。カ' テイナラ Catt i nara. バルマヌオパ Pal manuova. グラミシヱレ

Craml 11lchele はその例である。ガ テイナラ は格子献で あ れ パルマヌオパ、グラミシヱレ

は放射J U ¥に形作られて居る カ‘ テ イナ ラは 1682 年始めて建設 された のであって、そ の建

設年代が後れる故に我々は今 これについて観察しない。 これは寧ろ初期パロック都市 と見

るべきである。グラミシエレも亦 J 693 ( ，ドに始めて建設し始められにものでめる 3

パルマヌオバは散の乎に よって設計され1: ものか許:に するを得なし、。或者は之をロリニ

の設計とし、或者は之をス カモツ チの設計とする。 とにも角に もパルマヌオパは 1593 (，f-

ペニス 人によって建設 されに。卒 l師はi E 9 技 形中央・に 6 角形の蹟場があ る( 第20 ・21凶〉。

何路のつけ方はi U: : 1ご巧妙でめって都市の外形が 911] で内の臆揚が 6 角である 、 その鑓化力 t

mど策付かれない。

しかし乍ら都市の建上つ

1: 突を観携するに、悲しい

ことに ある一定の計置を以

て建築し行〈意i凶を持って

Mなかっ fこも の と考へねば

ならなし 、。ブラ ウン Br auI1

及びホーゲン ベルグ IIc-

g巴nberg の著作中に ある古1¥

i li 闘を見るに ( 第20凶) 恐ら

<  1161  k の性l¥'; がその l也!l_tに

従って仙Ik の2誌を建てにも

のであら う。多少の法J!i J は

存するもの〉様で中央: 航海

に達する 6 つの大路には大

白t520凶| パ ノレ 7 ・ ヌ オ パ 市
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第 ＲＱ 闘パ ルマ ・ ヌオ バ 市航 ｾ ' f 善良

きい建物一敬 舎等ー が建て

られる 。 これはしかし ブ ラ

ウン及ひずホーゲン ベルグ の

卒商闘とのみ見られる ので

世際 にはかかる建物の痕 跡

をもI l lf か ら見出すことは出

来 ない。ブラ ウン、ホ{ ゲ

ンペルグの著音並びにマイ

スネ ルの著書 中に ある闘に

は城壁にf lJ るまで、2誌がにて

られて居ーる。 しかしそ の有

様の幾部分かは金〈也2現さ

れなかっ? こも のであらう 。

二つの 古い設計固に見 られ

る中 央 既場の 培 は、 互 交は し 、つの時代 かに建て ら れ＿ こ も の であるとしても、今はそ の ｾＡＩＩ｜を＿も

見る ことが出予k1，よい。今日では塔はな〈高い事座の上に 立つE 大な旗竿に よって中央が示

されて居る。

この者I¥i ' 行の建設 されて以来の建物が今日向相首に残って居トその中でも兵替はそのE

大きと模棋の様な形とによって特に人の自主 ｾＵＱ いて居る。 都 市の周溢を Ｘ 等分する位置に

立つ三つの小さい武庫も術保存せられては居 るが次第に荒廃しつ〉ある。 世界大戦に際し

てこ の町は丁度調逸の前総のすぐ後に位置し 、伊太利率の激烈なる砲火を被つにのであっ

ｴＺ 。大戦後の復興は悲しな べ きことには規則的な新しい形 成 を示して居なｾ Ｇ ［ その都市の

卒面計霊の表す重芸術的な表現を輿ふべき絶好の機舎である のに甚? ご悲しむべきこ とで あ

る。

我 k がすでに設げる如1< 、多〈 の紙熱、その主なるも のは無統制な建築に関するのであ

るが、にも拘はらす・こ の都市は イグリ復興期都市計霊の美 しい一葉をなして居る ご之を? 以

て理想、都市のイタリに於げる殻展は結末をつげ 、只こ の都市を後代に 、理想都市の255の兵

現として遣しにのであつに。ゑj論 その平面に 器具は認められるけれども、グラム ミシエレ

もパルマヌオパの反復と見て差支へなし、 。( 格)

明 7 6
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都 市雑 考

北 垣 熊 之 介

都市とは 、或る程度以上の庚範囲の地域に渡って 、或る程度以上に人 口密度の濃厚な場

所である 。換言す れば、数十H汀四方. 或は数l PJ こ及ぶ区域内が隈なく人間で担って居る所

である。従って都市は恐ろし〈人間的な性格を持つ。そして 人間と共に、人間に依 って鎧

化し、進歩して行〈 。新資 l明、新設見が行は れる時、 新製設、新華芸術が説かれる時 、J L下

は都市へ鷲らされて初めてその良債を光らし反響を 11子ぶのである。か くて文化は都市によ

って殻展し‘ 意義づけられ、都市と共に興亡する口 又 、物貨は者11市営中心として集散し 、

交通は都市を つな ぎ、軌道は都市に向 って敷設さ れる 。 政 治 ふ 経 済 L 事術も、生産も、

祉 交 も、凡て の事 が貨に都 ｉｬｦｾ 中心とし、 者 ｉｬ￯ ｬｩ そのものによって巡伸し展開 する の で あ る 。

都市とは文化の戦士であり 、執行官である。

2  

都市は主主 k 膨脹する。都市の人口増加l率は鋭い曲線を惜し、て激し〈上昇ーする 。 それは金

〈、すばらし〈幣 異的な事官 で ある。 何が故に 都 市は人 ｫ を ｾ ｬ 放 牧 するのか＿簡翠にこの間

に答へるならば、それは就職 と亨紫の二事である o 産業革命以来 、機械工業の登場以来 .

大資本の投下による 工場と企業 とは都市営中心として、 或はそれ自身によっ て都市を新設

形成し乍 ら、各所に 雲の如〈興つ?こ のである。そしてそれ等は多数の努働者を要求し? こ。

手工業 と農業に自信を失つに人人は育雲を望んで都合に光明を求め る。工場と商庖とは彼

等に職業を興へ 、人口の都市集中作用を行ふ。文化 と共に生長する種 k の亨紫は叉 . 人¥t >

都舎に引き つりる大きな魅力で ある 。併し、こ の外にも 者11舎は人人を誘惑す る一種の肱力

を持って居る。人 k は何かを求 め乍ら 、ふらふら と都合へ向 って歩み紐ける 。都市へ ! 都

市へ! それは今や大衆のスロ ーガンで ある。寛容は都市の持つ一つの属性である。墜を抱

〈者、墜 を失つ?こう者、高貴なる者、下! 湿なる者、飽満せるも の、飢i晶せる者、あらゆる階

級とあら ゆ る純国の 人人 が共成では隣り合せにしかも五を認識することなしに住んで底 る

そこは 、兎にも角にも 彼等を安住廿しめ る場所では ある。

3  

近代都市の本質 には 、抱容性、放任性 ( 忘却性〕があ り、 急: 進的 . 燥在的、愛欝的 、定、

情的等の性格を具へてゐる 。そ して都市は象徴的の意味に於げると同時に現質的意味に於

ても 燈火 そのものである 。 それは天空に 向って殻射されに サ ーチライ トである η 都市とは

一つの光源である 。 この光源の師度 と明度 とは文化的鼓逮程度の係数である 。更にこ の燈

火は複雑な色彩と ニュアン スとを持つ。強過ぎる光線は華美で最悪的で同時に刺戟的であ
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る。眼を射るネオン ・サイン は心臓をも射 る甚f:' 効果的なる 麻湾問である コ をして凡てが

都市の言葉であり眼色である。しかも 、姉や〈燈火 、強烈なる 光に は必十黒 き暗刻字ふ。

明暗の強きコント ラスト の中に 、〈 っきりと浪いi肢を拙いて、こ の光の港にそそ り立つE

F な姿は 、ビルデイングであり自動車であり、百貨庇とカフエ ーと映識 とラヂオである o

E と牙11. 純情と罪惑の双曲線の中に、これ等は桐傍り 、相競ふて近代都市を構成し、活 k

t: る近代文化に悼さして目まぐるしき日進月 歩を志ら ないのである。

4  

我闘の百貨白が、 その組織に於て 、その経営法に於て 、更にその規模、設備に於て世界

的俊秀を誇っ て居ることは屡 k 設かれる所である。近来 、都市 と共に盆 k 庚大 l二、愈 k 複

雑に、高度に洗練 されて行〈こ の百貨屈は金韓 '1"] に飴りにも都市的な存在で ある。そ の庖

内は宛然都市そのものを示す。百貨庖は都市文化のシンボルであり 、都市文化の先端であ

る。3Zf し、百貨屈は都市文化の生んピ一天才見で あ る。血熱心、をそそれ購買慾と選樺欲

に日食ひ下って 、 それは民家心理の奥深〈住む大きな存在である。大資本 と怜倒な合理的経

営に依っ て、 そのうぞf貨と佐賀と 、信用 とは 今 日の良l論であ る。そ の複雑な内客は一つの す

ばらしい魅力となって近代人の晴好に誼し 、近代文化{ f 純、動員し? こ華美な施設と接飾は近

代感売に合致して、応内は絶好のプロ ムナードで あり 、話題の 中心でみる。流行はここに

起 仁 センセ ー シヨンはここ lこ渦巻〈 っ今や 、それは大きなカを以て市民の心と 身慌をつ

かんで離さな い。

5  

者11市は又一つの崎形児を生ん f: 'o 名付げて 、カ フエ ーと 言ふ。それは、酒場とも つか令 、

喫茶底ともつかぬ、賢に中途午端な存在ではある。しかも考へれば、複統で不可思議なる

感{' f; e 内容を持って居る 3 西洋のカフエ ー と日本のチヤプ屋のあひの子の様なその存在は

淡いエキゾチシズム主安伯なセンチメン タリ ズムを以て一部の人達を 'i 1きつり 、イ可 よりも

その簡易さが人集を咋ぴ . ある階級の人人からは殆ど指聞を受け . 明笑{ f 相き 、或は五五慮

されて ゐる内に 、 イＡｦ ｊ 時の間にかそれは 、 も工 ｲ ｌ • 献殺 、 才 ｲｩ 品されぬ存在 と な り、Ｎｪ ｉｐ しも押さ

れもせぬ地位 を築き上げに 。今やそれは一つの タイフ・{ f 生じ、近代文化の華華 しき新登 壇

者 として、 諒毒しき IJ 行粉の香をあ? こりへ撒き散し、流行歌と l決議と 、エ口、グロ のカク テ

Ｍ Ｉしをジャズの ｪ ｩＮＨｾ 在く赤い［陸青い燈の中に交鈴させるのである。それは一種の零開条を作

り、文芸のモチ ーグとなり 、あらゆる階級に浸透してー勢力 となり、殆ど 向等の専門的素

ｾ￨ 熟練を要せぬ女給なる職業婦人を登場させ 、 更に 、 それの持つー特快性 、 解放性は 、 加、

き刺悦と共に妖しき魅力となっ て、いよいよ時好に過し、ある 意味に於 て今やカフエ ー文

化時代を現出して ゐる。儲かに カフエ ーは者11舎の誘惑者でーはある。スク リーン 、スポ ーツ、

スピードを以て三 S 時代と栴するならば 、Caf e，Ci nema， Car の三者は又一種の三 C 時

代を形作ってゐるに建ひない。
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6  

ピルヂングと交通機酬も亦都市的なる存在である。授を競ひ 、型を? 誇り 、債と高石? 寄与ふ

ビJL- ヂングは摩天楼競立時代となり 、メンデルゾ ーン氏アメりカ訪問記の潟県を主主宮にし

高さのレ コー ドはチくから次へと普き替へられ 、途には白からを持て徐し. 正に自縄自縛の

形である D 日本に於ても建築法の規定を窮屈がり乍ら絢と大を競ふ高居建築は年年放級そ

の数を増す。ピルヂングも亦近代資本主義の愛児の一つである その. 建築費 、施設. 出

逝等凡ゆる方面に渡つ ての統制的合理化の産物である。か〈て官臨. 百貨自は元より 、新

聞枇も劇場も食堂も銀行も凡てが大建築主義へと傾〈のである。チくに 、都市は交通機酬の

大規模の見本市であり . 劇甚なる自由競年1地である 。雑多な種額と様式の交通機関の肱量

的高速旋回は都市の恐ろしき 景観である。しかも 、 ここに於ても今や 、恐るべき飽和J伏態

を生じて、 高速度機闘の過剰は 、その生命であるスピ ー ドを低下させ 、危険なる交通事故

の頻設を促す。充満する交通機制は都市の変{ 併である o I広燥なる路而電車 と、狂気的な自

回ui P - の統制と整理は 、都市の文化的構作上の一歩前進ではあるまし 、か。

7  

郡市とは一つのマン モスである。所き 、働きそして老いる。その進行の路は何人も遮る

ことは出来なし、。助長、柿正 、促進はなし得ても 、 その勢の赴〈所、入力を以てしては、

創造も廃棄 も望まれなし、。それは有機憾であるが故に・そこには他康と共に腐敗力 ).Ul 喰ふ。

文化と害惑とは正比例する。二つは君主きざる卒行総である。一つの文化的生産は一つの害

毒 的環見を意味 す る。肉慌的か らお ＡｦｾＱ ＱＱ 的 、 頭脳的への人間自身の進歩は 、 新しい種類の 、

デリケ ート な病気の随伴を生む。隣接博士の族同は病原の複雑化である。同じ 〈、 人間的

なる都市が膨脹する と共に 、文化的進展を来すと共に 、九ゆる極類の悪若手 と犯罪が横行す

る。治安の維持は愈 k 困難の度を 附す。停車拶の建設は ごろっき に足1 : : まりを奥八、百貨

応は不良少年の秘密集合の場所を作札地下舗はサムの出現を促し、銀行は跳梁するギ ヤ

ングと取組まねばならぬ。更 に、享楽場所は、賓に悲の花、絢闘と I突き imれ る花園ではな

いか。しかも 、文化の進むと共に、都市の環展するに従って、この花閣の花車は 、主主 k 初、

他 な 棋 を 張 仁 枝 を 制1 し、都市の汚濁 と不健 1棄に養はれて、河白木と化し、喬木に費じ 、花

闘の悶みを打破って臼設の街頭を脅かし、その事lt 子は塵芥と煤慨に運ばれて到| る所に稜芳三

し、開花する。この悪の花す らも が、都市を象徴し、都市の魅力ともな ってゐる o 光 lこ従

ふ影 、華やかな光明の伴ふ恐ろしき 11苛黒 、ぞれは人間に訓せ られにる建命 でもあらうか。

8  

者Ili-ti とは行人に謎を投げsi! へるスフインクスである D それは文化のj貯水池であると共に

NJU患の生産工場である。倫理塁L 枇令卒、土木建築皐・. 何れの耐からしでも . それは常に

道義と琵飢、健康と腐敗とである 正邪二元の蕗骨な る相担、 それが都市の現質的な姿 で

あらう。二元の相反推 する所に進歩ーがあり 、反省がある" 進歩と反省、悦言すれば 、生長

と改革である。生長と改革とは長距離耐久レ ースを積りる 。 この レースはシ { ソーゲーム

を演じ乍 ら、人聞と共に永久に組組する。都市に於りる害思は遂に救ふべからざるもので

あらうか ? 近代人 の哲島県は運命論ではな いコそれは人間の努力とそ の効果を認める。飽〈

なき都市の醜悪を征服して 、 この大レ ー スを終鷲に訪〈時 、 その時初め て、古 来 、 哲 人 ｾ［Ｚ

者の笠求 して止 まなかっ7こ理想、的都市を生すもるのである。 ( 終)
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都 人

岩 本 県 人

都市の問題ほど腕汎で且つ興味に富なものはない。それはあらゆる枇合問題、技術問題

等を包含し極めて複雑しに難題で皐究的にも貰質的にも研究材料が豊富である。都市がわ

かれば現代がわかると云つでも過言ではあるまいか、賞に都市は時代の象徴であり文化の

源泉である。

都人として先づ都市の形態、市l ! i U. 都市計聾等を研究して買の理想、都市ーを創ることは皆

様も 既に熟知され御洞察の事 と思ふ が、現代の市制及び都市計釜石? 見 るに首を得たも のは

甚? ご少ないr: らう。都市の形態は各国各都市共その趣を異にし、叉古代中世紀現代と分げ

らる〉様に同じ都市でも漸時形態の餐り行〈を常とす。放に先つ' 歴史的 に古代の都市、中

世紀の都市、現代の都市と分りて申すなればその二三の特殊閣とか特殊部市は日IJ として総1

括的に極〈簡明に且つ面白〈研究しよう。都市は者'1¥人の集合国関の生活機能を渡部する場

所であると同時に、叉都市の形態は自然都人の生活並びに多数の人に依って枇舎i 1 l 1J度ー等の

創られつ〉あるものなれば人類の知識とか生活、換言して之を 一つの人世と云ふ事 lこB聯想、

もされて来る謹ではあるまいか。古代の人は生活共他の枇合問題にしろ草純であって丁度

人間の一生に例へれば幼年時代とも考へられ 、都市等も自然地の利及気候等に依り務迷し

て来Tこものが多い。中世紀に入つては思想的にも嬰化有りて都市の形態は都市の支配者の

行政に依っ て 費化稜達し＿このである。我が園の都市でも 一 例ｾｾ告げればｍ￭ ｩ 者に依る自然程

遠し? こものが殆どであって後者に属するものに奈良、京都等のものがある。

次に市制であるが都市の行政は各閣共園民性誌に閤家主云ふ複雑した問菖に到来して異

なれる事は申す迄もな いが、これも 最一歩進んで世界的に考へるなれば今日科患の進歩に

依り地球の周囲は非常に縮少された如〈、ロ ーカリ ティーの縮少と云ふ事が或る範閏迄は

問来ると思ふ。維、て何事も築す・るより産u に易しで人間生活の問題技術問題にしてもやれ

ば大鑓楽に行げる事である。我が園でも今日六大都市に特別市itilJ の問題が議案として持ち

出され7こ事は自然のカ、即ち時代の象徴である。我 k は寧ろ斯様な問題は法規そのものが

飴りに形 にと らは れ過ぎて 自由性のな い事を遺憾ならしむる諜で 、法規は時代に適合せる

買の理想、案であらねばならない。 人間の知識が程遠すればす る程人聞は機敏になり、ロー

カリティ ーの反面には思想の悪化と云ふ事が多〈なる が 、而し常に複雑の中にも統制 ある

精神修養を欲するなれば機能は自然? こかまる諜である。総て今日の祉合は掴輔せる機械の

如〈そこに 一つの無理の起らない様な統制のある枇合となり 7こし、。若し現代の都市を表現
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するなれば都人と 云ふ機織を市政と云ふ原動力に依り 廻輔 させられる様にも見られる己最

後に我々に最も闘係の深い都市計聾であ るが、之も専門的に 営 ると 言語に輩 せない事fごら

うo Ｑ ごから根本的前述 の二僚 Ｑ ｴ �ｾ 整理して最も油切なる 計聾擦を 作ると云 ふが 必然 の事 と

思ふ。都市計霊 にも人に依 って見解は異なる 諜 ではあるが、都 市のJJ彰脹登逮に依りて必然

に生する 害悪疾病不安等を除去 し、共の粛らす利益を十分に享受せんとする設備を属す事

であるから 道 路の概築 や交通 機酬 の完備を闘る事 Ｎ ｊ 二ー下水道 、 公闘運動場共の 他 衛生 、ｾＳＡＺ

紫 、 保安等の統 制 ｾ計る設備を施す事にはゑ ｪ 論なれど之れを 如何 に底理するかと 云ふ事 に

なると 、 そこに は市の富の許す範囲に計重し、最もその市に埴切なる理想茶たらしめねば

ならな し、。斯様なる重大問題 に接す る賞局者はすべからく将来に劃する卓越せる洞察力が

あ り、結構力のある ものに委せ て初め て理想主義は生れる。而しながら都市計霊なるものは

た Y 首事者の手腕ばか りではな 〈者11人の各 自が熟知して必然的に生 じ一致凶結し理想、吉十E提

案を笹施するに努力する事が大切である。思ふに我が閤民性とけ l してよ いか由来道路の蛾

築等に色々な問題があって賞施を遅〈らしめる事の多い のは大 いに努力の足りない原因と

思 ふ。次に最一つ各園と異なれるは人間生活 と云ふ問題であるが我閣の 今日 の献態は衣、

食 、住 、共皆複雑でロ ーカリ チーと 云ふ事が無関されてあると云ってもよ L、。此の生活改

善 と云ふ事は文化の殻展に影響を及ぼす事は勿論、園家の隆盛を左右する 事がある ，:x.. J支

曹に文化が護展すれば生前は自然改良されるとも云ひ得;様う。者:11人は常 に者11人あっ ての市

政 にして立誠 1J.製品を造 り出すには先づ機械を完全に組立 て原動力にかけ て初 めて費出す

事が出来る株に各自が日常の生活にしろ 、枇合問題にしろ大いに研究し努力し一致問中山し

て理想都 市を創るベ 〈期せよ帥め と申し置く 次第である。( 終)

古 代 都 市

凶

叫燦市
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2  

底 頭 3 つ

1  ス ; t ンベルグの靴屋、リ ングル応頭の夜間 j照明

2  ブタ ペス トの皮細工屋レデラ ーの庖顕

3  ミュンへンの貸ビルデイングの応頭

( Der  B :t lllll eister 昔t より 東 畑 謙三〉

3  

8 3
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2  

3  

デユツセルド) [ . . フのマタイ教曾

ヂユツ セ ルドルフの三 つのえ道路の交叉鞘にあっ

て、 その高い塔: f t ' 以て ヂユツセルドルフ ーl有の目 印

となって居る 数 合である D

刊-初 は 織'庁、 H音赤色の斑瓦張であるコ

ネー ブには 800 ; ギャラ リーに は ＴＰＰ の Ｎ＿ ｉｾ 川』が

ある。 も クと 、 舎堂を ｾｲｭ くする必要がある場合に

は玄闘の康聞が曾堂に取入れられる様に出来て居

る。

ポーチ及窓の住は 、金黄色のトラパーチンで仕上

げられ 、日正色の煉瓦の堅商と而i白い封，I! 慣を示して

}，Ir る己

同僚 Iこ内部も明るい壁面し各所に月1ひられ 1: 。

I X  8 4  

園面位二九位櫨重量・・・E 園 圃 圃 圃 園 田 園 - 砲. .  曲圃圃園田園田園周

集 L、本のノミネル及天井の梁とがよい幻HH; 的 .!，-t-I-

て居る。

祭壇の反釣側の窓はステイン ド ・グラス入りで

ある。

建 築家 ウワツハ氏及 ロスコ ツテ ンl -U 計 十

l 鉢

2  IJ ト 翻

3 合堂内部

( Ar chitert山，， 1 FIII ・t1n¥ ｾ￬ ｴＮ よ り :i1rf. ｾ司夫 〉



1  メ 偽 |  
一、注 目

ｗ ＢＢＧＢ 字句語曹 洞司国軍ＭｾＮＭ Ｎ ・・・・・・｟ＺＺ｟Ｎ｟｟｟｟ＮＮＺ，弓 摺欝芳駒静 ￬￵ 酔曹 司ｾ、 Ｑ 、 .  

l 外 部J

2  内R官官iIlr.tlli¥'

3 廊 下

( A rchitect ul" a1  F Orll lll 詑 よ り 新 名 種犬〉

2  

フランクフルト・アム・マインのシユーマン劇場

古 い E 大な 的馬場を改浴してレビ ュ ー、活 動 篤良 、 ボ ー ドビール また はサ ー カス

等 の 何れにでも向〈大きな獅滋近代劇場の一つに誌を りかへたもの で ある。

古い 曲馬 場 の 令 部 が 淑覧席 iく改迭されて 、令 部 で 3:>∞ 人 もの淑干与 を牧谷する と

とが出来る 。 パ ルコェ ーを支へ て居た従来の柱は I反除かれ 、新 しいギャラ リーは

持 出 構 泣 に 依 って 深〈劇場内 に突 き出されて居 る。

元来はj説法び馬 の 走 り出す im路 等方: 設 け ら れ てあ っ た地下予言! 土 、 ロツ ピ - lJz 外 委

官I り場等に作 り更 へ られてある。

淑翁: は左 右 雨似IJ の階段に依 って観 覧席に主主する 。

似首 席 は上古11プミ井か ら青い 光で照らされ 、 その後方の部分は天井 のせまい隙 [l Ui'こ

光狐が仕込ま れ 、 そ ζ か ら策 色 ぃ光線が待献に放射・する 。( 岡容照 〉

正面外観 は照 明 の 上 手 な牢IJ) 骨に依 って 面白を 一新して居る 。 古 い剥11;滞を後へるこ

となく 、I舵ネオ Y の 新 しv 取扱ひに依って 、 古 ν、外却を12 しただ け で。

1968吠のネオ ン傍 が 古 ν .1 E 而外搬 を完全 1.こ新 しい ものとして更生さ せ た認 で あ る

3  

85 I X  



1  完成近きロツタフエラー ・センタ { の中央

にき準える 70 階の R CA ビルデイ ング

2  世界最大の室内劇場であるラヂオシテ ィの

ミュー ジツクホ ールの大遊歩場

3  同ミュ ージツクホー ルの大休! ' Lf ! 室 、往に付

IX  8 6  

し7こる鏡の材料は砲金 ( GlI m - me t aり で あ

る。

建築規伎の大き と共に 思 ひきつに室内装飾

も夜 目に慣する 。

Cs lI ildi ng  iI [ alla.Ce ment ｾｴ よ り 内放亮 一〉

ロックフエラー・センターの

新しき建築 2 つ

RCA I : : : ) ! - デイング

及

ラヂオ・ジテイのミユジツタ・ホー) ! -

2  

3  



ラヂオ・シテイのミユジツク・ホーJ J，.

に就いて

ロックフエ ラー・センタ ーのラヂオ・シテ

イ1: 於げる多 〈の建築の 中に ーっとして

完成されに音紫堂である。

i は各階卒商闘及断面闘

2 は大! 資聞を固む中 2 階のノ- ; : ;1.，.コニ ー

を下から見上げ? 二所である。パルコ= ー

の壁は水洗の出来る笠祇で張られ . 銀 色

の競と金補色の掛 (i j とに 依っ て匝切られ

て居る 。バル コニ ーの外面は壁紙と調和

よくペンキで塗られ手摺はブロンヅ及ニ

ッケル ・ブ ロンヅで作 られて居 る。

切符賢場前の庚壌から観覧室への扉は 、

枠はステンレス ・スチ ール製でプロンヅ

のパネルが絞めら れて居る。

2  

8 7  I X  



3 及 4 1ま舞ZZ及観賀川; である。* 民1形の天

井は上から 鋼 餓の骨組 で支へ られ、金風の

i債総で?白紙に組 立 て られて居 k 音響的に

よき 効果が あると同時 に鋒京商に注意を集

注 するに役立 つて居 る。

天井の仕上は音響的に効果 よきプ ラス ター

を用ひ 、 ぞれに金属片を放射j伏に配 して織

を作 り、所々に格子窓をありて音の再生に

役立っ て居る 。

天 井 の 色は 塞 くも な ＼ｩ 置 か過ぎ も しないｾＡ 1  

性のを用ひ 、天井のア ーチ とアーチ との間

に仕込まれに照明の効果 を有効なら しめる

様に工夫 されて居 る。

後部の壁はラス・ リーブス氏に依って工夫

され?こ耐火材が張ら れ. バル コニーの下部

は金銭金 を施しで ある。

1 .>< 8 8  

F  

J  

ｾ見 覚 ｪ 市 の 取附 ＴＱ Ｗ 干 Ｍ は ［民 い 赤 色で 喰ら れ 、 室

内銭飾 を昨営 し7こドナルド ・デ スキー氏に

依 って特 に設計されに布地力2張られ非常に

j 脆い感じを 出 して居る。

Ｕ は 喫 ｴｾ ｾ 室 で ある。 蛍 には 耐 火 力 強き 蛍 ｾｊ ｾ

を張り 、一部 にパッ ク ・ウルラ イ ヒ氏拙 〈

とこ ろの蛍訟が取りつりら れで ある。

(. -I. rchi tect llral  1' 01" 11111 1tも より 新名和夫〕

3  

4  



:エー) [ . . 大串のベーン・ホイツトネイ屋内運動場

f ヱー ル大観のペ ーン、ホイツトネイ 屋内運動

場が完成 しに。設計者は建築家ジ ョン ・ラッセ

ル ・ポープ氏で ある。外観はアメリ カの事校に

有り勝なゴシックの古風なものであるが、屋内

運動場としては最も新しい、最も完備しにも の

?であるか ら抜奉 しにつ

ニ回

/

d

/

白

骨

色
z

u

 

z

u

 

円
口 E ヨ

2  
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この計葺に宮つては、 全米閣の著名なる運動場

のプラン 、施工方法、設備等が金 〈調夜参考に

供せられ、 そして得られた報告は臥洲の此種建

築の各部分 と比較研究せられに。

最初試験的草案が出来上ってから 、大阜の運助

のコ ーチ建及管; 理者逮の聞で 、幾度 も舎議が行

はれ、 その道に多年の経験をナ イ写する これ等の人

達のアドバイスに依って . 百十霊祭は更に繰りに

練られ1=。ぞれに依って従来の屋内運動場の各

種の設備の不遁話な史( - I 、無駄な貼等が数多く殻

見せ られた。 一方 フィール ドに於け る経験に依

って、新しい計霊祭の長所を質験しつ〉計霊は

進められに u 質に数年の研究明聞を経て計霊完

成されたものである。 その設備の完備され7こ製1

5  

6  

I X  9 0  

3  

4  

に於て、# 守叉屋内にてなし得るあらゆる競争反場

を有す る貼に於て、恐ら〈世界有数の屋内運動

場 の例であろう。

中央官r: 塔屋の部分は、主として作業室、ロ ッカ

ー・ ルーム蚊に管理室等になって居るが 、地下

1 階には 3 111.1の漕艇練習用水憎が設げられて あ

る。

右翼の建物は各種室 内競技場及びその観覧席で

あり、左の誌はプール及 その翻i躍市になって居

る。左右雨運動場共に 、夫々化粧室 、シャワー、

便所等の設備が完備して居る 。

管理 の使の にめに、雨、運動場共入口は中央部関

聞から通じる様になって居る 。切不j 賀場. 電話

室、物品預場等も中央部に設けられて居る。



1 全景

ヨ 各 階卒面|凶

3  1! 艇練習用水槽

4  布片 を敷いて テェス コート に使用して居

る屋内運動場

5  翻覧用水泳プ ール

り 拳闘室の一隅

7  練習用 プール

8  一般鰭操場

9  屋上の練習用 トラッ ク

10  剣術道場 ( 床には明暗二色の コル ク板を

交互 に 張 ト ー組の闘ふ範囲 を示 して居

る)

( A l' chitect ural  R ecord 誌 よ り 章者名種夫 〕

9  

10 

8  
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IX  9 2  

新奇なるホテルの饗感設備

シカゴi I ' i ホ テル ・シ ェ ル マ ンに

お L、て小集舎に饗府の 1こめ設備

され 1=る “ 白 熱 戦 主主" ( Dog 

Fi ght  R oom) ー 1 と、エ ヤ ポ ー

ト・ル ー ム-- 2  

( .Hlli lding  i¥l an礼gcrnent 託、よ り

内 藤 ｾ Ｒ ー〉

2  



曾 告

建築法規l二関する質疑癒答欄設置に付激告

来 る 十 月 後 行 本 誌 第 十 六 輯 第 十 競 よ り 『建 築 法 規 J

に 関 す る 質 疑 磨 、 答 欄 を 設 け 譲 者 各 位 よ り の 質 疑 に

磨、答 す る こ ご に 致 し ま し た か ら 自 今 御 遠 慮 、 な く 上

記 に 閲 し 御 質 問(書 面 に て) あら ん 事 を 希 望 致 し ま す

昭 和 8 年 9 月

市上

法 要日 本 建 築 協 曾

木 被 執 筆 者 紹 介 ( .'1;' 十官..1町〕

石 原 憲 治 氏 工J μ1:. ＮＡｉ ｦ 大往築占 ＵＴ 科卒業 、 東 ｊＩＧ ， 市技ｲＮ ｬｬｩ 、 ｾ｛Ｉ ｾ Ｈ lnニl 木防止J t 築課勤務 、

伊 藤 和 夫 氏 工[ } H:. 広大 ill 築tFE科卒 業 、大阪市技r . lli 、大阪 市i 1よ鋲! 日i勤務、

岩 本 異 人 氏 側西向工 ｬ［Ｎｾ 校 ｬｬｩ 築科卒業 、 民 Ｗｫ ［Ｚ 二 ー 橋 ｩｬｬ ｾ 従 事務所勤務、

北 垣 熊 之 介 氏 工準|見立t 築科卒業、

佐 藤 武 夫 氏 工事+ ，早大 建築皐科卒業、早干1WI 大t34助教授、

田 村 剛 氏 林232博 ー1:， Ｊ 大 林 ｬｊｾ 科卒業、京 大 ｉｾｾｬｾｾ ｽｾｩｓ 講 師、内 務省 ｬ た林省鳴託 、

藤 原 九 十 郎 氏 ｾ梨博 ー ＱＺ 、 長崎密科大撃卒業 、 大 阪市術生試験所長 、

τロヒ
田 信 武 氏 エ製 士 、 京 大正 ｊｴ築祭科卒業、京都子育大 大ｾ Ｎｬ Ｑ 淀在阜 、

9 3
1 X  



曾 員 の
ラー

( _  〉
え

七月例舎 の;iJj f言の俄白をもって本舎 に対する窓見

を求め たと ζ ろ次 の様 な 凶答に 接した 。こ れら 締

々の意見 は舎員多重主の愈 仰に依 って必 む本舎 に と

っ て多大 の多 考資料となるも ので ある 。 I!.! I答 のあ

っ た方に は夏 め て感謝 の窓を 表 L 、l旦1;' 舎な き方 も

手毅です が どし ど し意 見 を開 隙 して肱i きたい 。

くJ品載順不同〉

合 員
松 下 由 戒 ι 普 賛 堀 家 臓

協舎に て建築に闘するもの λ 求 人 ls.. 求 般の紹 介 私 共溢 都の 回舎 に働〈者が平 に都人 先il1が納級

をなす の機関を設くる御考無之故。 せら る λ 舎 にー員と して 末 ' * を汚 し舎誌の 上 で 允

輩の御率設な り御 都議 な りに接して大に 3M愛さ れ

令 員
村 野 藤

ヨζ

口 。て 居 る王与を感謝し て 居 る ものであ ります が、折角

次々に御心配下 さ る、都合 ｆ 付近 の 見集合 ｾｉ Ｇ こは其

都 皮 出席すると 云」、事は一寸容易でな くi旬に残 念

に思 っ て居 ります 、 それで若し 竿 に 許 さる λ な ら

ば都合 へ 出た序 を以 て何 か見拳し たい事項 に就て

;1;ミ 。舎 へ御相談 に出た時は支防なき限 り合長の御紹介

1 批合 的 に働きかける とと

Ｒ 協合に基，ｾ ｾ 多〈作るとと

3 合員の務仕 と自制 と

務 賛 大 江 武

乍 慨 懸賞設計のＶＡｧｾｊ［ 図 案を 返却し て 戴 〈 様爾 後 で もいた Y くとか伎i:i l・を 奥 へ らる L とかの様 なzJx.

の分 御一 考相成度 一般論 と して申 入侠 ー が 願へ た ら ｲｾ ｊ 舎人の幸師 走 よ り 大 な る はなし と存

じます。

普 焚 道 田 泰 治 郎 : 新 線 な 惑 を御詮 議 の一部 に1;0へて下 されたら 君主

今 i主に捌かれた様な住宅i容はやらな い様やるな ; けない と存じます。

らば少な くとも松室様 の御 意 見 程 度の ものであ P

たい。 〆命、

ロ

御 J i，にも っ と内谷( すべて に〉の 充貸する様に努

員
f回

ー

{変

力したい 。 i 建築撃舎に倣ひ年中行事として合員の作品展 を

1 mされ皮し 。

柳 田 ろさ 己 夫 l 建築と量士舎 に篠宮量新建材紹 介欄 を設け られ皮 し

普 賛

。。

協 舎 と して は紅合 的 に勉強 して下さ る事は製 舎

とは又別の特長に 付 何 時迄も 此 の特 長 を伸長 して

。。。 合 員

下さる事。自然保集部 な ど も極〈快〈出入 で きる

山 口 儀 三 郎

様 助長して下さ い。倶楽部員 の心掛第ーな れ ども i 各 役 員 諸 賢の御骨折 を謝す。 一般合員に閃依す

協 舎 か らは世話を願』、。 : ペき闘替案の出現を希」、。

1) (  9 4  



合 員
西IJ、

現 正Eのta舎 に付 一層の改江主案は

l 舎費値下は唆l論である 12 悶lでほ駄目だ 15 悩|

位と し現 在 よ り 各 務1の 刊行物、見 事 を一層多〈

良 l 見挙 舎 そ の 他 の他 物 は 月末 は不可 . 中旬 :買 にせ

られたし 。

l 各種目干究合員其 他 委員の 研 究、 所管事項いつ滋

表せ られるや。 〈但 し二三 重苦表あり しも〉

し曾員の I 合 員

2 現 在 各 種 委 員 舎 は 忍 か らぎる も事 業 内 容 的 l亡 令

舎 員 の手 IJ 盆 少な し、必要なるものは常設する も

其 他 臨時短期 委 員nr とするとと 。

Ｓ 右の 卵 Ｑ ｜ き事業 ｉ ＮｊＮ ｂ ｮ ｾ ｊｾ 者総悶にて考 へ るよりｾ ｾ、

令員か評議員合員f立の多 数の希望に依り 決定 す -

l白

る ζ ，l:。

中 良日西

_.__ 

ノ、

l 合資 i威灯l の' l f行。

i 役 員 選 穆 に官i り、最 近 刀 空 気 は感心出来 ません

モツト朗 らかに行って J ! t ひたい と思 ひ ます。

員
1' ]  茂木

4 雑誌の記事はあ まり 合 員 の篤めにならぬものは 。 l 令11( (1( 1下 けd 。

省室主基良版を多くする事。

合 員
力日 jJ事 善

l 近 来 機J!&者 の御 前 胞 に侠って協合の主主 々隆盛に } いと思 ひま す。

良15

なり つ λ あ るを 悦 び居 rl l i除。

2 令員の特 に研究せ られたるものは現行 本 と して 普

iJ-' ，版 す る と と を 強 調 仕 候 ( 多少の後牲を梯って

も〉 さすれば大に研究する事 も出来るだら号 。

3 佐宅に力を入れるのも大によいが工場の合 主主化

に闘 す る 件 に 就ても大に 研究し副:合的立li 1Jll J を起

され たし。

舎 貝
木 太高

l 曾授の低減を岡る こと。

l 役 員 は 教 育 者、前日負者 、行政者等各種の職業別

又は 出身挙校別等考慮 し比例 代 表 制 を と る 事。

令 ，員

新 名 積

合 員 の抜 大 場 加。台 後 の (j(( F  0  l j J 業の f lfl 吟味 。 合 員

月々 の例舎は甚だ結構な事と存じますがいつも

右 此際 必 要 と 存 じ 候。

普 fT
木 下 助
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士

口

たまに も京都市附近 の名素I j 見撃を御航ひままし! 支

焚 寓治
，
u
日
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例 仁l

例 合日 は多 〈は月末 に開 催せら る L 様 にイヂぜ ら

れます 月末は何と な〈用z y ; 事 〈出掛 lくく L 存せ ら

れま すWJi < ば 中旬ま で に御合似を

合 員
探 島 英 太 郎

作 ! 大阪近 郊のみなら ず 京 都 近 郊に於 ける住 宅 博 開
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合 員

時間が都合つ かず利用 出来ないの を残念に思 って

川 村 種 三 良15 ゐますo 協 合 員 中 に も 多 分 私 と 同 感 の者 が 多 く あ

先 づ 舎 費 値下 げυ

合 員
澗 原 徳、

る事と，思びます。 控nrJ こ う七た時間の台余裕の ない

者 の ために 、夜間 に主主は議官舎 とか撃術講l 1 i とか

"'-- 云 っ た 様 な も の が 時 々あ っ て 欲 し いと，思び ます。

府

接合量産表の糠 幣 仕 係 書、標準計算規準( これは等生

l 高 年斡 泰 一織の; 窓にて先l ; ! 約改正 ( 連綴再選を中 ! 舎からある筈ですが 〉苦手の説 明 、罰事脅さ芋も墓ま し

止の 件 ) ぃ 事と思 ひ ます。
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令 員
松 本; 儀 八 ・合 員

小 林 議

一 般令員。 it め に例合 を"J I変有忠義に 閃 〈 様 特 。
御霊皇 l長を祈 る。

に 御考 ー 控除 ーｌＡ 支 〈 、 具担案 とし て は 矢張り 見ｾ ｾ ｾ

を出来る丈 け多 くする と とに御力をお 入れ被 ド皮 ; 合
員

事j i }え 国 ヲく 良1)

候

手F倍近年に iZh合 の合合にも 出席t I : らず候 IHJ 種々

合 員

後
I

 

l

 

---

J

 

|径

l 市外 措: Ｈ上 の 合員 として例 舎 と し て の 見撃 を ｉ ｾ ｦ ， ー

の思惑の様 I亡思 て居 りますか ら. WI走法近 大小 : 普

に不 拘 少 くと も月 1 ill !).>x: は それ以上 の後舎を作

ってm: a場 乃 至参 考 建 築 物 ( Ｍ ｾｾ Ｍ ili 築 物 を も大 い

に 合む 〕の 見 製 P 是非 共 賀 行 して 裁 き皮 L 、 勿

意 見 は有之候も只今にては 111 上袋も 折 を見て 騒 々

rli 上 皮儀 有之 iwミ

賛
田 中 潤 路

何等のJ l J H-iJ も無之( 民間意見 も希 翠 も有せず( 除草

々

，- .  

L.- ">、。

論 ｅ 匹賃告芋 は 自緋 にて ＺＺｉ Ｇ ｴｾ Ｚ ｉ｟か ら ず是非 共 御同ｾ ＧＺ 置を ・ 令 員

H

H

H

 

-
白

H

H

2 見撃 にあたり事前 に(原fi へれば油 知 と同時 に〕見

tZ主主す照物 Fこ側 Li 象ih1412殺を 得 るに悦ずる1 i h 其 の

概要乃 至星 雲考闘書名を ｩ ￬ｉｬ知 Ｑ ｍ へれば 主 ｾｕＺ とす。

IJ、 川 安

ｻ可 卒 宜 し く 御 ｾ ｦｩｬｬｬ 上侠

舎 員 内
d主

~
口
日

令 員

1 毎 月 ! 日 付の雑誌「主主築と駐合」は お そ くも毎月

利j 原 炭 太 郎 : 上 旬 に軍基行 して 下さい 、七 月は F 句 に見せ てい

御，鎖、 見撃は成 iiJ ( 日間E日に決 行 され 皮 し。

合 員

松 室重

協舎の使命に もっ と反省 して共枇 合 的 事 業の銭 I って一見 で も得 る と と が 出 来 まずかしらん。

光

たピきま したが。

1 承れ f'f r  ttt g誕祭研究 J iを緩行 されるそ うです が、

それ だ け l徐俗 あれば舎費を i威'rtr(して F さν 、。未

完 成 な「建築と厳令」と「主I l : 築事研究 j の雨兎を う也

に 勇往Z自主主せ らる L 事 を 今 夏 なが ら重ね て希 望 し

其額々な る験主主、所 属 等 を出世れ て濁 立 の見 地 で 事 。合 員

を執られた しと 云」、。

令 貝
波 江

』悌

日本位築協舎の 愈室長展せら れ ん王将を 専 心祈って

居ります。協舎に闘する意見 を薬替にて求めら る

:" l 長は腹話長な く洩らさる L 方が少な くは あります 寸

--。
まいかと己憂します。

終 賛
j賓 fB: 次

本曾王!ll 事各イ立の御 怖 脚 に満 足まま居1民

合 員
H会 j京 義

暑さき び し き折柄主主々御粉臓を祈り ます。

日光 にて
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唱
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川

μ
本 延 ヨた

霊長行.w;誌主主築と示上合 に闘 す る 記 事 編 韓 "こ 付 て は

:1;: : 評 議 員は J I1なる 意見を多考に云 々す る位とし最と

権 威 あ る 而 して最少 し柔 か 書 記 事 を 組む名編斡人

を入合 させ完:11 誌の 大 衆 化 を: 奮とする事 、例 へば 編

1尋問は内閣とし評議員 は枢' 術院 の如 き制度とする

者二 焚

本 荘光 不IJ

由

民

「主It築 と枇 令」ノ2 月々の新鮮 な材料を 集 め られ 、

よ り良きも の となし て下 さる御努力を有革ftい と忠

ひ 空す、慾 を立 へ{' f 峨筋 コ ンク リート と鍛 廿 構 造

の計 算 に除] する新しい雪量表 を して F きると 一 局 絡

しv 、と思 ひま す。勿 々不 備
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f具 幾 部 室

暫 中絶 して居ましに 「倶楽部室」を本月 披から再び問〈ことにな りまし1: 。雑誌 「建築

主枇合」に間借りするわり ですが、行〈 行 〈は澗立 し?こ 「倶繁部報」 にまで稜展 させ度い

ものですc 営分は御報告御笑内等に止めます が、出来れば{!l 繁部員の御感想、等 も掲 げ る様

にし度 レ希望を持って居 ます。

お 奨 め ・ お 知 ら せ

口 立 涼 しく冬暖か きは本1n然郊の 特 色 です。大

将 の 倶築部 は 夏 に Ｑ ＧＱ利用者が泌滅する のが Ｇ￬ｾＧ ・であ

るが 、本 似楽 部が夏冬: J l <に感 に利i I l されて居る の

は大 に故 あ りです。

口更 に多数 の御希望も あり 、B 設 備i の:It 争?を IlJl

する ｾ め 近 く ｩ 兵 集 部窯 を 蹴 ｩＩＡ え し 、 一 層 内 ｴｬＧ の充貨

を計る ζ とにな り粉々 計1ft. 俗世1I 中であり ます。

口賑々 しく御剥mをlffi ひ ます。

口 ｾ ［ 引具集 部 淡展 の 鈴 に 粉々入合御 勧誘 の 粍 願ひ

ます。

口 1ft 鎖 市 マ ーク第一統 よ り第百披迄 の rl
l
東 市の

Ｚ ｨ ＪＮ ｾ のも の は 、 三 日月 引 の り出 い ものと 御 ｊ 医科教 し

ます か ら御 持参 下さい 。

f典 型 監 部 御 案 内

開館 午前 9 時 よ り午後 9 迄 ( 従 来 午 後 10時 ま

IX  9 8  

でのFfr を改正 しま した。但 委 只 令 Jt 他 特

別 の場 合は延長 い た します〉

娯楽設備

ノ、 ，ー

悶 碁、勝棋 、麻 雀、 コ リ y トゲ ーム を1i/i

へ てあ ります。 なかなか版かに刺用され

て居 ります。

ζ の ほ か 建築其他岡容 、 建 築 ｾ Ｎこ 闘す る 内

外 諸 雑誌、新 聞 東 西十 除 額、迎 刊 もの、

続 人 留報. 映宿等 の 柔 か な もの もI灰揃 へ

てあり ます。

遭 って 家f筑波と 共 に 設備 完 備 の致活Zで.

目下 の所 非 常 に筒 1(1 な設備 で す が、 冷 た

い ピーノL 、 サイダー等 が7容ばれ中目首・ に示l

用されて 居ま す。洋前も あ ります か ら御

試 飲の程 を。

撞 球 5 階 の朝日倶楽官官と協定 して本 倶 楽 部 7

- 7 保用者 は 自由に御利1日出来るこ とに

な って 居 ます。

理髪 Ｕ 階 板 井 坦 ｬｾ 庖と協議して Ｗ Ｐ 銭 の 分 を Ｕ Ｐ

銭に割引す るこ とになっ て居 ます。

本 年 度 分 ( 4月以降 の催 し〉

4月11 日 定期総舎開催

主象4卒、決算、事業報告、幹事政選。

5 月16 日 家族合中座観劇

首 ｅ 守 ｬＭ Ｗ ｾ 外 、 石河菜 、 曾 我廼家 十吾一波

の家 庭!r. IJ 。 約 l∞ 名 出席星整合。

7月 1 日 正米食に附する 講演含及試食合

朝日 ｴｊ ｬ 祭 Ｑ ｾＱＩ 別家にておｻ除 名 出 席 、 散令

後 Ａ凡策 士ｾ ｜ tこて怒 談 、非常に有意義 で あ

った 。

Ｗ 月 ｾ Ｑ 目 前 甲子 閣 に 於 げ る ハー ゲン ベ ツ

クサーカ ス岡 見事

270除名 ll:l l市

諸 研 究 曾 凋J 案 内

聞碁 slli 純 木 本二 段

!停泊: I ". 11ltl 午後3時30分よ り 合! f r ￥ 1. 50

南話 先 生 太 川i判l前 女 史

iJ H I] 

'月・相

謡曲

長 唄

2  

5  

7  

9  

12 

14  

16  

19  

21  

23 

26  

28  

20 

f草月第 l 第 3 火 陥午後 6 時 よ り

合 費 ￥ 2 ∞

先 λE. ilf 木 月五|陥l

毎 月第 1 t.1 3 木 曜 午後 6 時 よ り

合 投 ￥ . 50

先生 砂川哲人 間i

毎 月第 2 買H 木隔日 午後 6 時 よ り

先 生 観1止流松下粂治飾

毎週 火sm午 後 6 時よ P

先 生杵 緩和津 次師

合 費 ￥ 5 ∞

合 費 ￥1 . 50

毎迦 2 1111( 近 日開始 の猿 定〉 舎 費 ￥ 3.00

9 月 カ レ ン ゲ ー 〈議 定 〉

j 二 闘 恭

火 務 的研究目 、南街 研究目 、定例

晩 餐 合

木 俳 句研究 日

間悲 B干究日

火 諮 問研究日

木 骨相研 究

Ｚｉｾ＠ 函是正研究 日

火 諮 問l研 究目 、高禽研究日

木 俳 句研 究 日

|迎11; 研究 日

火 E1・ilh研究 日

木 骨十目J目究 日

土 凶 悲 研究 日



( 昭和八年〕及 委 員員日 本 建 築 協 曾 役
量士図

法 人

委 員

都市計童委員曾

: f . 員長松吉宗 1ll: 光

幹 事 加 藤 善 吉

幹 事 北 垣 熊 之 介

委 員 伊 藤 和 夫

問 主 号 本 良 人

同 作 間 日 出 生

同 新 名 種 夫

同 城 武 三 良I1

岡 松 浦 松 之 助

問 吉 岡 信 武

樋 蛍 常 務 鳥 井 信

3表 制 委 員 曾

委 員 長 津 田 敏 雄

幹 事 3 < 置 豊 次 郎

幹 事 野 弁 誠 一

委 員 秋 回 喜 代 治

問 石 川 寛 三

岡 楠 瀬 徹

同 工 藤 築 治 良I1

岡 武 田 紋 一

同 徳 政 令 寄

間 内 藤 亮 一

挽 営 常 務 今 林 彦 太 郎

教 化 委 員 曾

委 員 長 古 字 間 賞

幹 事 情 井 勇 三 郎

幹 事 滋 谷 五 郎

要 員 伊 東 恒 治

問 芝 田 知 意

向 鈴 木 忠 ヨ主良I1

岡 高 木 大 作

間 永 糠 毅 一

向 調E 野 武

岡 山 本 春 水

捻 訴 常 務 富士 岡 重 一

松 井 清 之 助

帯 同 情

八 木 虚 ニ

呼 子 E  

問

問

問

同

I建 築 と枇 曾J 編 輯 叡 員

失

三

一

道

武

建 築 皐 研 究編 輯 曾

伊 東 恒 治

高 橋 栄 治

竹 腰 俗 語主

瓶 詰署 員 弓

棚 橋 諒

藤 井 厚 二

八 木 清 之 助

吉 任l 信 武

材料ｾ員曾

委 員 長 須 川 熊 太 郎

幹 事 小 西 一 良

要 員 児 三 巨 艇 太 郎

同 白 川 雄 一

悶 高 岡 奥 三 吉

岡 高 松 卒 太 郎

岡 橋 本 勉

同 絵 久 保 敬 三

同 選 回 泰 治 郎

岡 山 中 戎 一

緒笥・? 者遺書 阪 口 芳 三郎
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積

誠

亮

疋

信

名

刺

藤

多

国

納税部員ガ「

問 東

問 内

岡 本

岡 吉

員委

同

問

問

問

問

問

同

片 岡 安

1也 間 賞

竹 腰 健 造

徳 政 命 者

松 家 主 光

阪 口 うす 三 良I1

鳥 井 {言

丹 藤 良 雄

i平 野 貞 三

寂土 問 重 一

浦 英 之 助

清 水 築 二

八 木 虚 ニ

今 林 彦 太 郎

高 橋 祭 治

中 村 義 雄

秋 田 喜 代 治

井 上 繭 磁

石 川 寛 三

今 林 彦 太 郎

池 田 1'l: 

岩 崎 甚 太 良IS

1市 英 之 助

大 原 芳 知

阿 国 孝 男

岡 部 額 貝1I

岡 本 新 次 郎

落 藤 藤 吉

川 口 一 二

河 合 貞 一 良11

河 盛 盆 太 郎

片 岡 安

小 西 一 良

阪 口 芳 三 郎

作f Hl 日 出 生

新 名 種 夫

清 水 策 二

末 湾 周 次

鈴 木 末 尾

竹 腰 健 造

高 間 奥 三 吉

高 橋 栄 治

高 松 平 太 郎

鳥 井 信

中 津 誠 一 郎

中 村 義 雄

中 山 祭 太 郎

永 海 毅 一

丹 藤 良 雄

伴 野 貞 三

寓 土 問 重 一

藤 井 厚 二

藤 本 賢 太 郎

牧 野 忠

員役

長

長

H

記

事

務

記

記

記

記

詑

計

計

計

納

斡

耐

判

員

品

口

合

議

合

ロ

制

副

監

監

主

主

主

主

主

主

主

主

回

刷

出

制

旧

制

許

同

同

悶

悶

悶

悶

悶

悶

悶

同

問

問

同

同

同

同

同

問

問

問

問

同

問

問

同

同

同

問

問

問

問

問

同

問

問

同

同



幹 事 徳 政 合 否

幹 事 谷 民 厳

幹 事 飯 高 誼 夫

委 員 大 林 賢 四 良 [ ¥

同 阪 弁 米 吉

岡 鈴 木 末 尾

間 竹 腰 世 I ! 治

阿 波 江 悌 夫

同 松 家 意 光

岡 森 本 藤 吉

岡 山 脇 友 三 良1¥

鎗 ' &常務 自民口芳三郎

同 篤 土問 重 一

今 林 彦 太 郎

大 倉 三 郎

山 脇 家 三 虫1¥

n品 FH 谷 久 吉

川 1-1 一 二

能 回 定 慾

沼 チ | 勇 三 郎

総 谷 五 郎

中 津 誠 一 良1¥

ＧｉｾＺ［ て ｼ ー 岡ｬｉ ｘ ー

松 本 俊 八

宮 本 長 治

Zお

員

幹

同

同

委

同

同

同

同

問

同

問

問

瑞光住宅博望書員曾

住宅悔残務整理

蚕員曾

号 委 員 長 武 回 :h. 一

副 委 員 長 l 志 野 JII: 一 郎

副 餐 員 長 安 井 武 維

委 員 今 林 彦 太 郎

同 小 川 安 一 員1¥

同 芝 回 知 1 [ (

同 坪 井 誠 一

同 徳 政 合 否

問 古 塚 正 治

岡 村 野 藤 吾

同 増 山 新 卒

住宅樽吉年慣委員曾

小 笠 原 銅

3草 野 JII : 一 郎

北 垣 熊 之 介

篠 崎 衆 ニ

須 川 l 庶 太 郎

藤 木 正 一

阪和上野芝住宅博

残務J l 理憂員曾

委 員 長 池 m 質

問l委 員 長 安 井 武 雄

委 員 浦 英 之 助

同 北 垣 1m之 介

阿 佐 藤 松 太 郎

問 羽 山 新 ZJ 三

阪和上野芝住宅博

評慣蚕員曾

委 員 長 武 田 五 -

/'f，IJ 餐 員 長 ｾ野 ｊｦｴ 一 郎
幹 事 小 西 一 良

幹 事 佐 藤 正 次 郎

幹 事 溢 谷 五 郎

幹 事 古 塚 正 治

幹 事 松 本 儀 八

委 員 井 上 繭 磁

委 員 木 村 寛 一

同 白 石 凌 客 男

同 芝 回 知 意

向 鈴 木 末 尾

同 波 江 悌 夫

権 蛍 常 務 清 水 祭 ニ

同 伴 野 貞 三

問 富 士 間 重 一

員

員

員

員

員

員

委

4

公

安

委

委

委

見 暴 委 員 .

委 員 長 松 室 1 [ ( 光

幹 事 大 原 芳 知

幹 事 久 保 問 牒

幹 事 小 西 一 良

幹 事 三 木 来 三

幹 事 森 本 勝 吉

委 員 加 藤 誠 二

同 設 梨 貞 雄

同 樋 口 辰 太 郎

績 賞 常 務 丹 藤 J l l 雄

出 版 委 員 曾

ヨ 委 員 長 藤 井 厚 ニ

委 員 石 川 純 一 郎

同 落 藤 藤 吉

岡 新 名 種 夫

同 篠 原 太 郎

同 総 津 良 弓

問 中 西 六 郎

同 古 塚 正 治

岡 村 野 藤 吾

同 南 信

猪 首 常 務 高 橋 祭 治

中 海 誠 一 良1¥

務 藤 藤 吉

脅 柳 良 111・

ｾ田 茂

佐 野 後 三

篠 原 太 郎

谷 隆 夫

鳥 井 拾 三

波 江 悌 夫

中 島 智 喜

三 浦 術 史

山 田 芳 雄

矢 閉 餓 正 義

渡 部 圭 吾

災害強度委員曾

委 員 長

幹 事

望号 員

同

問

問

問

同

問

問

問

同

同

同

般 信 委 員 曾

奈 良 長 小 笠 原 鈎

幹 事 阿 部 鍛 Jjl)

幹 事 松 井 清 之 助

委 員 伊 東 宗 太 郎

同 小 川 陽 吉

岡 岡 田 孝 労

問 中 山 祭 太 郎

同 長 谷 川 俊 弘

向 精 信

岡 村 図 小 一

鎗 ? 吉 常 務 浦 英之助

住 宅 is 員 曾

餐 員 長 葛 野 壮 一 郎

幹 事 浅 野 命 厳

幹 事 槍 山 新 卒

委 員 赤 松 修

同 小 川 安 一 郎

同 河 盛 盆 太 郎

同 篠 崎 俊 二

同 中 村 源 太 郎

問 松 本 儀 八

同 南 イ言

抱 蛍 常 務 中 村 義 雄

百貨庖建築委員曾

委 員 長 安 井 武 雄

幹 事 務 藤 藤 吉

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 青 柳 貞 世

間 岡 部 顧 貝1)

同 黒 田 茂

同 玉 置 豊 次 郎

同 古 塚 正 治

岡 村 野 藤 者

同 渡 部 圭 吾

揚 営 常 務 今 林 彦 太 郎

問 伴 野 貞 三

小 笠 原 鈎

北 垣 熊 之 介

篠 崎 袋 二

須 川 熊 太 郎

増 山 新 平

安 井 武 雄

貝委

同

同

問

問

問雄

建築曾鎗委員曾

武ヂド安委 員 長'lil: 

曾 員 委 員 曾

古 字 国委 員 長
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編 輯 後 記

口残岩ー者111主にまみれながらも流石朝夕は新

涼が府に しみる 。雲の峠刷れて高志碧主力 2

現はれはじめる秋の漸〈近きを? 魔へる。

日 本放は jjii 披に Ij 1縫いて都市計聾第二特輯

である。内容は在日市計安委員舎が自信を以

て蒐集断つにもの 、前枕と令せて 1M大なも

のとなっ 1: 。

口来月蹴は皐校建築特輯の議定である ，数

年前に事校建築枕をH l して以来大分析らし

いのが滑っ? こから 、叉 出 しでもよい時分で

あ らうo Ｑ Ａｬｾ論集めてプ ｉｊｾ Ｎ ｉ を 少し 鑓 へて遣っ

て見るつもりである 。

口建築辱1研究を本合より強行するこ主とな
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